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表紙・図面リストNONSCALE教 育 施 設 課
学 校 教 育 部
春　日　部　市

工事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事

※この図面はA3版印刷を標準とする。

（図面サイズ：A1版、A3版は50％縮小）

武里小学校校舎トイレ改修工事

改修前・後 特別・普通教室棟 １階男子トイレ平面詳細図
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特記仕様書（改修その６）

特記仕様書（改修その５）

特記仕様書（改修その４）

特記仕様書（改修その３）

特記仕様書（改修その２）

案内図・配置図

仮設計画図（参考図）

仮設トイレ計画図（参考図）

改修前・後 特別・普通教室棟 １階平面図

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階平面図

特別・普通教室棟 アスベスト分析結果・レベル一覧

改修前・後 特別・普通教室棟 ３階平面図

改修前 特別・普通教室棟 矩計図

改修後 特別・普通教室棟 矩計図

改修前・後 特別・普通教室棟 トイレ仕上げ表

特記仕様書（改修その１）

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 ３階トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階男子トイレ天井伏図

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階トイレ天井伏図

改修前・後 特別・普通教室棟 ３階トイレ天井伏図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階男子トイレ展開図

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階男子トイレ展開図

改修前・後 特別・普通教室棟 ２,３階女子トイレ展開図

改修前・後 特別・普通教室棟 ３階男子トイレ展開図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階男子トイレ キープラン図

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階トイレキープラン図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階男子トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階女子

改修前・後 特別・普通教室棟 １階女子

車いす対応トイレ天井伏図

車いす対応トイレ展開図

車いす対応トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階女子
車いす対応トイレ キープラン展開図
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改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階平面図

改修前・後 特別・普通教室棟 建具表 ３

改修前・後 特別・普通教室棟 建具表 ４

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階平面図
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改修前・後 管理・特別・普通教室棟 仕上げ表

改修前 管理・特別・普通教室棟 矩計図

改修後 管理・特別・普通教室棟 矩計図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 建具表 １

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 建具表 ２

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 建具表 ３

管理・特別・普通教室棟 アスベスト分析結果・レベル一覧

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階～４階トイレ天井伏図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階～４階トイレ キープラン図

1／100

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ３階平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ４階平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階職員トイレ（男・女子）展開図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階車いす対応トイレ展開図
各階廊下廻り展開図

改修前・後 特別・普通教室棟 建具表 １

改修前・後 特別・普通教室棟 建具表 ２

車いす対応トイレ平面詳細図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階職員
車いす対応トイレ天井伏図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階職員
車いす対応トイレ キープラン図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階～４階トイレ(男・女子）展開図
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機械設備工事特記仕様書（１）

機械設備工事特記仕様書（２）

配置図
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車いす対応トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階女子
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改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階-４階トイレ平面詳細図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 Ｒ階平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階職員

車いす対応トイレ平面詳細図
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電灯設備

電灯設備車いす対応トイレ平面詳細図

電灯設備

1／40
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1／400

電灯設備

コンセント設備

電気設備特記仕様書（１）

電気設備特記仕様書（２）
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Non Scale

コンセント設備

分電盤結線図・照明器具姿図

コンセント設備車いす対応トイレ平面詳細図

電灯設備

電灯設備車いす対応トイレ平面詳細図

コンセント設備

1／40
コンセント設備平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階男子トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階女子

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 ３階トイレ平面詳細図

改修後 特別・普通教室棟 １階女子・車いす対応トイレ

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階－４階トイレ平面詳細図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階職員

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階－４階トイレ平面詳細図

改修後 管理・特別・普通教室棟

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階職員

改修前・後 特別・普通教室棟 ２、３階トイレ平面詳細図

改修前 機器表・器具表

改修後 機器表・器具表

改修前・後 系統図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階平面図

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階平面図

改修前・後 特別・普通教室棟 ３階平面図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階女子

改修前・後 特別・普通教室棟 ２階トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 ３階トイレ平面詳細図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ３階平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ４階平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 Ｒ階・ＰＨＲ平面図

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 １階職員

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 ２階－４階トイレ平面詳細図

改修前・後 特別・普通教室棟 １階男子トイレ平面詳細図

改修後 特別・普通教室棟 分電盤結線図・照明器具姿図

春日部市学校教育部　教育施設課

欠番

欠番



　　（建物概要）　　（建物概要）　　（建物概要）　　（建物概要）　　（建物概要）　　（建物概要）　　（建物概要）

１ 適用基準等１ 適用基準等１ 適用基準等１ 適用基準等１ 適用基準等１ 適用基準等１ 適用基準等 ※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等
※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）
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図面No.図面No.図面No.図面No.図面No.図面No.図面No.

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称日付日付日付日付日付日付日付

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

ーーーーーーー 特記仕様書（改修その１）特記仕様書（改修その１）特記仕様書（改修その１）特記仕様書（改修その１）特記仕様書（改修その１）特記仕様書（改修その１）特記仕様書（改修その１）

 特記仕様書 特記仕様書 特記仕様書 特記仕様書 特記仕様書 特記仕様書 特記仕様書

　１．工事場所 　１．工事場所 　１．工事場所 　１．工事場所 　１．工事場所 　１．工事場所 　１．工事場所 

　２．敷地面積　２．敷地面積　２．敷地面積　２．敷地面積　２．敷地面積　２．敷地面積　２．敷地面積

　３．工事種目　３．工事種目　３．工事種目　３．工事種目　３．工事種目　３．工事種目　３．工事種目

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、
適用する基準等を決定する。適用する基準等を決定する。適用する基準等を決定する。適用する基準等を決定する。適用する基準等を決定する。適用する基準等を決定する。適用する基準等を決定する。

　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。
　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。

　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 
　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　　当該図表を示す。　　当該図表を示す。　　当該図表を示す。　　当該図表を示す。　　当該図表を示す。　　当該図表を示す。　　当該図表を示す。
　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「春日部市建築工事特別共通仕様書」の当該項目、　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「春日部市建築工事特別共通仕様書」の当該項目、　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「春日部市建築工事特別共通仕様書」の当該項目、　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「春日部市建築工事特別共通仕様書」の当該項目、　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「春日部市建築工事特別共通仕様書」の当該項目、　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「春日部市建築工事特別共通仕様書」の当該項目、　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「春日部市建築工事特別共通仕様書」の当該項目、
　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。
　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
（３）本特記仕様書の表記（３）本特記仕様書の表記（３）本特記仕様書の表記（３）本特記仕様書の表記（３）本特記仕様書の表記（３）本特記仕様書の表記（３）本特記仕様書の表記
　　監督員と協議すること。　　監督員と協議すること。　　監督員と協議すること。　　監督員と協議すること。　　監督員と協議すること。　　監督員と協議すること。　　監督員と協議すること。
　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について
（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示

　６．工事範囲　６．工事範囲　６．工事範囲　６．工事範囲　６．工事範囲　６．工事範囲　６．工事範囲
　　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。　　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。　　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。　　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。　　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。　　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。　　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。
　　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。　　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。　　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。　　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。　　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。　　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。　　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。
　　　　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。　　　　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。　　　　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。　　　　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。　　　　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。　　　　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。　　　　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

 -3 タイル張り仕上げ外壁 -3 タイル張り仕上げ外壁 -3 タイル張り仕上げ外壁 -3 タイル張り仕上げ外壁 -3 タイル張り仕上げ外壁 -3 タイル張り仕上げ外壁 -3 タイル張り仕上げ外壁

 -4 塗り仕上げ外壁 -4 塗り仕上げ外壁 -4 塗り仕上げ外壁 -4 塗り仕上げ外壁 -4 塗り仕上げ外壁 -4 塗り仕上げ外壁 -4 塗り仕上げ外壁

工事種目工事種目工事種目工事種目工事種目工事種目工事種目

工事項目工事項目工事項目工事項目工事項目工事項目工事項目

３　防水改修工事３　防水改修工事３　防水改修工事３　防水改修工事３　防水改修工事３　防水改修工事３　防水改修工事

４　外壁改修工事４　外壁改修工事４　外壁改修工事４　外壁改修工事４　外壁改修工事４　外壁改修工事４　外壁改修工事

 -2 モルタル塗り仕上げ外壁 -2 モルタル塗り仕上げ外壁 -2 モルタル塗り仕上げ外壁 -2 モルタル塗り仕上げ外壁 -2 モルタル塗り仕上げ外壁 -2 モルタル塗り仕上げ外壁 -2 モルタル塗り仕上げ外壁

 -1  -1  -1  -1  -1  -1  -1 
コンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放し
仕上げ外壁仕上げ外壁仕上げ外壁仕上げ外壁仕上げ外壁仕上げ外壁仕上げ外壁

２　仮設工事２　仮設工事２　仮設工事２　仮設工事２　仮設工事２　仮設工事２　仮設工事

５　建具改修工事５　建具改修工事５　建具改修工事５　建具改修工事５　建具改修工事５　建具改修工事５　建具改修工事

６　内装改修工事６　内装改修工事６　内装改修工事６　内装改修工事６　内装改修工事６　内装改修工事６　内装改修工事

７　塗装改修工事７　塗装改修工事７　塗装改修工事７　塗装改修工事７　塗装改修工事７　塗装改修工事７　塗装改修工事

８　耐震改修工事８　耐震改修工事８　耐震改修工事８　耐震改修工事８　耐震改修工事８　耐震改修工事８　耐震改修工事

９　環境配慮改修工事９　環境配慮改修工事９　環境配慮改修工事９　環境配慮改修工事９　環境配慮改修工事９　環境配慮改修工事９　環境配慮改修工事

10　鉄筋工事10　鉄筋工事10　鉄筋工事10　鉄筋工事10　鉄筋工事10　鉄筋工事10　鉄筋工事

11　コンクリート工事11　コンクリート工事11　コンクリート工事11　コンクリート工事11　コンクリート工事11　コンクリート工事11　コンクリート工事

 -5 外壁用塗膜防水塗り -5 外壁用塗膜防水塗り -5 外壁用塗膜防水塗り -5 外壁用塗膜防水塗り -5 外壁用塗膜防水塗り -5 外壁用塗膜防水塗り -5 外壁用塗膜防水塗り

（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「春日部市建築工事特別（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「春日部市建築工事特別（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「春日部市建築工事特別（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「春日部市建築工事特別（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「春日部市建築工事特別（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「春日部市建築工事特別（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「春日部市建築工事特別
　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」
　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

 Ⅱ　建築改修工事仕様 Ⅱ　建築改修工事仕様 Ⅱ　建築改修工事仕様 Ⅱ　建築改修工事仕様 Ⅱ　建築改修工事仕様 Ⅱ　建築改修工事仕様 Ⅱ　建築改修工事仕様

　５．工　　期　５．工　　期　５．工　　期　５．工　　期　５．工　　期　５．工　　期　５．工　　期

　　(建築工事編)(最新版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。　　(建築工事編)(最新版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。　　(建築工事編)(最新版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。　　(建築工事編)(最新版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。　　(建築工事編)(最新版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。　　(建築工事編)(最新版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。　　(建築工事編)(最新版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。

　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

　　という）を選択するよう努めるものとする。　　という）を選択するよう努めるものとする。　　という）を選択するよう努めるものとする。　　という）を選択するよう努めるものとする。　　という）を選択するよう努めるものとする。　　という）を選択するよう努めるものとする。　　という）を選択するよう努めるものとする。
　　契約推進方針」による特定調達品目のうち、「判断基準」を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」　　契約推進方針」による特定調達品目のうち、「判断基準」を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」　　契約推進方針」による特定調達品目のうち、「判断基準」を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」　　契約推進方針」による特定調達品目のうち、「判断基準」を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」　　契約推進方針」による特定調達品目のうち、「判断基準」を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」　　契約推進方針」による特定調達品目のうち、「判断基準」を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」　　契約推進方針」による特定調達品目のうち、「判断基準」を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」

 Ⅰ　工事概要 Ⅰ　工事概要 Ⅰ　工事概要 Ⅰ　工事概要 Ⅰ　工事概要 Ⅰ　工事概要 Ⅰ　工事概要

章章章章章章章 項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項

契約工期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 契 約 確 定 日 から令和　年　月　日まで契約工期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 契 約 確 定 日 から令和　年　月　日まで契約工期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 契 約 確 定 日 から令和　年　月　日まで契約工期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 契 約 確 定 日 から令和　年　月　日まで契約工期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 契 約 確 定 日 から令和　年　月　日まで契約工期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 契 約 確 定 日 から令和　年　月　日まで契約工期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 契 約 確 定 日 から令和　年　月　日まで

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで

現場代理人の現場への常駐を要しない期間　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場代理人の現場への常駐を要しない期間　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場代理人の現場への常駐を要しない期間　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場代理人の現場への常駐を要しない期間　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場代理人の現場への常駐を要しない期間　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場代理人の現場への常駐を要しない期間　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場代理人の現場への常駐を要しない期間　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで

現場施工期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場施工期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場施工期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場施工期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場施工期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場施工期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで現場施工期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、仮設工事等は施設との協議による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、仮設工事等は施設との協議による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、仮設工事等は施設との協議による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、仮設工事等は施設との協議による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、仮設工事等は施設との協議による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、仮設工事等は施設との協議による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、仮設工事等は施設との協議による

武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事
学 校 教 育 部学 校 教 育 部学 校 教 育 部学 校 教 育 部学 校 教 育 部学 校 教 育 部学 校 教 育 部

教 育 施 設 課教 育 施 設 課教 育 施 設 課教 育 施 設 課教 育 施 設 課教 育 施 設 課教 育 施 設 課

春　日　部　市春　日　部　市春　日　部　市春　日　部　市春　日　部　市春　日　部　市春　日　部　市

武里小学校校舎トイレ改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事武里小学校校舎トイレ改修工事

春日部市備後西五丁目５番２号春日部市備後西五丁目５番２号春日部市備後西五丁目５番２号春日部市備後西五丁目５番２号春日部市備後西五丁目５番２号春日部市備後西五丁目５番２号春日部市備後西五丁目５番２号

１５，０５３ ㎡１５，０５３ ㎡１５，０５３ ㎡１５，０５３ ㎡１５，０５３ ㎡１５，０５３ ㎡１５，０５３ ㎡

特別・普通教室棟・ＲＣ造・３階特別・普通教室棟・ＲＣ造・３階特別・普通教室棟・ＲＣ造・３階特別・普通教室棟・ＲＣ造・３階特別・普通教室棟・ＲＣ造・３階特別・普通教室棟・ＲＣ造・３階特別・普通教室棟・ＲＣ造・３階

工事対象面積 216㎡（延べ面積 2,973.0㎡）工事対象面積 216㎡（延べ面積 2,973.0㎡）工事対象面積 216㎡（延べ面積 2,973.0㎡）工事対象面積 216㎡（延べ面積 2,973.0㎡）工事対象面積 216㎡（延べ面積 2,973.0㎡）工事対象面積 216㎡（延べ面積 2,973.0㎡）工事対象面積 216㎡（延べ面積 2,973.0㎡）

　４．工事内容　４．工事内容　４．工事内容　４．工事内容　４．工事内容　４．工事内容　４．工事内容

管理・特別・普通教室棟・ＲＣ造・４階管理・特別・普通教室棟・ＲＣ造・４階管理・特別・普通教室棟・ＲＣ造・４階管理・特別・普通教室棟・ＲＣ造・４階管理・特別・普通教室棟・ＲＣ造・４階管理・特別・普通教室棟・ＲＣ造・４階管理・特別・普通教室棟・ＲＣ造・４階

※校舎トイレの全面リニューアル改修を行う。※校舎トイレの全面リニューアル改修を行う。※校舎トイレの全面リニューアル改修を行う。※校舎トイレの全面リニューアル改修を行う。※校舎トイレの全面リニューアル改修を行う。※校舎トイレの全面リニューアル改修を行う。※校舎トイレの全面リニューアル改修を行う。
①特別・普通教室棟トイレ（４か所）①特別・普通教室棟トイレ（４か所）①特別・普通教室棟トイレ（４か所）①特別・普通教室棟トイレ（４か所）①特別・普通教室棟トイレ（４か所）①特別・普通教室棟トイレ（４か所）①特別・普通教室棟トイレ（４か所）
・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修
・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新
・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など

・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修・内装改修（乾式化・バリアフリー化を含む）・建具改修・トイレブース改修
・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新・照明及び換気扇等の人感センサー式への更新
・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など・要便器への改修、給排水管の更新など

②管理・特別・普通教室棟トイレ（４か所）②管理・特別・普通教室棟トイレ（４か所）②管理・特別・普通教室棟トイレ（４か所）②管理・特別・普通教室棟トイレ（４か所）②管理・特別・普通教室棟トイレ（４か所）②管理・特別・普通教室棟トイレ（４か所）②管理・特別・普通教室棟トイレ（４か所）

Ａ-01Ａ-01Ａ-01Ａ-01Ａ-01Ａ-01Ａ-01

※特別・普通教室棟を夏休み工事とする。※特別・普通教室棟を夏休み工事とする。※特別・普通教室棟を夏休み工事とする。※特別・普通教室棟を夏休み工事とする。※特別・普通教室棟を夏休み工事とする。※特別・普通教室棟を夏休み工事とする。※特別・普通教室棟を夏休み工事とする。

工事対象面積 132.33㎡（延べ面積 1,842.0㎡）工事対象面積 132.33㎡（延べ面積 1,842.0㎡）工事対象面積 132.33㎡（延べ面積 1,842.0㎡）工事対象面積 132.33㎡（延べ面積 1,842.0㎡）工事対象面積 132.33㎡（延べ面積 1,842.0㎡）工事対象面積 132.33㎡（延べ面積 1,842.0㎡）工事対象面積 132.33㎡（延べ面積 1,842.0㎡）

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照仕様書参照

※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）

　　法令・基準・仕様書等は原則として施工時において最新のものを適用する。　　法令・基準・仕様書等は原則として施工時において最新のものを適用する。　　法令・基準・仕様書等は原則として施工時において最新のものを適用する。　　法令・基準・仕様書等は原則として施工時において最新のものを適用する。　　法令・基準・仕様書等は原則として施工時において最新のものを適用する。　　法令・基準・仕様書等は原則として施工時において最新のものを適用する。　　法令・基準・仕様書等は原則として施工時において最新のものを適用する。

　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」及び、「埼玉県グリーン調達・環境配慮　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」及び、「埼玉県グリーン調達・環境配慮　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」及び、「埼玉県グリーン調達・環境配慮　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」及び、「埼玉県グリーン調達・環境配慮　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」及び、「埼玉県グリーン調達・環境配慮　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」及び、「埼玉県グリーン調達・環境配慮　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」及び、「埼玉県グリーン調達・環境配慮

「春日部市営繕工事情報共有システム実施要領」に基づく、情報共有システム（以下「春日部市営繕工事情報共有システム実施要領」に基づく、情報共有システム（以下「春日部市営繕工事情報共有システム実施要領」に基づく、情報共有システム（以下「春日部市営繕工事情報共有システム実施要領」に基づく、情報共有システム（以下「春日部市営繕工事情報共有システム実施要領」に基づく、情報共有システム（以下「春日部市営繕工事情報共有システム実施要領」に基づく、情報共有システム（以下「春日部市営繕工事情報共有システム実施要領」に基づく、情報共有システム（以下
「システム」という。）利用対象工事である。ただし、システム利用を希望する受注「システム」という。）利用対象工事である。ただし、システム利用を希望する受注「システム」という。）利用対象工事である。ただし、システム利用を希望する受注「システム」という。）利用対象工事である。ただし、システム利用を希望する受注「システム」という。）利用対象工事である。ただし、システム利用を希望する受注「システム」という。）利用対象工事である。ただし、システム利用を希望する受注「システム」という。）利用対象工事である。ただし、システム利用を希望する受注
者希望型の場合は、監督員と協議の上で取り組むことができる。者希望型の場合は、監督員と協議の上で取り組むことができる。者希望型の場合は、監督員と協議の上で取り組むことができる。者希望型の場合は、監督員と協議の上で取り組むことができる。者希望型の場合は、監督員と協議の上で取り組むことができる。者希望型の場合は、監督員と協議の上で取り組むことができる。者希望型の場合は、監督員と協議の上で取り組むことができる。
なお、システムで取り扱う工事関係書類は「情報共有システム対象書類一覧」のとおなお、システムで取り扱う工事関係書類は「情報共有システム対象書類一覧」のとおなお、システムで取り扱う工事関係書類は「情報共有システム対象書類一覧」のとおなお、システムで取り扱う工事関係書類は「情報共有システム対象書類一覧」のとおなお、システムで取り扱う工事関係書類は「情報共有システム対象書類一覧」のとおなお、システムで取り扱う工事関係書類は「情報共有システム対象書類一覧」のとおなお、システムで取り扱う工事関係書類は「情報共有システム対象書類一覧」のとお
りとする。りとする。りとする。りとする。りとする。りとする。りとする。

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない

　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない
既存露出防水層表面の仕上塗装除去既存露出防水層表面の仕上塗装除去既存露出防水層表面の仕上塗装除去既存露出防水層表面の仕上塗装除去既存露出防水層表面の仕上塗装除去既存露出防水層表面の仕上塗装除去既存露出防水層表面の仕上塗装除去

既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない

４ 既存下地の処理４ 既存下地の処理４ 既存下地の処理４ 既存下地の処理４ 既存下地の処理４ 既存下地の処理４ 既存下地の処理 既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　

POS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去としたPOS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去としたPOS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去としたPOS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去としたPOS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去としたPOS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去としたPOS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、
塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　

５ アスファルト防水５ アスファルト防水５ アスファルト防水５ アスファルト防水５ アスファルト防水５ アスファルト防水５ アスファルト防水 屋根保護防水屋根保護防水屋根保護防水屋根保護防水屋根保護防水屋根保護防水屋根保護防水
　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別

工法工法工法工法工法工法工法 種別種別種別種別種別種別種別 施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 立上り部の保護立上り部の保護立上り部の保護立上り部の保護立上り部の保護立上り部の保護立上り部の保護
・Ｐ２Ａ・Ｐ２Ａ・Ｐ２Ａ・Ｐ２Ａ・Ｐ２Ａ・Ｐ２Ａ・Ｐ２Ａ

・Ｐ１Ｂ・Ｐ１Ｂ・Ｐ１Ｂ・Ｐ１Ｂ・Ｐ１Ｂ・Ｐ１Ｂ・Ｐ１Ｂ

・Ｐ２ＡＩ・Ｐ２ＡＩ・Ｐ２ＡＩ・Ｐ２ＡＩ・Ｐ２ＡＩ・Ｐ２ＡＩ・Ｐ２ＡＩ

・　・　・　・　・　・　・　

・Ｐ１ＢＩ・Ｐ１ＢＩ・Ｐ１ＢＩ・Ｐ１ＢＩ・Ｐ１ＢＩ・Ｐ１ＢＩ・Ｐ１ＢＩ
・Ｔ１ＢＩ・Ｔ１ＢＩ・Ｔ１ＢＩ・Ｔ１ＢＩ・Ｔ１ＢＩ・Ｔ１ＢＩ・Ｔ１ＢＩ

絶縁用ｼｰﾄ絶縁用ｼｰﾄ絶縁用ｼｰﾄ絶縁用ｼｰﾄ絶縁用ｼｰﾄ絶縁用ｼｰﾄ絶縁用ｼｰﾄ

　(ｽｷﾝ層付き)　(ｽｷﾝ層付き)　(ｽｷﾝ層付き)　(ｽｷﾝ層付き)　(ｽｷﾝ層付き)　(ｽｷﾝ層付き)　(ｽｷﾝ層付き)
　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA

 ・A-1 ・A-1 ・A-1 ・A-1 ・A-1 ・A-1 ・A-1
 ・A-2 ・A-2 ・A-2 ・A-2 ・A-2 ・A-2 ・A-2
 ・A-3 ・A-3 ・A-3 ・A-3 ・A-3 ・A-3 ・A-3
 ・B-1 ・B-1 ・B-1 ・B-1 ・B-1 ・B-1 ・B-1

 ・AI-1 ・AI-1 ・AI-1 ・AI-1 ・AI-1 ・AI-1 ・AI-1
 ・AI-2 ・AI-2 ・AI-2 ・AI-2 ・AI-2 ・AI-2 ・AI-2
 ・AI-3 ・AI-3 ・AI-3 ・AI-3 ・AI-3 ・AI-3 ・AI-3
 ・BI-1 ・BI-1 ・BI-1 ・BI-1 ・BI-1 ・BI-1 ・BI-1

・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・れんが押え・れんが押え・れんが押え・れんが押え・れんが押え・れんが押え・れんが押え

　※JIS R 1250　※JIS R 1250　※JIS R 1250　※JIS R 1250　※JIS R 1250　※JIS R 1250　※JIS R 1250

　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

　厚さ0.15mm　厚さ0.15mm　厚さ0.15mm　厚さ0.15mm　厚さ0.15mm　厚さ0.15mm　厚さ0.15mm

　以上　以上　以上　以上　以上　以上　以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・　・　・　・　・　・　・　

(材質)(材質)(材質)(材質)(材質)(材質)(材質)

※JIS A 9521に基づく押出法※JIS A 9521に基づく押出法※JIS A 9521に基づく押出法※JIS A 9521に基づく押出法※JIS A 9521に基づく押出法※JIS A 9521に基づく押出法※JIS A 9521に基づく押出法

立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　

・　・　・　・　・　・　・　

　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による

屋根露出防水屋根露出防水屋根露出防水屋根露出防水屋根露出防水屋根露出防水屋根露出防水
　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別　防水層の種別

 ・C-3 ・C-3 ・C-3 ・C-3 ・C-3 ・C-3 ・C-3
 ・C-4 ・C-4 ・C-4 ・C-4 ・C-4 ・C-4 ・C-4

・Ｍ４Ｃ・Ｍ４Ｃ・Ｍ４Ｃ・Ｍ４Ｃ・Ｍ４Ｃ・Ｍ４Ｃ・Ｍ４Ｃ

 ・D-1 ・D-1 ・D-1 ・D-1 ・D-1 ・D-1 ・D-1・Ｍ３Ｄ・Ｍ３Ｄ・Ｍ３Ｄ・Ｍ３Ｄ・Ｍ３Ｄ・Ｍ３Ｄ・Ｍ３Ｄ
・Ｐ０Ｄ・Ｐ０Ｄ・Ｐ０Ｄ・Ｐ０Ｄ・Ｐ０Ｄ・Ｐ０Ｄ・Ｐ０Ｄ

・Ｐ０ＤＩ・Ｐ０ＤＩ・Ｐ０ＤＩ・Ｐ０ＤＩ・Ｐ０ＤＩ・Ｐ０ＤＩ・Ｐ０ＤＩ
・Ｍ３ＤＩ・Ｍ３ＤＩ・Ｍ３ＤＩ・Ｍ３ＤＩ・Ｍ３ＤＩ・Ｍ３ＤＩ・Ｍ３ＤＩ
・Ｍ４ＤＩ・Ｍ４ＤＩ・Ｍ４ＤＩ・Ｍ４ＤＩ・Ｍ４ＤＩ・Ｍ４ＤＩ・Ｍ４ＤＩ

 ・DI-1 ・DI-1 ・DI-1 ・DI-1 ・DI-1 ・DI-1 ・DI-1

 ・C-1 ・C-1 ・C-1 ・C-1 ・C-1 ・C-1 ・C-1
※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類

　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様

・　・　・　・　・　・　・　

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類

　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様

・　・　・　・　・　・　・　

(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類

　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様　の製造所の仕様

・　・　・　・　・　・　・　

(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量) (脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)

　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける

　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない

(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける

　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない

(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)(脱気装置)

　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける

　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない

(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける　 ・設ける

　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない　 ・設けない

(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)(種類・使用量)

 ・C-2 ・C-2 ・C-2 ・C-2 ・C-2 ・C-2 ・C-2

 ・DI-2 ・DI-2 ・DI-2 ・DI-2 ・DI-2 ・DI-2 ・DI-2

　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない

　平場の保護コンクリートの厚さ　平場の保護コンクリートの厚さ　平場の保護コンクリートの厚さ　平場の保護コンクリートの厚さ　平場の保護コンクリートの厚さ　平場の保護コンクリートの厚さ　平場の保護コンクリートの厚さ
　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　
　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による
　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

工法工法工法工法工法工法工法 種別種別種別種別種別種別種別 施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 仕上塗料仕上塗料仕上塗料仕上塗料仕上塗料仕上塗料仕上塗料 備考備考備考備考備考備考備考断熱材 Ｇ断熱材 Ｇ断熱材 Ｇ断熱材 Ｇ断熱材 Ｇ断熱材 Ｇ断熱材 Ｇ

[3.2.6][3.2.6][3.2.6][3.2.6][3.2.6][3.2.6][3.2.6]

[3.3.2～5][3.3.2～5][3.3.2～5][3.3.2～5][3.3.2～5][3.3.2～5][3.3.2～5]

 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度　70g/㎡程度

・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)

 ・BI-2 ・BI-2 ・BI-2 ・BI-2 ・BI-2 ・BI-2 ・BI-2

 ・B-2 ・B-2 ・B-2 ・B-2 ・B-2 ・B-2 ・B-2

　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　
　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量
　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定
　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）

　　※図示　　　　・　　　※図示　　　　・　　　※図示　　　　・　　　※図示　　　　・　　　※図示　　　　・　　　※図示　　　　・　　　※図示　　　　・　

 ・D-2 ・D-2 ・D-2 ・D-2 ・D-2 ・D-2 ・D-2

　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）

　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による

　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による

　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　　　　用途による区分　　・　
　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

(種類)(種類)(種類)(種類)(種類)(種類)(種類)
［3.3.2(9)］［3.3.2(9)］［3.3.2(9)］［3.3.2(9)］［3.3.2(9)］［3.3.2(9)］［3.3.2(9)］

・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　

(厚さ)(厚さ)(厚さ)(厚さ)(厚さ)(厚さ)(厚さ)

・　　mm ・　・　　mm ・　・　　mm ・　・　　mm ・　・　　mm ・　・　　mm ・　・　　mm ・　

(厚さ)・　mm ・　(厚さ)・　mm ・　(厚さ)・　mm ・　(厚さ)・　mm ・　(厚さ)・　mm ・　(厚さ)・　mm ・　(厚さ)・　mm ・　

・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材・乾式保護材

［3.1.4］[3.2.3、4、6]［3.1.4］[3.2.3、4、6]［3.1.4］[3.2.3、4、6]［3.1.4］[3.2.3、4、6]［3.1.4］[3.2.3、4、6]［3.1.4］[3.2.3、4、6]［3.1.4］[3.2.3、4、6]

断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]

３ 既存防水の処理３ 既存防水の処理３ 既存防水の処理３ 既存防水の処理３ 既存防水の処理３ 既存防水の処理３ 既存防水の処理

２ 降雨等に対する養生２ 降雨等に対する養生２ 降雨等に対する養生２ 降雨等に対する養生２ 降雨等に対する養生２ 降雨等に対する養生２ 降雨等に対する養生
　 方法（とい共）　 方法（とい共）　 方法（とい共）　 方法（とい共）　 方法（とい共）　 方法（とい共）　 方法（とい共）

※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　 [3.1.3][3.1.3][3.1.3][3.1.3][3.1.3][3.1.3][3.1.3]

１ 施工数量調査１ 施工数量調査１ 施工数量調査１ 施工数量調査１ 施工数量調査１ 施工数量調査１ 施工数量調査 調査範囲　・図示の範囲　・　調査範囲　・図示の範囲　・　調査範囲　・図示の範囲　・　調査範囲　・図示の範囲　・　調査範囲　・図示の範囲　・　調査範囲　・図示の範囲　・　調査範囲　・図示の範囲　・　
調査方法　・図示　・　調査方法　・図示　・　調査方法　・図示　・　調査方法　・図示　・　調査方法　・図示　・　調査方法　・図示　・　調査方法　・図示　・　
既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　
調査報告書　提出部数　・２部　・　調査報告書　提出部数　・２部　・　調査報告書　提出部数　・２部　・　調査報告書　提出部数　・２部　・　調査報告書　提出部数　・２部　・　調査報告書　提出部数　・２部　・　調査報告書　提出部数　・２部　・　

[1.6.2、3][1.6.2、3][1.6.2、3][1.6.2、3][1.6.2、3][1.6.2、3][1.6.2、3]

５ 監督員事務所５ 監督員事務所５ 監督員事務所５ 監督員事務所５ 監督員事務所５ 監督員事務所５ 監督員事務所 規模　・既存建物内の一部を使用規模　・既存建物内の一部を使用規模　・既存建物内の一部を使用規模　・既存建物内の一部を使用規模　・既存建物内の一部を使用規模　・既存建物内の一部を使用規模　・既存建物内の一部を使用
　　　・構内に新設　　　㎡　　　・構内に新設　　　㎡　　　・構内に新設　　　㎡　　　・構内に新設　　　㎡　　　・構内に新設　　　㎡　　　・構内に新設　　　㎡　　　・構内に新設　　　㎡
　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）

６ 現場表示板６ 現場表示板６ 現場表示板６ 現場表示板６ 現場表示板６ 現場表示板６ 現場表示板 ※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない

　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

７ 工事用水７ 工事用水７ 工事用水７ 工事用水７ 工事用水７ 工事用水７ 工事用水

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

８ 工事用電力８ 工事用電力８ 工事用電力８ 工事用電力８ 工事用電力８ 工事用電力８ 工事用電力

備品（　　名分相当）備品（　　名分相当）備品（　　名分相当）備品（　　名分相当）備品（　　名分相当）備品（　　名分相当）備品（　　名分相当）

　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　
　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機

　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽

11 交通誘導員11 交通誘導員11 交通誘導員11 交通誘導員11 交通誘導員11 交通誘導員11 交通誘導員 必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。
配置箇所　※監督員の指示による　・図示配置箇所　※監督員の指示による　・図示配置箇所　※監督員の指示による　・図示配置箇所　※監督員の指示による　・図示配置箇所　※監督員の指示による　・図示配置箇所　※監督員の指示による　・図示配置箇所　※監督員の指示による　・図示

12 快適トイレ12 快適トイレ12 快適トイレ12 快適トイレ12 快適トイレ12 快適トイレ12 快適トイレ 仕様　　※図示　　・　仕様　　※図示　　・　仕様　　※図示　　・　仕様　　※図示　　・　仕様　　※図示　　・　仕様　　※図示　　・　仕様　　※図示　　・　

10 仮囲い10 仮囲い10 仮囲い10 仮囲い10 仮囲い10 仮囲い10 仮囲い ※設置位置等は監督員の指示による　　・図示※設置位置等は監督員の指示による　　・図示※設置位置等は監督員の指示による　　・図示※設置位置等は監督員の指示による　　・図示※設置位置等は監督員の指示による　　・図示※設置位置等は監督員の指示による　　・図示※設置位置等は監督員の指示による　　・図示

※図示　・　※図示　・　※図示　・　※図示　・　※図示　・　※図示　・　※図示　・　９ 工事用搬入路９ 工事用搬入路９ 工事用搬入路９ 工事用搬入路９ 工事用搬入路９ 工事用搬入路９ 工事用搬入路

[2.4.1][2.4.1][2.4.1][2.4.1][2.4.1][2.4.1][2.4.1]

[2.4.1]{1.1.12}[2.4.1]{1.1.12}[2.4.1]{1.1.12}[2.4.1]{1.1.12}[2.4.1]{1.1.12}[2.4.1]{1.1.12}[2.4.1]{1.1.12}

充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）
・　・　・　・　・　・　・　 ・　・　・　・　・　・　・　 ・片面・片面・片面・片面・片面・片面・片面 ・無し・無し・無し・無し・無し・無し・無し
※木製※木製※木製※木製※木製※木製※木製 ※合板張り程度※合板張り程度※合板張り程度※合板張り程度※合板張り程度※合板張り程度※合板張り程度 ・無し・無し・無し・無し・無し・無し・無し ・有り・有り・有り・有り・有り・有り・有り※図示　・　　か所※図示　・　　か所※図示　・　　か所※図示　・　　か所※図示　・　　か所※図示　・　　か所※図示　・　　か所

材質材質材質材質材質材質材質 仕上げ仕上げ仕上げ仕上げ仕上げ仕上げ仕上げ 塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装 設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所 充填材充填材充填材充填材充填材充填材充填材
仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　

仮設間仕切りの種別と材質等　仮設間仕切りの種別と材質等　仮設間仕切りの種別と材質等　仮設間仕切りの種別と材質等　仮設間仕切りの種別と材質等　仮設間仕切りの種別と材質等　仮設間仕切りの種別と材質等　
充填材充填材充填材充填材充填材充填材充填材仕上げ（厚さmm）仕上げ（厚さmm）仕上げ（厚さmm）仕上げ（厚さmm）仕上げ（厚さmm）仕上げ（厚さmm）仕上げ（厚さmm） 塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装種別種別種別種別種別種別種別 下地下地下地下地下地下地下地

・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種 ・木・木・木・木・木・木・木 ※有り※有り※有り※有り※有り※有り※有り・せっこうボード（9.5mm）・せっこうボード（9.5mm）・せっこうボード（9.5mm）・せっこうボード（9.5mm）・せっこうボード（9.5mm）・せっこうボード（9.5mm）・せっこうボード（9.5mm） ・無し・無し・無し・無し・無し・無し・無し
・軽量鉄骨・軽量鉄骨・軽量鉄骨・軽量鉄骨・軽量鉄骨・軽量鉄骨・軽量鉄骨 ・片面・片面・片面・片面・片面・片面・片面　種類（　　　　　　　）　種類（　　　　　　　）　種類（　　　　　　　）　種類（　　　　　　　）　種類（　　　　　　　）　種類（　　　　　　　）　種類（　　　　　　　）

・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種 ・合板（9.0mm）・合板（9.0mm）・合板（9.0mm）・合板（9.0mm）・合板（9.0mm）・合板（9.0mm）・合板（9.0mm）
　材種（　　　　　　　）　材種（　　　　　　　）　材種（　　　　　　　）　材種（　　　　　　　）　材種（　　　　　　　）　材種（　　　　　　　）　材種（　　　　　　　）

※Ｃ種※Ｃ種※Ｃ種※Ｃ種※Ｃ種※Ｃ種※Ｃ種 　単管　単管　単管　単管　単管　単管　単管 　防炎シート　防炎シート　防炎シート　防炎シート　防炎シート　防炎シート　防炎シート
 充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上） 充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上） 充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上） 充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上） 充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上） 充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上） 充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　 [2.3.2][表2.3.1][2.3.2][表2.3.1][2.3.2][表2.3.1][2.3.2][表2.3.1][2.3.2][表2.3.1][2.3.2][表2.3.1][2.3.2][表2.3.1]４ 仮設間仕切り４ 仮設間仕切り４ 仮設間仕切り４ 仮設間仕切り４ 仮設間仕切り４ 仮設間仕切り４ 仮設間仕切り

[2.3.1][2.3.1][2.3.1][2.3.1][2.3.1][2.3.1][2.3.1]３ 既存部分の養生３ 既存部分の養生３ 既存部分の養生３ 既存部分の養生３ 既存部分の養生３ 既存部分の養生３ 既存部分の養生
既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）
既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）
既存ブラインド、カーテン等既存ブラインド、カーテン等既存ブラインド、カーテン等既存ブラインド、カーテン等既存ブラインド、カーテン等既存ブラインド、カーテン等既存ブラインド、カーテン等
　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）
　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）
固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一
損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

[2.1.3][2.1.3][2.1.3][2.1.3][2.1.3][2.1.3][2.1.3]
防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　
・防音パネル　　・防音シート・防音パネル　　・防音シート・防音パネル　　・防音シート・防音パネル　　・防音シート・防音パネル　　・防音シート・防音パネル　　・防音シート・防音パネル　　・防音シート１ 騒音・粉じん等の１ 騒音・粉じん等の１ 騒音・粉じん等の１ 騒音・粉じん等の１ 騒音・粉じん等の１ 騒音・粉じん等の１ 騒音・粉じん等の

　 対策　 対策　 対策　 対策　 対策　 対策　 対策

[2.2.1][表2.2.1][2.2.1][表2.2.1][2.2.1][表2.2.1][2.2.1][表2.2.1][2.2.1][表2.2.1][2.2.1][表2.2.1][2.2.1][表2.2.1]２ 足場等２ 足場等２ 足場等２ 足場等２ 足場等２ 足場等２ 足場等

外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　
防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　
内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない
材料、撤去材等の運搬方法材料、撤去材等の運搬方法材料、撤去材等の運搬方法材料、撤去材等の運搬方法材料、撤去材等の運搬方法材料、撤去材等の運搬方法材料、撤去材等の運搬方法
　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）
　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）
　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）

 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ
イドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」にイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」にイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」にイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」にイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」にイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」にイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」に
おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」
(厚生労働省)による。(厚生労働省)による。(厚生労働省)による。(厚生労働省)による。(厚生労働省)による。(厚生労働省)による。(厚生労働省)による。

幅が１メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を幅が１メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を幅が１メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を幅が１メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を幅が１メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を幅が１メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を幅が１メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を
使用する。（労働安全衛生規則第561条の2）使用する。（労働安全衛生規則第561条の2）使用する。（労働安全衛生規則第561条の2）使用する。（労働安全衛生規則第561条の2）使用する。（労働安全衛生規則第561条の2）使用する。（労働安全衛生規則第561条の2）使用する。（労働安全衛生規則第561条の2）

・ガラス工事作業・ガラス工事作業・ガラス工事作業・ガラス工事作業・ガラス工事作業・ガラス工事作業・ガラス工事作業

外壁改修工事外壁改修工事外壁改修工事外壁改修工事外壁改修工事外壁改修工事外壁改修工事

建具改修工事建具改修工事建具改修工事建具改修工事建具改修工事建具改修工事建具改修工事

内装改修工事内装改修工事内装改修工事内装改修工事内装改修工事内装改修工事内装改修工事

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業
・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業
・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業
・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業・左官作業
・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業

・自動ドア施工作業・自動ドア施工作業・自動ドア施工作業・自動ドア施工作業・自動ドア施工作業・自動ドア施工作業・自動ドア施工作業
・プラスチック系床仕上げ工事作業・プラスチック系床仕上げ工事作業・プラスチック系床仕上げ工事作業・プラスチック系床仕上げ工事作業・プラスチック系床仕上げ工事作業・プラスチック系床仕上げ工事作業・プラスチック系床仕上げ工事作業

・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

・鋼製下地工事作業・鋼製下地工事作業・鋼製下地工事作業・鋼製下地工事作業・鋼製下地工事作業・鋼製下地工事作業・鋼製下地工事作業

・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業
・内外装板金作業・内外装板金作業・内外装板金作業・内外装板金作業・内外装板金作業・内外装板金作業・内外装板金作業

・FRP防水工事作業・FRP防水工事作業・FRP防水工事作業・FRP防水工事作業・FRP防水工事作業・FRP防水工事作業・FRP防水工事作業
・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・カーペット系床仕上作業・カーペット系床仕上作業・カーペット系床仕上作業・カーペット系床仕上作業・カーペット系床仕上作業・カーペット系床仕上作業・カーペット系床仕上作業
・木質系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業
・ボード仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事作業 ・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業・タイル張り作業

塗装改修工事塗装改修工事塗装改修工事塗装改修工事塗装改修工事塗装改修工事塗装改修工事
耐震改修工事耐震改修工事耐震改修工事耐震改修工事耐震改修工事耐震改修工事耐震改修工事

・構造物鉄工作業・構造物鉄工作業・構造物鉄工作業・構造物鉄工作業・構造物鉄工作業・構造物鉄工作業・構造物鉄工作業
・型枠工事作業・型枠工事作業・型枠工事作業・型枠工事作業・型枠工事作業・型枠工事作業・型枠工事作業
・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業・建築塗装作業

・壁装作業・壁装作業・壁装作業・壁装作業・壁装作業・壁装作業・壁装作業

その他その他その他その他その他その他その他 ・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

・木工塗装作業・木工塗装作業・木工塗装作業・木工塗装作業・木工塗装作業・木工塗装作業・木工塗装作業

・保温保冷工事作業・保温保冷工事作業・保温保冷工事作業・保温保冷工事作業・保温保冷工事作業・保温保冷工事作業・保温保冷工事作業

仮設工事仮設工事仮設工事仮設工事仮設工事仮設工事仮設工事
防水改修工事防水改修工事防水改修工事防水改修工事防水改修工事防水改修工事防水改修工事

工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別 適 用 技 能 士適 用 技 能 士適 用 技 能 士適 用 技 能 士適 用 技 能 士適 用 技 能 士適 用 技 能 士
・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業
・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 ・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

[1.6.2]{1.3.3}[1.6.2]{1.3.3}[1.6.2]{1.3.3}[1.6.2]{1.3.3}[1.6.2]{1.3.3}[1.6.2]{1.3.3}[1.6.2]{1.3.3}

・ビル用サッシ工施工作業・ビル用サッシ工施工作業・ビル用サッシ工施工作業・ビル用サッシ工施工作業・ビル用サッシ工施工作業・ビル用サッシ工施工作業・ビル用サッシ工施工作業
・樹脂接着剤注入工事作業・樹脂接着剤注入工事作業・樹脂接着剤注入工事作業・樹脂接着剤注入工事作業・樹脂接着剤注入工事作業・樹脂接着剤注入工事作業・樹脂接着剤注入工事作業

・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業・とび作業
・鉄筋組立て作業・鉄筋組立て作業・鉄筋組立て作業・鉄筋組立て作業・鉄筋組立て作業・鉄筋組立て作業・鉄筋組立て作業

・建築フィルム作業・建築フィルム作業・建築フィルム作業・建築フィルム作業・建築フィルム作業・建築フィルム作業・建築フィルム作業

※厚生労働省※厚生労働省※厚生労働省※厚生労働省※厚生労働省※厚生労働省※厚生労働省
が定める指針が定める指針が定める指針が定める指針が定める指針が定める指針が定める指針
値，量単位の値，量単位の値，量単位の値，量単位の値，量単位の値，量単位の値，量単位の
換算は２５℃換算は２５℃換算は２５℃換算は２５℃換算は２５℃換算は２５℃換算は２５℃

ホルムアルデヒトホルムアルデヒトホルムアルデヒトホルムアルデヒトホルムアルデヒトホルムアルデヒトホルムアルデヒト
トルエントルエントルエントルエントルエントルエントルエン
キシレンキシレンキシレンキシレンキシレンキシレンキシレン
エチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼンエチルベンゼン
スチレンスチレンスチレンスチレンスチレンスチレンスチレン
パラジクロロベンゼンパラジクロロベンゼンパラジクロロベンゼンパラジクロロベンゼンパラジクロロベンゼンパラジクロロベンゼンパラジクロロベンゼン

100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下
260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下

3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下
220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下
240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下

判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準対象化学物質対象化学物質対象化学物質対象化学物質対象化学物質対象化学物質対象化学物質 備考備考備考備考備考備考備考

200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

測定方法測定方法測定方法測定方法測定方法測定方法測定方法
　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。
　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)
　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)
　②アクティブ法　②アクティブ法　②アクティブ法　②アクティブ法　②アクティブ法　②アクティブ法　②アクティブ法

(1.5.9)[1.7.9](1.5.9)[1.7.9](1.5.9)[1.7.9](1.5.9)[1.7.9](1.5.9)[1.7.9](1.5.9)[1.7.9](1.5.9)[1.7.9]

　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、
　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて
　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。
　③パッシブ法　③パッシブ法　③パッシブ法　③パッシブ法　③パッシブ法　③パッシブ法　③パッシブ法
　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ
　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応
　　した分析法による。　　した分析法による。　　した分析法による。　　した分析法による。　　した分析法による。　　した分析法による。　　した分析法による。
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、
　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した
　　分析法による。　　分析法による。　　分析法による。　　分析法による。　　分析法による。　　分析法による。　　分析法による。
測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示
測定箇所数　※（　　　　）　・図示測定箇所数　※（　　　　）　・図示測定箇所数　※（　　　　）　・図示測定箇所数　※（　　　　）　・図示測定箇所数　※（　　　　）　・図示測定箇所数　※（　　　　）　・図示測定箇所数　※（　　　　）　・図示
測定時期　　※工事着手前及び完了後測定時期　　※工事着手前及び完了後測定時期　　※工事着手前及び完了後測定時期　　※工事着手前及び完了後測定時期　　※工事着手前及び完了後測定時期　　※工事着手前及び完了後測定時期　　※工事着手前及び完了後
報告書　　　※２部　　・　報告書　　　※２部　　・　報告書　　　※２部　　・　報告書　　　※２部　　・　報告書　　　※２部　　・　報告書　　　※２部　　・　報告書　　　※２部　　・　

中間検査　　※行う（春日部市工事検査規則）・行わない中間検査　　※行う（春日部市工事検査規則）・行わない中間検査　　※行う（春日部市工事検査規則）・行わない中間検査　　※行う（春日部市工事検査規則）・行わない中間検査　　※行う（春日部市工事検査規則）・行わない中間検査　　※行う（春日部市工事検査規則）・行わない中間検査　　※行う（春日部市工事検査規則）・行わない
中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による
中間検査成績評定　※対象外　・対象（春日部市工事成績評定要領）中間検査成績評定　※対象外　・対象（春日部市工事成績評定要領）中間検査成績評定　※対象外　・対象（春日部市工事成績評定要領）中間検査成績評定　※対象外　・対象（春日部市工事成績評定要領）中間検査成績評定　※対象外　・対象（春日部市工事成績評定要領）中間検査成績評定　※対象外　・対象（春日部市工事成績評定要領）中間検査成績評定　※対象外　・対象（春日部市工事成績評定要領）

[1.7.2]{1.5.1}[1.7.2]{1.5.1}[1.7.2]{1.5.1}[1.7.2]{1.5.1}[1.7.2]{1.5.1}[1.7.2]{1.5.1}[1.7.2]{1.5.1}

[1.8.1～3]{1.6.1～3}[1.8.1～3]{1.6.1～3}[1.8.1～3]{1.6.1～3}[1.8.1～3]{1.6.1～3}[1.8.1～3]{1.6.1～3}[1.8.1～3]{1.6.1～3}[1.8.1～3]{1.6.1～3}

完成図等の種類及び記入内容完成図等の種類及び記入内容完成図等の種類及び記入内容完成図等の種類及び記入内容完成図等の種類及び記入内容完成図等の種類及び記入内容完成図等の種類及び記入内容

監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１
に示す書類を原則電子データで提出するに示す書類を原則電子データで提出するに示す書類を原則電子データで提出するに示す書類を原則電子データで提出するに示す書類を原則電子データで提出するに示す書類を原則電子データで提出するに示す書類を原則電子データで提出する

　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）
　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部
　　  CADデータの形式　※SXF(sfc)　・DXF　・JWW　　  CADデータの形式　※SXF(sfc)　・DXF　・JWW　　  CADデータの形式　※SXF(sfc)　・DXF　・JWW　　  CADデータの形式　※SXF(sfc)　・DXF　・JWW　　  CADデータの形式　※SXF(sfc)　・DXF　・JWW　　  CADデータの形式　※SXF(sfc)　・DXF　・JWW　　  CADデータの形式　※SXF(sfc)　・DXF　・JWW

(埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する)(埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する)(埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する)(埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する)(埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する)(埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する)(埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する)

　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）
　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する

施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない

防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　
　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。
上記以外　　・１部提出上記以外　　・１部提出上記以外　　・１部提出上記以外　　・１部提出上記以外　　・１部提出上記以外　　・１部提出上記以外　　・１部提出

{1.6.4}{1.6.4}{1.6.4}{1.6.4}{1.6.4}{1.6.4}{1.6.4}

工事用着手時原設計図　縮小製図（A3版　A3版以上の設計図はA3に縮小）工事用着手時原設計図　縮小製図（A3版　A3版以上の設計図はA3に縮小）工事用着手時原設計図　縮小製図（A3版　A3版以上の設計図はA3に縮小）工事用着手時原設計図　縮小製図（A3版　A3版以上の設計図はA3に縮小）工事用着手時原設計図　縮小製図（A3版　A3版以上の設計図はA3に縮小）工事用着手時原設計図　縮小製図（A3版　A3版以上の設計図はA3に縮小）工事用着手時原設計図　縮小製図（A3版　A3版以上の設計図はA3に縮小）
　※要（　　部）　・不要　※要（　　部）　・不要　※要（　　部）　・不要　※要（　　部）　・不要　※要（　　部）　・不要　※要（　　部）　・不要　※要（　　部）　・不要

・予備材料　　※監督員の指示による　・　・予備材料　　※監督員の指示による　・　・予備材料　　※監督員の指示による　・　・予備材料　　※監督員の指示による　・　・予備材料　　※監督員の指示による　・　・予備材料　　※監督員の指示による　・　・予備材料　　※監督員の指示による　・　
・下請契約　　※全体及び市内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。・下請契約　　※全体及び市内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。・下請契約　　※全体及び市内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。・下請契約　　※全体及び市内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。・下請契約　　※全体及び市内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。・下請契約　　※全体及び市内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。・下請契約　　※全体及び市内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。

　　　　　　　　　　・春日部市建築工事写真作成要領別表５　　　　　　　　　　・春日部市建築工事写真作成要領別表５　　　　　　　　　　・春日部市建築工事写真作成要領別表５　　　　　　　　　　・春日部市建築工事写真作成要領別表５　　　　　　　　　　・春日部市建築工事写真作成要領別表５　　　　　　　　　　・春日部市建築工事写真作成要領別表５　　　　　　　　　　・春日部市建築工事写真作成要領別表５
　原本及びアルバムを各１部提出　原本及びアルバムを各１部提出　原本及びアルバムを各１部提出　原本及びアルバムを各１部提出　原本及びアルバムを各１部提出　原本及びアルバムを各１部提出　原本及びアルバムを各１部提出
　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各１部提出　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各１部提出　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各１部提出　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各１部提出　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各１部提出　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各１部提出　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各１部提出
　パネル入り（外部前景）完成写真　　・要　　・不要　パネル入り（外部前景）完成写真　　・要　　・不要　パネル入り（外部前景）完成写真　　・要　　・不要　パネル入り（外部前景）完成写真　　・要　　・不要　パネル入り（外部前景）完成写真　　・要　　・不要　パネル入り（外部前景）完成写真　　・要　　・不要　パネル入り（外部前景）完成写真　　・要　　・不要

（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）保全に関する資料 　 ※１部　・　部保全に関する資料 　 ※１部　・　部保全に関する資料 　 ※１部　・　部保全に関する資料 　 ※１部　・　部保全に関する資料 　 ※１部　・　部保全に関する資料 　 ※１部　・　部保全に関する資料 　 ※１部　・　部
完成写真（春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成する）完成写真（春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成する）完成写真（春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成する）完成写真（春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成する）完成写真（春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成する）完成写真（春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成する）完成写真（春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成する）
完成写真は、春日部市が行う事務並びに春日部市が認めた広報に無償で使用できるものとする。完成写真は、春日部市が行う事務並びに春日部市が認めた広報に無償で使用できるものとする。完成写真は、春日部市が行う事務並びに春日部市が認めた広報に無償で使用できるものとする。完成写真は、春日部市が行う事務並びに春日部市が認めた広報に無償で使用できるものとする。完成写真は、春日部市が行う事務並びに春日部市が認めた広報に無償で使用できるものとする。完成写真は、春日部市が行う事務並びに春日部市が認めた広報に無償で使用できるものとする。完成写真は、春日部市が行う事務並びに春日部市が認めた広報に無償で使用できるものとする。
　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　

　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出

　　・建具改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・建具改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・建具改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・建具改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・建具改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・建具改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・建具改修工事施工計画書（　　  〃  　　）

　　※その他監督員が必要と認めるもの　　※その他監督員が必要と認めるもの　　※その他監督員が必要と認めるもの　　※その他監督員が必要と認めるもの　　※その他監督員が必要と認めるもの　　※その他監督員が必要と認めるもの　　※その他監督員が必要と認めるもの
　　・電気、機械設備改修工事施工計画書（電気・機械設備がある場合のみ）　　・電気、機械設備改修工事施工計画書（電気・機械設備がある場合のみ）　　・電気、機械設備改修工事施工計画書（電気・機械設備がある場合のみ）　　・電気、機械設備改修工事施工計画書（電気・機械設備がある場合のみ）　　・電気、機械設備改修工事施工計画書（電気・機械設備がある場合のみ）　　・電気、機械設備改修工事施工計画書（電気・機械設備がある場合のみ）　　・電気、機械設備改修工事施工計画書（電気・機械設備がある場合のみ）
　　・耐震改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・耐震改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・耐震改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・耐震改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・耐震改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・耐震改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・耐震改修工事施工計画書（　　  〃  　　）
　　・塗装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・塗装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・塗装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・塗装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・塗装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・塗装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・塗装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）
　　・内装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・内装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・内装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・内装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・内装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・内装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・内装改修工事施工計画書（　　  〃  　　）
　　・ガラス改修工事施工計画書　　・ガラス改修工事施工計画書　　・ガラス改修工事施工計画書　　・ガラス改修工事施工計画書　　・ガラス改修工事施工計画書　　・ガラス改修工事施工計画書　　・ガラス改修工事施工計画書

　　・防水改修工事施工計画書（下地処理を含む）　　・防水改修工事施工計画書（下地処理を含む）　　・防水改修工事施工計画書（下地処理を含む）　　・防水改修工事施工計画書（下地処理を含む）　　・防水改修工事施工計画書（下地処理を含む）　　・防水改修工事施工計画書（下地処理を含む）　　・防水改修工事施工計画書（下地処理を含む）
　　・外壁改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・外壁改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・外壁改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・外壁改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・外壁改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・外壁改修工事施工計画書（　　  〃  　　）　　・外壁改修工事施工計画書（　　  〃  　　）

建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

本工事の受注者が同施設の別途工事を含めた統括安全衛生責任者とする。本工事の受注者が同施設の別途工事を含めた統括安全衛生責任者とする。本工事の受注者が同施設の別途工事を含めた統括安全衛生責任者とする。本工事の受注者が同施設の別途工事を含めた統括安全衛生責任者とする。本工事の受注者が同施設の別途工事を含めた統括安全衛生責任者とする。本工事の受注者が同施設の別途工事を含めた統括安全衛生責任者とする。本工事の受注者が同施設の別途工事を含めた統括安全衛生責任者とする。

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理
　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。
　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。
　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促
　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下
　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ
　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの
　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）

　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、
　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保
　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン
　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム
　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない
　　　材料を使用する。　　　材料を使用する。　　　材料を使用する。　　　材料を使用する。　　　材料を使用する。　　　材料を使用する。　　　材料を使用する。

　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、
　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が
　　　極めて少ない材料を使用したものとする。　　　極めて少ない材料を使用したものとする。　　　極めて少ない材料を使用したものとする。　　　極めて少ない材料を使用したものとする。　　　極めて少ない材料を使用したものとする。　　　極めて少ない材料を使用したものとする。　　　極めて少ない材料を使用したものとする。

※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証
　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面
　を提出して監督員の承諾を受ける。　を提出して監督員の承諾を受ける。　を提出して監督員の承諾を受ける。　を提出して監督員の承諾を受ける。　を提出して監督員の承諾を受ける。　を提出して監督員の承諾を受ける。　を提出して監督員の承諾を受ける。
　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　③ 安定的な供給が可能であること　③ 安定的な供給が可能であること　③ 安定的な供給が可能であること　③ 安定的な供給が可能であること　③ 安定的な供給が可能であること　③ 安定的な供給が可能であること　③ 安定的な供給が可能であること
　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること
※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基
　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は
埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する
工事材料は、埼玉県産とするよう努める。工事材料は、埼玉県産とするよう努める。工事材料は、埼玉県産とするよう努める。工事材料は、埼玉県産とするよう努める。工事材料は、埼玉県産とするよう努める。工事材料は、埼玉県産とするよう努める。工事材料は、埼玉県産とするよう努める。

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上
　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上
　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

[1.3.7][1.3.7][1.3.7][1.3.7][1.3.7][1.3.7][1.3.7]

{1.4.2}{1.4.2}{1.4.2}{1.4.2}{1.4.2}{1.4.2}{1.4.2}

[1.4.1]{1.4.3}[1.4.1]{1.4.3}[1.4.1]{1.4.3}[1.4.1]{1.4.3}[1.4.1]{1.4.3}[1.4.1]{1.4.3}[1.4.1]{1.4.3}

[1.4.2][1.4.2][1.4.2][1.4.2][1.4.2][1.4.2][1.4.2]

[1.3.11][1.3.11][1.3.11][1.3.11][1.3.11][1.3.11][1.3.11]

[1.3.12]{1.1.12}[1.3.12]{1.1.12}[1.3.12]{1.1.12}[1.3.12]{1.1.12}[1.3.12]{1.1.12}[1.3.12]{1.1.12}[1.3.12]{1.1.12}

・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・

※施工に先立ち、次の施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。※施工に先立ち、次の施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。※施工に先立ち、次の施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。※施工に先立ち、次の施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。※施工に先立ち、次の施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。※施工に先立ち、次の施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。※施工に先立ち、次の施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。
　※総合施工計画書（工程・品質・安全・環境配慮・仮設計画等を含む）　※総合施工計画書（工程・品質・安全・環境配慮・仮設計画等を含む）　※総合施工計画書（工程・品質・安全・環境配慮・仮設計画等を含む）　※総合施工計画書（工程・品質・安全・環境配慮・仮設計画等を含む）　※総合施工計画書（工程・品質・安全・環境配慮・仮設計画等を含む）　※総合施工計画書（工程・品質・安全・環境配慮・仮設計画等を含む）　※総合施工計画書（工程・品質・安全・環境配慮・仮設計画等を含む）
　　・分別解体等の計画書　　・分別解体等の計画書　　・分別解体等の計画書　　・分別解体等の計画書　　・分別解体等の計画書　　・分別解体等の計画書　　・分別解体等の計画書

調査調査調査調査調査調査調査
　※石綿含有建材の事前調査 　※石綿含有建材の事前調査 　※石綿含有建材の事前調査 　※石綿含有建材の事前調査 　※石綿含有建材の事前調査 　※石綿含有建材の事前調査 　※石綿含有建材の事前調査 
　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を
　　行う。　　行う。　　行う。　　行う。　　行う。　　行う。　　行う。
　　貸与資料（　　　　　　　　）　　貸与資料（　　　　　　　　）　　貸与資料（　　　　　　　　）　　貸与資料（　　　　　　　　）　　貸与資料（　　　　　　　　）　　貸与資料（　　　　　　　　）　　貸与資料（　　　　　　　　）
　・分析による石綿含有建材の調査　・分析による石綿含有建材の調査　・分析による石綿含有建材の調査　・分析による石綿含有建材の調査　・分析による石綿含有建材の調査　・分析による石綿含有建材の調査　・分析による石綿含有建材の調査
　　　分析対象　　　分析対象　　　分析対象　　　分析対象　　　分析対象　　　分析対象　　　分析対象
　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、
　　　　クロシドライト、トレモライト　　　　クロシドライト、トレモライト　　　　クロシドライト、トレモライト　　　　クロシドライト、トレモライト　　　　クロシドライト、トレモライト　　　　クロシドライト、トレモライト　　　　クロシドライト、トレモライト
分析方法分析方法分析方法分析方法分析方法分析方法分析方法

定性分析方法定性分析方法定性分析方法定性分析方法定性分析方法定性分析方法定性分析方法 定量分析方法定量分析方法定量分析方法定量分析方法定量分析方法定量分析方法定量分析方法
JIS A 1481-1またはJIS A 1481-1またはJIS A 1481-1またはJIS A 1481-1またはJIS A 1481-1またはJIS A 1481-1またはJIS A 1481-1または

JIS A 1481-2JIS A 1481-2JIS A 1481-2JIS A 1481-2JIS A 1481-2JIS A 1481-2JIS A 1481-2
・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所
・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所
・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所

JIS A 1481-3またはJIS A 1481-3またはJIS A 1481-3またはJIS A 1481-3またはJIS A 1481-3またはJIS A 1481-3またはJIS A 1481-3または
JIS A 1481-4JIS A 1481-4JIS A 1481-4JIS A 1481-4JIS A 1481-4JIS A 1481-4JIS A 1481-4

サンプル数　　1箇所あたり3サンプルサンプル数　　1箇所あたり3サンプルサンプル数　　1箇所あたり3サンプルサンプル数　　1箇所あたり3サンプルサンプル数　　1箇所あたり3サンプルサンプル数　　1箇所あたり3サンプルサンプル数　　1箇所あたり3サンプル
　採取箇所　・図示　　・　　採取箇所　・図示　　・　　採取箇所　・図示　　・　　採取箇所　・図示　　・　　採取箇所　・図示　　・　　採取箇所　・図示　　・　　採取箇所　・図示　　・　

[1.5.1][1.5.1][1.5.1][1.5.1][1.5.1][1.5.1][1.5.1]

材料名材料名材料名材料名材料名材料名材料名

・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所・　　箇所
アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水

特別・普通教室棟 １階トイレ特別・普通教室棟 １階トイレ特別・普通教室棟 １階トイレ特別・普通教室棟 １階トイレ特別・普通教室棟 １階トイレ特別・普通教室棟 １階トイレ特別・普通教室棟 １階トイレ

・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所

・ 管理・特別・普通教室棟 １階トイレ・ 管理・特別・普通教室棟 １階トイレ・ 管理・特別・普通教室棟 １階トイレ・ 管理・特別・普通教室棟 １階トイレ・ 管理・特別・普通教室棟 １階トイレ・ 管理・特別・普通教室棟 １階トイレ・ 管理・特別・普通教室棟 １階トイレ

壁タイル壁タイル壁タイル壁タイル壁タイル壁タイル壁タイル ・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所・　２箇所

　　・産業廃棄物処理計画書（収集運搬許可・産業廃棄物許可及び委託契約書を含む）　　・産業廃棄物処理計画書（収集運搬許可・産業廃棄物許可及び委託契約書を含む）　　・産業廃棄物処理計画書（収集運搬許可・産業廃棄物許可及び委託契約書を含む）　　・産業廃棄物処理計画書（収集運搬許可・産業廃棄物許可及び委託契約書を含む）　　・産業廃棄物処理計画書（収集運搬許可・産業廃棄物許可及び委託契約書を含む）　　・産業廃棄物処理計画書（収集運搬許可・産業廃棄物許可及び委託契約書を含む）　　・産業廃棄物処理計画書（収集運搬許可・産業廃棄物許可及び委託契約書を含む）

　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル
　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。　　ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。　　ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。　　ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。　　ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。　　ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。　　ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

施工時間施工時間施工時間施工時間施工時間施工時間施工時間
　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。

　・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること。　・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること。　・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること。　・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること。　・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること。　・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること。　・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること。
　　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間　　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間　　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間　　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間　　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間　　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間　　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間
　　指定期間（　　　　　　　　）　　指定期間（　　　　　　　　）　　指定期間（　　　　　　　　）　　指定期間（　　　　　　　　）　　指定期間（　　　　　　　　）　　指定期間（　　　　　　　　）　　指定期間（　　　　　　　　）
施工時間以外の施工条件施工時間以外の施工条件施工時間以外の施工条件施工時間以外の施工条件施工時間以外の施工条件施工時間以外の施工条件施工時間以外の施工条件
　・図示による　・図示による　・図示による　・図示による　・図示による　・図示による　・図示による
　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　

[1.3.5][1.3.5][1.3.5][1.3.5][1.3.5][1.3.5][1.3.5]

適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する [1.3.3]{1.3.1}[1.3.3]{1.3.1}[1.3.3]{1.3.1}[1.3.3]{1.3.1}[1.3.3]{1.3.1}[1.3.3]{1.3.1}[1.3.3]{1.3.1}

[1.2.4]{1.6.6}[1.2.4]{1.6.6}[1.2.4]{1.6.6}[1.2.4]{1.6.6}[1.2.4]{1.6.6}[1.2.4]{1.6.6}[1.2.4]{1.6.6}春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。春日部市建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。

※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。
・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。

　 区域等　 区域等　 区域等　 区域等　 区域等　 区域等　 区域等
本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成
及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。

　・　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　・　
　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物

[1.1.7][1.1.7][1.1.7][1.1.7][1.1.7][1.1.7][1.1.7]

[1.1.12、13][1.1.12、13][1.1.12、13][1.1.12、13][1.1.12、13][1.1.12、13][1.1.12、13]

※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）
　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角
　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）
　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

保険の種類保険の種類保険の種類保険の種類保険の種類保険の種類保険の種類

　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)

保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　

　※法定外の労災保険　※法定外の労災保険　※法定外の労災保険　※法定外の労災保険　※法定外の労災保険　※法定外の労災保険　※法定外の労災保険 (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの) (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの) (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの) (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの) (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの) (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの) (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの)

[1.1.4]{1.1.8}[1.1.4]{1.1.8}[1.1.4]{1.1.8}[1.1.4]{1.1.8}[1.1.4]{1.1.8}[1.1.4]{1.1.8}[1.1.4]{1.1.8}

　※請負業者賠償責任保険等　※請負業者賠償責任保険等　※請負業者賠償責任保険等　※請負業者賠償責任保険等　※請負業者賠償責任保険等　※請負業者賠償責任保険等　※請負業者賠償責任保険等

{1.1.3}{1.1.3}{1.1.3}{1.1.3}{1.1.3}{1.1.3}{1.1.3}

　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁)に準拠した証明書を監督員に提出する。　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁)に準拠した証明書を監督員に提出する。　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁)に準拠した証明書を監督員に提出する。　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁)に準拠した証明書を監督員に提出する。　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁)に準拠した証明書を監督員に提出する。　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁)に準拠した証明書を監督員に提出する。　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁)に準拠した証明書を監督員に提出する。

　・発注者指定型　　　　　・電子媒体納品　　　・遠隔臨場　・発注者指定型　　　　　・電子媒体納品　　　・遠隔臨場　・発注者指定型　　　　　・電子媒体納品　　　・遠隔臨場　・発注者指定型　　　　　・電子媒体納品　　　・遠隔臨場　・発注者指定型　　　　　・電子媒体納品　　　・遠隔臨場　・発注者指定型　　　　　・電子媒体納品　　　・遠隔臨場　・発注者指定型　　　　　・電子媒体納品　　　・遠隔臨場
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5淳言部改修工法

6目地改修工法

@既存塗膜等の除去• 

下地処理及び 

下地調整

②仕上塗材仕上げ

3マスチック瑩材篁リ

•タイル張替え工法

張替え用材料

-JIS A 555?によるー液反応硬化形変成シリコーン樹脂系
•張付けモルタル(•現場|!合材料 • KEBS合モルタル)

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

位置 ※改修標寧仕様書表4.4.2による・
外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験

•行う•行わない

・セメントモルタルによるタイル張リ
下地モルタル瑩リを行うコンクリート素地面の処理

•目荒し工法(改修標寧仕様書4.3.10(3)による)

タイルの種類及び工法
•外装タイル(•密着張り•改良圧着張り)

•ユニットタイル(・マスク張り•モザイクタイル張り)

シーリング改修特記仕様•3章防水改修工事による。

•有機系接着剤によるタイル張リ
モルタル篁りを行うコンクリート素地面の処理

•目荒し工法(改修標準仕様•4.3.10(3)による)

シーリング材の種類

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地(※ポリウレタン系 )

•伸縮調整目地その他の目地 (※変成シリコーン系・ )

アンカービン

※ステンレス鍋(SUS304)呼び径4(nmの丸捧で全ネジ切り加工をしたもの

シーリングのその他事項は、改修特記仕様•3章防水改修工事による。

[4.1.4] [4.4.5, 9～15] [4.5. 9～15]
アンカービンの本數 注入口の箇所敷 注入量

工法の種類 (本/而 (箇所 /rrf) (ml/箇所)
_般部 一指定都 f都 一指定部

•アンカービンニング部分 
エポキシ樹脂注入工法

米16 ほ25 恕5

•アンカービンニング全面 

エポキシ樹脂洋入工法
湄3 ※为 湄2 ※为 恕5

•アンカービンニング全面 
ポリマーセメントスラリー律入工法

※刑 ^20 ※招 澈〇 ほ50

•注入口付アンカービンニング部分 

エポキシ梱脂注入T法
※〇 ^16

一 一
ほ25

•注入口付アンカービンニング全面 
エポキシ樹脂注入工法

※怔 ※怔 恕5

•注入口付アンカービンニング全面 

ポ七マーセメントスラリー注入工法
※怔 ※怔 5^50

•注入口付アンカービンニング 
エポキシ樹脂洋入タイル固宗工法

一 一
ほ25

•タイル部分張替え工法
一 一 一 一 一

•タイル張替え工法
一 一 一 一 一

注入口付アンカービン

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

タイル部分張替え工法
欠損部改修方法の「タイル部分張替え工法」による

タイル張替え工法
※く欠損部改修方法の「タイル張替え工法」による

•目地ひび割れ部改修工法 [4.1.4] [4. 4.5.16]
•伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置及び寸法•図示・

シーリングは、改修特記仕様•3章防水改修工事による。

下地調整 ※下地調整塗材 •ポリマーセメントモルタル [4.5.2]

一[4.5.41
工法 航理舗囲 1下地面の補修

・サンダー工法 ※册存仕上げ面全体・図示

•ひび割れ部
•高圧水洗工法 

UfFt聲30MPa稈麻以上
※既存仕上げ面全体・図示

(既存奉膜の瞼去範囲は既存奉膜の劣化部とする)

改修工法 

•淨き部
•塗膜はく離剤工法 xraffi上げ面全体・図示 改修工法 

•欠損部

•水洗い工法 ※上記以外の既存仕上げ面全体 •図示 改修工法

•その他特殊な工法等(既存塗膜等に含有する石綿の除去を行う場合など 。下地調整含む。) 

※図示による■

[4.1.5] [4.5.2] [«4, 5.1]
新規仕上 
準材の稗類

呼び名 防火 
材料

仕上げの形状及び工法等

•薄付け 

仕上塗材
•外装蕙塗材Si •砂壁状

〇ゆず肌状(〇吹付け・ ローラー塗り)
•さざ波状•平たん状

•凹凸状(•吹付け・こて塗り)
•着色骨材砂壁状(•吹付け・こて塗り)

•砂壁状じゅらく ・京壁状じゅらく

•可とう形外装蕙塗材Si
•外勢莓拳材E
•可とう形外語韓拳材E
•昉水形外装爺奉材E
•外装薄塗材s

•厚付け 

仕上塗材

•外装厚塗材C •吹放し•凸部処理 •平たん状
•凹凸状•ひき起こし・かき落とし
上拳材 •滴用する •蒿用しない

•外勢厚拳材Si
•外葬厚拳材E

•複層 

仕上塗材

•複層塗材C E •ゆず肌状•凸部処理•凹凸状

耐候性 ※耐候形3種•
上塗材

階媒※水系•落剤系•弱階剤系
樹脂※アクリル系・

外観 ※つやあり•つやなし

• メタリック

•可とう形複層拳材CE
•複層塗材Si
•複層塗材E
•複屑塗材RE
•防水形複眉塗材CE
〇昉水形"塗材E
•防水潘框眉篁材RE

•可とう形 
改修用 
仕上塗材

•司とう形改修拳材E •平たん状•さざ波状•ゆず肌状 

耐候性 ※耐候形3種• 
上塗材

階媒※水系•落剤系•弱階剤系
樹脂※アクリル系・

外編 ※つやあり•つやなし•メ列的

•可とう形改修塗材RE
•可とう形改修塗材CE

[4.1.5] [4. 6.2] [«4. 6.1]

1外壁用塗膜防水材 
塗り

[4.1.5] [4.7.2、3][表4.7.1]
仕上げの形状( )工法( )

外壁用仕上瑩料の耐候性 A 6909の耐候形1種相当

下地挙動緩衝材の適用 ・する •しない

コンクリート面のひび前れ都及び欠損都の処理は、改修特お仕様•4章 外聲改修工事 
(コンクリート打ち故し仕上げ外壁改修)による。

モルタル面のひび割れ都、欠損都及び浑吉却の処理は、改修特お仕様書4章 外聲改修工事 
(モルタル塗り仕上げ外聲改修)による。

吹付け工法の模様材の疆甄
- (•所要• Ckg/nf))
外壁用仕上塗料の種烈

(•所要• Ckg/nf))
既祥塗膜等の除去、下地処理及び下地!N整は、改修特紀仕様書4章 外壁改修工事
(塗仕上げ外壁等改修)による。

武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事

特記仕様書(改修その2)
A-02

2欠損部改修工法 ※充填工法

•エポキシ樹脂モルタル
[4.1.4] [4.2.4, 7]

・ポリマーセメントモルタル

1既存モルタル塗りの 
撤去

2ひび割れ部改修工法

3欠損部改修工法

4浮き部改修工法

米全面 ・図示の範囲

•樹脂注入工法 [4.1.4] [4.3.5～8]

工法の種類 
※自動式低圧エポキシ 
樹脂注入工法

・〇割れ幅一(m)_____
0.2以上〜0.5未満 低

略MU削1^Ml 注入Xml/m)
京200～300 • •130 •

0.5以上〜1.0以下 中 米 20〇〜300 • •130 •
•手動式エポキシ 
樹脂注入工法
•機械式エポキシ 

樹脂洋入工法

0.2以上〜0.3未満 低 -50-100 • ■40 •
0.3以上〜0.5未瀟 低 •100-200 • ■70 •
0.5以上〜1.0以下 中 •150-250 • •130 •

※エポキシ樹脂 低:砌度形中:中粘度形

コア抜取り検査•行う•行わない

板取り個数 米長さ50011Iごと及びその端数につき1個・ 
抜取り部の補修方法 ※図示・

• Uカットシール材充填工法
•シーリング材

充填材料 ※■(成分形又は2成分形ポリウレタン系・ 
ポリマーセメントモルタルの充填 ・行う•行わない 

・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法
•パテ状エポキシ樹脂 •可とう性エポキシ樹脂

•充填工法 [4.1.4] [4.3.9.10]
•エポキシ樹脂モルタル ・ポリマーセメントモルタル

•モルタル塗替え工法

※普通ポルランドセメント、高炉セメントA!種、シリカセメント 

A種又はフライアッシュセメントA種
•高炉セメントB種间
・フライアッシュセメントB種 回 

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された 
規定の他、水和熱力ウ日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g 
以下のものとする。

)

既製目地材・使用する(形状 )

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置※図示・

アンカーピン

※ステンレス鋼(SUS304)呼び程伽の丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

[4.1.4] [4.3.11-16]

工法の種貌
アンカービン

(本/rrf)
注入口の5K 
(ffiffr/rrf)

注入畳 

(ml/® 所)
一般部 指定部 一般部 指定部

•アンカービンニング部分 

エポキシ樹脂注入工法
※此 米25

一 一
澱5

•アンカーピンニング全面 
エポキシ樹脂注入工法

购3 ほ20 购2 灘〇 ^25

•アンカーピンニング全面 

ポリマーセメントスラリー注入T法
购3 ほ20 购2 灘〇 ^50

•注入口付アンカービンニング部分 
エポキシ樹脂注入工法

ほ9 湄6
一 一

澱5

•注入口付アンカービンニング全面 
エポキシ樹脂注入工法

ほ9 湄6 ほ9 ※伯 澱5

•注入口付アンカービンニング全面 
ポリマーセメントスラリー注入工法

※俏 ^16 ^50

•充填工法
一 一 一 一 一

•モルタル塗替え工法
一 一 一 一 一

注入口付アンカービン

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6nn

保水係数〇. 35-0.55 
粘 !N 係数 0.50-1.00

注入工法用材料
・ポリマーセメントスラリー

広がり速度

Ccm/s)
長さ竇化・

(収縮)

(%)

引張接着性 

(材齢28日) 

CN/irnn2)

曲げ性能 

(材齢28日) 

(N/nin2)

吸水性

(72時間)

(%)

射久性

(劣化曲げ強さ)

(N/irni2)
3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15以下 5. 〇以上

充填工法

京3欠損部改修方法の「充填工法」による

モルタル塗替え工法

ほ3欠損部改修方法の「モルタル塗替え工法」による

•現場調合材料 
セメントの種類

•既調合材料(

戢存タイル張りの 
撤去

•外壁タイル張り全面•図示の範囲
撤去範囲※下地モルタルまで•張付けモルタルまで

タイルの形状、寸法等

•行わない

・行う(範囲、仕様尊は図示による) •行わない

見本焼言
・行う(施工箇所:

試験張り

標部的な曲がりの役物は一体成膾とする。

3ひび割れ部改修工法 改修箇所 ※既存タイル張り面 [4.1.4] [4.4.5, 6]
•氈标タイル撤去面(・コンクリート面・モルタル面)

•樹脂注入工法

工法の種貌 ひび割れ幅(nw) 注入口間隔細) 注入量(ml/m)
※自動式低圧エポキシ 0.?以卜〜0.5耒満 低 ※涸〜300 •130 •
樹脂注入工法 0.5以卜～1.0以下 ・ 米 200～300 •130 •

•手動式エポキシ 0.2以上〜0.3未満 低 -50-100 • 40 •
樹脂注入工法 0.3以卜〜0.5耒満 低 •100-200 -70 •

•機械式エポキシ 0.5以卜～1.0以下 ・ •150-250 •130 •
樹脂注入工法

果エポキリ樹贈・框粘產K ・中粘螂

コア扳取り検査・行う•行わない

抜取り個数※長さ500mごと及びその端数につき1個・ 
板取り部の補修方法•図示•

4欠損部改修工法 •タイル部分張替え工法 [4.1.4] [4.4.5、7、8]
接着剤の種類

・ポリマーセメントモルタル

-JIS A 555?によるー液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

高日射反射率防水の適用 回 米適用する•適用しない

脱気装置の種類及び股置数宣
※主材料の製造所の指定による

•種類( )、設置数宣( )個/nf

⑨シーリング

10とい

1Iアルミニウ厶製笠木

12防水工事施工票

ゴムアスファルト系塗膜防水工法

工法 種別 施工箇所
各工程数及び 
各工琨の伸用量

保護層

• P1Y 糾ー2 楽主材料の製造所の仕様 •設ける•設けない

• P2Y "2 楽主材料の製造所の仕様 •設ける•設けない

シーリング改修工法の種類 [3.1.4] [3.7.2. 3、7、8]
〇シーリング充填工法

〇シーリング再充填工法
•拡幅シーリング再充填工法

•ブリッジ工法
ボンドブレーカー張り•適用する•適用しない
エッジング材張り •適用する•適用しない

下哀以外は、改修標準仕様書哀3.7.1による。

施工筒所 シーリング材の稗類(記号)

仕上げを行わない施工箇所
•図示による ■

シーリング材の目地寸法

※改修標寧仕様書3.7.3(1)による

■図示による ■
接着性試験

※簡易接着性試験•引張接着性試験

注 練り混ぜた2成分形シーリング材は、1組の作業班が1日に行った施工箇所を 

1ロットとして、各ロットごとにサンプリングを行い、サンプリング試料を監督 
員に提出すること。

といその他の材種等 [3.8.2、3]
※配管用鋼管・硬貫ポリ塩化ビニル管・ルーフドレン

•表面処理鋼板(表面及び裏面の塗膜の種類・ )

とい受金物及び足金物の材種、形状、取付け間隔

材種

58S改修標準仕様•3.8.2による(洎融亜鉛めっきを行ったもの)-

※改修標寧仕様•3.8.2による ・
多胃地域 •遭用する •遭用しない
防露材のホルムアルデヒド故散量

既存のといその他の撤去及び降南等に対する養生方法•図示・ 

鍋管製といの昉！！巻き ※[表3.8.4]による•

たてどい受金物の取付 ※図示•
ルーフドレンの取付 ※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填

ルーフドレンの種別及び呼び

兩别 呼び 施工简所

•ろく屋根用たて形I型 ※ねじ込み式 ■ 80 -100 -125 -150
•るく屋根用横膳I型 ※ねじ込み式 -80 -1OO -125 -150
•バルコニー中継用 ※ねじ込み式 ■50 - 80 -100

•差し込み式 ■50 - 75 -100
•バルコニー用 ※ねじ込み式 -50 - 80 -1OO

•差し込み式 ■50 - 75 -100

種類・オープン形式(•押出250形•押出300形•押出350形) [3.9.2, 3]
•板材折曲げ形(•オープン形式 ・シール形式)

本毎幅:( )mm、板厚秘2. Own • mm)
表面処理種別・

着色・標準色(•アンバー ・ブロンズ•ブラック系・ステンカラー)
.侍生色( )

既存笠木等の撤去•行う(範囲・図示・ ) •行わない

下地補修の工法 ※図示•

板材折曲げ形の笠木の取付方法※図示 ・
笠木の固定金具の工法等

建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15 -1.3)倍の風圧力に対応した工法

{2.1.2}
※設置する( ヶ所)(施工年月日は昉水工事施工完了日(手直しは除く)を記入)

•股置しない

1施工数量調査 調査範囲・外壁改修範囲 ・図示の範囲 [1.6.2、3]
調査時期•外壁仕上げ等除去前 •外壁仕上げ等除去後

調査方法
ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水

の有無及び鏡汁の流出の有無を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を哀面に哀示し、
また欠損部の形状寸法等を調査する。
コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部

を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

戢存部分の破壊を行った場合の補修方法•図示・

調査報告書の部数•2部・

1ひび割れ部改修工法 [4.1.4] [4.2.4～7]

※エポキシ樹脂 低:低粘度形 中:中粘度形

•樹脂注入工法

____エ_____
※自動式低圧エポキシ 
樹脂洋入工法

割站 側)_____
0.?以卜〜0.5耒満 低

注入口間隔(顽) 

※为〇〜300 • •130 •
0.5以卜〜1.0以下 中 5^200-300 ■ •130 •

•手動式エポキシ 
樹脂注入工法

•機械式エポキシ 
樹脂注入工法

0.2以上〜0.3未満 低 ■50-100 • ■40 •
0.3以卜〜0.5耒満 低 -100-200 • -70 •
0.5以上〜1.0以下 中 -150-250 ■ •130 •

コア扳取り検査・行う •行わない 

板取り個数 米長さ50011Iごと及びその端数につき1個 
抜取り部の補修方法 ※図示・

uカットシール材充填工法
•シーリング材

充填材料 ※1成分形又は2成分形ポリウレタン系・ 
ポリマーセメントモルタルの充填 ・行う •行わない

・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法
•パテ状エポキシ樹脂 •可とう性エポキシ樹脂

6改質アスファルト 
シート防永

7合成高分子系 
ルーフィングシート 
昉水

屋内昉水

防水層の種別

工法 颓另II 施工筒所 備者

■ P 1 E
■ P 2 E

■E-1
■E-2

保護屑・設ける
•訝件ない

•E-1の工程3を行う部位(※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位• )
押え金物の材質及び形状

※アルミニウム製L-30X15X2. Oimg度•
屋根排水溝 ※図示

屋根露出防水(册存) 
新股防水!！の種別

[3. 4. 2、3]

高日射反射率防水の適用頂! ※適用する•適用しない 

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

京[哀3.4.1]から[哀3.4.3]による•
• JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

粘着眉付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

京[哀3.4.1]から[哀3.4.3]による•

• JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
部分粘着眉付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

次[表3.4.1]から[表3.4.3]による・
• JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

脱気装置の種類及び設置数量

※改質アスファルトシートの製造所の指定による

•種類( )、設置数量( )個/rrf
押え金听

※アルミニウム製L-30x15x2.0mn!程度 ・

絶{»工法及び絶工法の脱気装1iの疆甄及び設•數・as ※改貫アスファルトルーフィング贩の製道所の指定 ・
設1i數・ ※改貫アスファルトルーフィング甄の製造所の指定 (個)

絶線断融工法の防混用シート •設置する •設置しない

新設防水眉の種別 _______________________________________ [3.5. 2～4][表3. 5.1〜3]
工法 種別 施工箇所 断熱材回 仕上塗料 備考

■POS
■S4S

■S-F1

/
(種類•使用畳) 

楽・-7イングいトの 

製造所の仕様

(脱気装置)

・設ける

•設けない
(改修用E)

・設ける
•祕けない

■S-F2
■S-M1
■S-M2
■S-M3

■S3S ■S-F1 • 7レキ"卜:1ン列ー卜下地 (種類•使用量) 

※レ7イングA卜の 
製造所の仕様

(脱気装置)

・設ける

•設けない■S-F2 • 7レキ"卜:1ン列ー卜下地

■M4S ■S-M1 /
(種類•使用畳) 

楽・-7イングいトの 

製造所の仕様

(脱気裝置)

・設ける
•設けない

■S-M2
■S-M3

■POSI
-S3SI
■S4SI
■M4SI

• SI-F1
-SI-F2

・ブI4“卜:1ンクリー卜下地 (材質)

^JIS A 9521による 
発泡ブラスチ时

(V さ)• 2511111 - 5011111

(種類•使用畳) 

楽・-7イング»卜の 

製造所の仕様

(脱気裝置)

・設ける
•設けない

(改修用E)

・設ける
•祕けない

-SI-M1
■SI-M2

高日射反射率防水の適用 回 ※適用する•適用しない

•S~M2で立上り面を接着工法とする場合

立上り面のシート厚(京1.5mm • )
•S-F1、S-M1, S-F2, S-M2の使用

※非歩行使用•軽歩行仕様

■SI-M!及びSI-M2における防湿用フィルム(•股置する•設置しない)

屋内防水 

防水屑の種別

改修工法 穗別 施工簡所
保層

平場の
保9(モルタル塗厦

立上り部の 
保議モルタル塗厚

■P1S ■S-C1 楽711111I以下

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合

厚さ ( )mm
目地割り(ほ2ポ程度最大目地間隔伽程度・ )
目地の種類(※押し目地 )

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3. 5.1から表3. 5. 3による・

JIS A 6008に基づく種類及び厚さ
絶縁用シートの材質

※発泡ポリエチレンシート
固定金具の材質及び寸法形状

※厚さ0.4nw以上の防餚処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の片面 
若しくは両面に樹脂を積層加工したもの

脱気装置の種類及び股置数量
※ルーフィングシートの製造所の指定による

•種類( )、股置数宣( )個/nf

接着工法の目地処理

• PCコンクリート下地の場合( )
PCコンクリート部材の入隅部の増張り(種別S-F1、SI-F1の場合)

・行う(•図示 )•行わない
機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力(•1-1.15 -1.3)倍の風圧力に対応した工法

⑧塗膜防水 ※特定化学物質障害予昉規則の対象とならない材とする [3.6.2、3]

ウレタンゴム系塗膜防水工法

工法 種别 施工箇所 仕上塗料 備考

■POX ※・ー 

■X-2 
■ X-1H 
■X-2H

(種類.仲用・)

※主材料の製造所の仕様

(脱気装置)

•設ける•設けない
(改修用ドレン)

•設ける•設けない

0L4X ■X-1
※・遐

■X-1H 
■ X-2H

(程類・曲・)

※主材料の製造所の仕様
(脱気装H)
•設ける〇設けない
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⑤

建
具
改
修
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事

①改修工法

2防火戸

3見本の製作等

4防犯建物部品

5アルミニウ厶製建具

6網戸等

7樹脂製建具

僅)鋼製建具

⑨鋼製軽・建具

建具

*

©

-0

[5.1.3]
疆用箇所

・律具表による■
•建具表による•

10ステンレス製建具

1I木製建具

⑫建具用金物

13鍵

14自動ドア開用装理

⑮自閉式上吊り引戸装置

16重量シャッター

性能値等 [5. 2.2] [5.4. 2] [5. 6. 2～5]
簡易気密型ドアセット

•適用する(米建具表による・ ) •適用しない

外部に面する建具の耐風圧性
耐風圧性の等級( )(遭用する建具※建具表による)

防音ドア、防音サッシ
遮音性の等級( )(適用する建具 ※建具哀による)

斷熱ドア、斷魅サッシ屈

断熱性の等級( )(適用する建具 ※建具哀による)

耐震ドア

面内套形追随性の(-1)-1:1/300 -1)-2:1/120 -D-3：1/100 )
(遗用する建具※建具表による)

材料

ステンレス鋼板 ^SUS304, SUS430JIL、又はSUS443JI -
ステンレス製のくっずりの仕上げ ※HL -

形状及び仕上げ 

表面仕上げ ※HL -鏡面仕上げ-
工法

ステンレス鋼板の曲げ加工 ※昔通曲げ -角出し曲げ

建具材の加工、組立時の含水率 ※人種- [5.7.2～4]
建物内部の木製建具に使用する接着剤のホルムアルデヒド放散・

-フラッシュ戸
表面材のホルムアルデヒド故散量等

※改修標寧仕様•5.7.2(2)(イ)(a)による -

表面材の合板の種類

17軽量シャツター

18オーバーヘッドドア

⑭)ガラス

20ガラスブロック

㉑ガラス用フィルム

管理用シャツターのシャツターケース -股ける •股けない
スラット及びシャツターケース用鋼板の材質

種類 • JIS G 3302 (洎融亜雄めつ言鋼板及び鋼带)
■ JIS G 3312 (瑩装港融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

めつ言の付着量 ※Z12又はF12 -
ガイドレール、まぐさ、南掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる 

スイツチボツクス類のふたの材質

ステンレス鋼板 楽SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

開囲形式の種類 ・電動式(手動併用) ※手動式 [5.12.2-4]
耐風圧強度( )Pa
安全装置

電動シャッターの障害物驟知装置(設置箇所-建具表による・ )

スラットの材質の種類

-JIS G 3312 (塗装洎融亜雄めつ春鋼板及び鋼带) 
めっき付着•(※为6又はF06 • )

■ JIS G 3322 (瑩装濬融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼蒂)

めつ言付着畳(«AZ90 - )
スラットの潘状・インターロッキング形・オーバーラッピング形

[5.13.2、3]
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① 改修範囲

② 既存床の撤去及び 

下地補修

③ 既存壁の撤去及び 

下地補修

④ 施エー般

5製材间

6造作用集成材匿!

7造作用単板積層材回

戢存間仕切壁の撇去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲 [6.1.3]
※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う•図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う•図示
既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※既存のまま・図示

ビニル床シート等の除去 ※仕上げ材のみ(接着剤とも) [6.2. 2]
•下地モルタルとも(•図示の範囲・除去範囲全て)

合成樹脂塗床材の除去工法•機械的除去工法•目荒し工法

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及び 

エポキシ樹脂モルタルは、「4章外壁改修工事」による。
改修後の床の清掃範囲 ※改修箇所の室内・

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3. 2]
^[4.3.10]によるモルタル塗り(塗り厚25nnを超える場合の処置 ※図示) 
.囱示 ・

材料のホルムアルデヒド故散童 [6.5.2：
京F☆☆☆女又は改修標準仕様•6.5.2(1)(ウ)(b)による

-JAS1083-5製材・第5部に基づ < 下地用製材 [6.5. 2]

•鋼製建具1 •外部1 . |__.
10内部1 •丨

・律具表による■ 

〇律具表による■

0鋼製軽畳建具 ・ .
•ステンレス鄆律鼻丨 !

〇律具表による■ 
•建具哀による•

•木鲫律具 ! ■ 1 . •建具表による■

新規に建具を設ける場合
壁部分の開口の開け方 ※図示・

新規建具周囲の補修工法及び範囲※図示・

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章防水改修工事による。

箱用筒所※建具表による• [5.1.4]
防火戶の自動閉債機構及び防火戶とヒューズ装價、熱建知器又は煙感知器との連動

・行う(※建具表による・ ) •行わない

建具見本の製作 ・行う(建具符号: )•行わない [5.1.5]
建具見本製作の目的等:( )

特殊な建具の仮組・行う(建具符号: )•行わない

道用簡所(•建具表による・ ) [5.1.7]

性能値等 [5.2.2～5][表5.2.1、2]
耐風圧性の等級( )(箱用する建具※建具表による)
気密性の等級( )(遭用する建具※建具表による)

水密性の等級( )(箱用する建具※建具表による)

外部に面する建具の種別

セクション材料 

による区分
風圧力に 

よる強さ 

の区分(Pa)

開閉方式 

による区分

収納形式 

による区分

ガイドレール 

の材質
施工簡所 寸法(mm) 等級 含水率 保存処理

間伐材等 
の適用

灘級
※爛•B3 ■※スチールタイプ

・アルミニウムタイブ

•ファイパーグラスタイブ

•125
•100
• 75
• 50

※バランス式 
・チェーン式

•電動式

•スタンダード形

・ ローヘッド形

•ハイリフト形 
•パーチカル衫

※溶融亜鉛 
めっき鍋板 

•ステンレス鋼板 灘級
※爐•B» ■

合板の種類 規格等 備考
電動式オーバーヘッドドアの障害物建知装價

(設置筒所-建具表による - )

[3.7] [5.14.2-4] 
適用は以下によるほか、ガラスの種貌•厚さは建具表及び図面による。
•フロート板ガラス

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm) 施工簡所 •普通合板囹 表面の樹種

板面の品貫(※広葉樹1等・ )

接着の程度(•1類• 2類)

-JAS1083-2製材・第2部に基づ < 造作用製材
• A種 S-4 A-3 W-4 • 70 

•100
※図示による

• BS S-5 ※囲示による

施工簡所 寸法(mm) 等級 含水率 保存処理
間伐材等 
の適用

• C種 S-6 A-4 W-5 ※図示による

防音ドア、防音サッシ 

遮音性の等級( )(適用する建具 ※建具表による)
断熱ドア、断熱サッシ圍

断熱性の等級( )(適用する建具 ※建具哀による)

材料

ステンレス鋼板 ※翱開皿、SUS43DJIL、又はSUS443JI •
ステンレス製のくっずりの仕上げ •

形状及び仕上げ

表面処理 

外部に面する建具 種別•BB-1S -BB-2® •
着包 ・標準色 ・特注色

屋内の建具 種別• BC-1種 • BC-2S
着色・標寧色 •特注色

錯露水の処理方法 •水貯め式•排水式
工法 
水切り板、ぜん板等 ※図示 ・

[5.2.3] [5.3.3]

•天然木化粧合板回

•特殊加工化粧合板働

樹種名( )

接着の程度(•1類• 2類)

化粧加工の方法
※プリント

-ポリエステル化粧合板

-メラミン化粧合板

接着の程度(•1類• 2類)

見え掛り面

※上小節
※爐•B» ■フロート板ガラスの品種及び厚さの呼び 

による赫崎
※建具表による -

G)型板ガラス 見え掛り面 

以外_

※小節以上
組種•B» ■

型板ガラスの厚さによる種類 ※建具表による ■

•網入板ガラス 附種•B9 ■

■KF圈
—

網又は練の潘状、 

厚さの呼びによる*

反の表面の状態及び 

侦
※建具表による -

-JAS1083-6製材-第6部に基づ < 広葉樹製材表面極の厚さ ※[表5.7. 6]による- 
引戸の召合せかまちのいんろう付春の箱用

•遭用しない •遭用する

•かまち戸 
かまち樹種( )鏡板樹種( )

見込み寸法※36nm •建具表による ■

•ふすま 

張りの種別(• I型• I!型) 
上張り(押入等の裏側以外) •烏の子 •新烏の子又はビニル紙程度

報仕上げ•塗り報 •生地緣(素地)•生地報(ウレタンクリヤー塗装)

見込み寸法 ※19.丽 •建具表による ■

•戸ぶすま 

表面板の仕上 -建具表による

見込み寸法«30mn -建具表による ■

-紙張り障子 

見込み寸法«30mn -建具表による ■

枠及びくっずりの材料 •建具表による

金物の種類及び見え掛り部の材貫等 [5.8.1～3]
※[表5.8.1]及び遭用は建具表による -

金厦製建具に使用する丁番の枚數及び大きさ 

※[表5.8.2]による -建具表による-
樹脂製建具に使用する丁番の枚數及び大きさ 

※[表5.8.3]による -建具表による-
木製建具に使用する丁耆の枚数及び大巻さ 

京[表5.8.4]による •建具表による■
木製建具に使用する戸車及びレール 

京[表5.8.5]による •建具表による■
握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント等の取付位價 

〇建具表による -図示 -
綻前甄 

シリンダ箱綻及びシリンダ本締まり綻 

クローザ類

マスターキー-製作する(-新規-旣存マスター合わせ)•製作しない[5.8.4] 
その他の饌 ※各室3本1組(室名札付言)-
饌箱 .無 ・有

戶の開閉方式 [5.9.2, 3]
•建具表による -

-引き戶用駆動装價 

性能値

※改修標寧仕様・表5.9.1による(防備•箱用する •箱用しない)
•種類・開閉方式( )•耐如王( )
•温度上昇( ) •耐久性(サイクル)( )
.防細( ) .( )

•車椅子使用者用便房出入口引言戶用駆動装置 

性能値

※改修標準仕様書表5.9.2による(防銷•遭用する •遗用しない)
•耐如王( ) •温度上鼻( )
•耐久性(サイクル)( )•防備( )

•電源( )
-引春戶用検出装置 

性能値

※改修標準仕様書表5.9.3による(防銷•遭用する •遗用しない)
•耐電圧( ) •防備( )
•防滴( ) • 5 ( )

引き戸用検出装價の種類及び必要性能項目•建具表による ■ 

タッチスイッチの種類
•無練式タッチスイツチ •光練式タッチスイツチ

車椅子使用者用便房スイッチの種類

•大形押しボタンスイッチ ・非接触スイッチ
凍貂防止措置-行う-行わない

性能 ※[M5.10.1]による• [5.10.3]

シャッターの種類 [5.11.2, 3]
•管理用シャッター 
■外壁用防火シャッター 

•屋内用防火シャツター 

■防煙シャッター

外壁開口部に設ける直畳シャツターの耐風圧強度( )Pa
開用方式の種類 ※電動式(手動併用)•手動式
安全装置

電動式シャッターの怠降下制動装償、怠降下停止装償 

(股價簡所•建具表による )
電動式シャッターの障害物感知装置

(股價簡所•建具表による )
屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危書防止装價

(設置筒所-建具表による )

<甘わせ刀フス
施工簡所 寸法(mn) 等級 含水率 保存処理 竟伐材等 

の適用
材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに 

合わせガラスの合計厦さ
※建具表による ■

※〔等 ※用％以下
• A穫• B倉・

形状による 
落球新擊は 
ショットバ

m_____________ •平面合わせ忙以•曲面合わせ忙以

\ 特性及び

ック仙擊特性による種類 ■ I類・ ロ-i類・n-2«•皿類 ※〔等 ※用％以下 
-AW ■ BW ■

種類 材種 曜 網目 G)強化ガラス
-JAS1083 (製材)以外の製材

•防虫網 ※合成樹脂製

•ガラス繊維入り合成樹脂製

•ステンレス(SUS316)SH

※〇. 25im以上 京16～侣メッシュ
形状による種類、材料板ガラスの種類 

による名秣
※建具表による -

施工箇所 寸法(mm) 材面の品質 含水率 昉虫処理 
の適用

間伐材等 
の適用

破片の状態及び
• I類・ m類ステンレス(SUS304)練材 1.5m 絕目寸法1&M

性能値等 [5.2.2][5.3.2～5]
耐風圧性の等級( )(箱用する建具※建具表による)

気密性の等級( )(箱用する建具※建具表による)
水密性の等級( )(遭用する建具※建具表による)

外部に面する建具の種別

ンヨットバック暫38特饪1-よ©楓蘇

•熱維吸収板ガラス

( ) 

直作材の場合 

(^A德• B耗)

※人種

■B種
・する

•しない
※律鼻衰による但ノJフ人Vノ但はメ5)»〇|-00価麻 

性能による種類
( )

置作材の場合

(^A德• B耗)

※人種 

•B種
・する

•しない

-1 » • 2兩

•複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ 

茹びに梅層ガラスのISさ
※建具表による -

•「集成材の日本晨林規格」による造作用集成材 [6. 5. 2]
種剧 耐風圧性 気密性 水密性 棒見込み(顺) 施工偷所

断勢悍による区分 ■T1-T2 - T3 - T4 - T5 ■ T6• A種 S-4
A-4

W-4 ※囲示による
• G - S

施工簡所 品名 樹種名
見付け 
材面数

寸法 

(inn)
見付け材面の品貫

間伐材等 

の適用
• BS S-5 W-5 ※囲示による 座1

•窒気 •アルゴン• ca S-6 ※図示による

防音ドア、防音サッシ 

鑑音性の等級 ・T-1-T-2 (»用する建具 ※建具表による)
斷熱ドア、斷魅サッシH 
断熱性の等級 ・H-4 -H-5 -H-6 -H-7 ■ H-8
(箱用する建具 ※建具表による)

外部に面する建具の日射熱取得性の等級 ・
枠の見込み寸法 ※建具表による

材料 
ガラス ※複層ガラス ・
ステンレス製のくっずりの仕上げ •

潘状及び仕上げ 

表面色 •標寧色 •特注色

工法 
水切り板、ぜん板※図示 ・

性能値等 [5. 2.2] [5.4. 2、4][表5. 4.2]
簡易気密型ドアセット

•適用する(※建具表による・ )。適用しない

外部に面する建具の耐風圧性
耐風圧性の等級( )(箱用する建具※建具表による)

防音ドア、防音サッシ
露音性の等緞( )(遗用する建具※建具表による)

断魅ドア、断熱サッシ回

断熱性の等緞( )(遗用する建具※建具表による)

耐農ドア

面内毫形追随性の等» (-0-1:1/300 -1)-2:1/120 -1)-3:1/100 )
(遭用する建具※建具表による)

材料

ステンレス鋼板 ※翱開〇んSUS430JIL、又はSUS443JI •
ステンレス製のくっずりの仕上げ •

形状及び仕上げ

鋼板類の厚さ

大型建具(1枚の戶の有効關口幅が950nn又は有効高さが2,400nnを超えるもの)
※建具表による ■

上記以外の鋼製建具※[表5.4.2]による•建具表による■ 
標寧型鋼製建具の形式及び寸法 楽建具表による

性能値等 [5. 2. 2] [5. 5.2～4]
簡鳥気密型ドアセット

•適用する(※建具哀による・ )•適用しない

防音ドア、防音サッシ

鑑音性の等級( )(箱用する建具※建具表による)
断熱ドア、断熱サッシ回

断熱性の等級( )(箱用する建具※建具表による)

mドア
面内蠹形追随性の等ft (-D-1：1/300 -42:1/120 -43:1/100 )

(箱用する建具※建具表による)

材料
鋼板 -亜鉛めつ春第板・!：・コ撤謨第板•妨-第板•符ン以鋼板

ステンレス鋼板 «SUS304, SUS430JIL,又はSUS443JI •
ステンレス製のくっずりの仕上げ •

形状及び仕上げ

鋼板類の厚さ

大型建具(1枚の戶の有効關口幅が950nn又は有効高さが2,400nnを超えるもの)
※建具表による -

上記以外の鋼製軽童建具 ※[表5.5.1]による-建具表による- 
標寧型鋼製建具の形式及び寸法 ※建具表による -

•熱象反射ガラス ※〔等・2等
H知垢がヲスの霾蠕财な厦六1ー上aaw 米1等・ 2等

kる区分 1A
•「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

日射熱鑑へい性にe -29 -39
耐久性による区分 

(日射熱3Eへい性が2種の埸合)
• A種. B種

施工簡所 品名 化粧韋板 
の樹種名

芯材の 

樹種名

化粧薄板 

の厚さ 

(mm)
a付け 
ォ面数

寸法 

(rrrn)

見付け 

材面の 間伐材等 
の適用•倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類 ※建具表による ■ ※〔等 
• 2等

・ガラスの留め材及び溝の大きさ 米1等
• 2等建具の種類 ガラス留め材 ガラス渣の大きさfirm)

•「集成材の日本晨林規格」以外の造作用集成材
アルミニウム製 •シーリング材

•グレイジングチャンネル

決建具の製造所の仕様による 
•図示による

施工箇所 樹種名
寸法 

(mm) 見付け材面の品質 含水率
間伐材等 

の適用
鋼製及び鋼製軽虽 •シーリング材 決建具の製造所の仕様による 

•図示による
※此％以下・

※伯％以下•
ステンレス製 •シーリング材 決建具の製造所の仕様による 

•図示による
•「集成材の日本晨林規格」以外の化粧ばり造作用集成材樹脂製 •グレイジングチャンネル な建具の製造所の仕様による

■ I5I示による
施工筒所

化粧薄板 

の樹種
芯材の
樹種

寸法 

(mm)
化粧薄板の 

厚さ(mm)
司付け材 
§の品質

含水宰
間伐材等 
の適用

[5.14.5]
※荷％以下

呼び寸法

(mm)
厚さ

(mm) 色調 目地幅(mm) 伸縮爾整目地 

位瀆(mn) 防火性能
※荷％以下

•160x160 • 95

• JAS 0701に基づく造作用単板植!!材 [6. 5. 2]■200x200 • 95
施工箇所 品名

寸法 
細)

表面の品質
防虫処理 
の適用

間伐材等 
の適用

壁用金・枠及び補強材の材貫及び形状 ※図示 ・

カ骨 材質 ※ステンレスffi(SUS304) 
寸法※僅5.5mn •
潘状※はしご形状複筋及び単筋・ 

化粧目地モルタルの色 ・白 ・グレー

シーリングの種類 •SR-1 -PS-1
金属製化粧カバー 材質•ステンレス製・アルミニウム製 

寸法※図示・ 

形状※図示・ 

目地都の横方骨の鮪まり ※ガラスブロック輿造所の仕様による•図示

工法

建築基準法に暮づき定まる風圧方の(•1-1.15 •1.3)倍の風圧力に対応した工法 

※施工箇所は建具表による

・する

•しない

• JAS 0701以外の造作用単板植層材

施工箇所
寸法 

(inn) 表面の品貫 含水宰
防虫処理 
の適用

間伐材等 

の適用

SK14・以下 ・する

•しない

SK14・以下 ・する

•しない

■ JAS 3079に基づく直交集成板

施工箇所 品名
度
級

強
等

種別
接着性能 

(使用環境)
樹種

寸法 

(mm)
間伐材等 
の適用

種類
記号

その他性能等
内貼り用 外貼り用

•日觀制蓄フィルムIGI ほ$〇1 ■SC-2 可視光線透遇率:65%以上
•低放射フィルム -LE ___
0衝撃破壊対応ガラス 
飛散昉【トフィルム

QGI-1 ■GI-2

〇層間套位破壊対応ガラス 

需散防止フィルム
QGD-1 ■GD-2

・ガラス貫通昉止フィルム • SF
品貫JIS A 5759による

熱割れ計算書 ※耍 •不要

第3者機関による性能測定データ ※要 •不要

春日部市 
学校教育部 
教青施設課

日付

武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事
図面NO.
A-03睛尺 図面名林

特記仕様書(改修その3)



⑧ 合板等

⑨ 接合具等

10接着葡

11防腐•防蜷処理

12内部間仕切軸組及び 
床組み

13庭、出入口その他

⑭軽量鉄骨天井下地

•「合板の日本農林J竄格」による普通合板冏 [6.5.2] ⑮軽・鉄骨壁下地

@ビニル床シート回

17ビニル床タイル回

⑱特殊機能庆材

⑲ビニル幅木

20ゴム床タイル

2Iカーペット敷き回

22合成樹脂墨床

23フローリング張り圈

スタッド、ランナーの種類 [6.7.3、4][表6.7.1]
※[表6.7.1]により「スタッドの高さによる区分」に応じた種類•図示 ・

スタッドの高さが5mを超える場合 ※図示 ・
出入口及びこれに寧じる關口部の補強※[:6. 7.4] (5)による ・

[6.8.2, 3]

24畳敷き

㉕せっこうボード 

その他のボード張り

26壁紙張り

[6.12.2] 
種別 ・A種・B種•C種・瞄(畳床:・KT・I - KT-I - KT-m - KT-K ■ KT-N) 
下地の種類・標準仕様書表!2.6.1による床組

・ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン回)

畳表及び畳床〔まホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、 

矣散が極めて少ない材料を使用したものとする。

仙擊緩和型畳(畳表：• C1 -C2 )

MD F及びバーティクルボードのホルムアルデヒド放散・ [6.13.2、3]
京 F ■

合板ののホルムアルデヒド故散畳

※改修標部仕様書6.13.2⑵(•〇の(a) ～ (d)のいずれか 

接着剤のホルムアルデヒド放散・ 京F-fr-A-A-fr

木質系セメント板圈

(g!モルタル塗り

28タイル張り

四セルフレべリング材

30フリーアクセス 

フロア

3I可動間仕切

32移動間仕切

@トイレブース

34手すり

モルタル ®現埸!H合材料•KM合材料 [6.15.3、5、6]
既製目地材・設ける 施工箇所( )形状(※図示・ )

•股けない 

床目地 ・設ける 目地割り ※2ポ程度(最大目地間隔3m程度)•
種類 ※押し目地

•股けない 

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25inmを超える場合の下地処理 ※図示による ■

伸縮爾整目地の位價 [6.16.2-4]
床タイル (※雌、植とも4m以内ごと•図示・ )
床タイル以外 (•図示・ )

伸縮爾整目地のシーリング材、目地寸法〔ま改特記仕様書第3軍による

試験張り•行う(範囲、仕様等は13示による)•行わない
見本焼言・行う(施工筒所： )•行わない

・セメントモルタルによるタイル(セラミックタイル)張り

タイルの形状•寸法等

施工箇所
厦さ
(mm)

単板の 
樹種名

接着の 
程度 板面の品貫 防虫処理

«5.5 ※優 
•2預

広葉樹

ほ2尊以上
•1等

針葉樹 
※〇〇以上

•竜用する 
•竜用しない

耗類の記号 色柄 匣さ(nrn) 備者

京FS (複眉ビニル床シー卜) •無地

• 7-7・ル柄
•柄物

終〇

接合部の処理 ※熱濬接工法 ・

[6.8.2]•「合板の日本農林規格」による構造用合板匱!

施工简所 等級
単板の 

樹種名

接着の 

程度

板面の 

品貫

厦さ
(im)

防虫 
処理

強度 
等扱

間伐材尊 

の電用
種類の記号 色柄 寸法(wn) 厚さ(mn) 備考

JKKT(ユオッション(:床"») •無地 
•柄物

• 300 x 300 
■450x450

栄2.0 
■3.0

ほ2級以上 

■lift
瀨預 
•特甄

※〇•D以上 湘2
•羞用

する
•蚤用

しない

•竜用
する
()

•羞用
しない

W 覆
• WSftffl)
•中官剛

・普捅(NW)

庫さ(mm)、規格等
-15 - 20 - 25 •
-15 - 20 - 25 •
-15 - 20 - 25 •

施工 
筒所

種類
陣状/寸法 

Gm)
再生材料の 

竜用G
吸水寧による区分 わぐすり 役物 色 耐凍書性 耐滑

リ性 盧考
■TT (単層!:庆タ侶) •無地 

•柄物
• 300 x 300 
■450x450

• 2.0
ins mm ゆう "う 看 無 欄率特注 看 無

■FT (複層I:庆タ侶) •無地 
•柄物

• 300 x 300 
■450x450

• 2.0
■2.5
• 3.0

木片セメント板叵!

・碑曾(HF)
・普捅(NF)

厚さ細)、規格等

-12 -15 -18 - 21
• 30 ••「合板の日本農林規格」による化粧ばリ構造用合板国 標寧的な曲がりの役物は一体成形とする

合モルタル
モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、 
細骨材、混和剤等を予め工場において所定の!!合に配合した材料とする。

册爾合目地材

壁タイル張りの工法

内装タイル •密着張り •改良圧着張り
内装タイル以外のユニットタイル・マスク張り•モザイクタイル張り

•有機系接着痢によるタイル(セラミックタイル)張リ 

タイルの形状•寸法等

■F0A(1fi敷き心床坏) •無地
•柄物

■500 x 500 ■4.0

施工箇所 厚さGun) 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理
矚等

様維強化セメント板-FOB(薄型置敷きビ3床タS) •無地 
•柄物

•特類 

•1S
•遭用する

•遭用しない •带電防止床シート [6.8.2]
種類( )性能( )厚さ(mm)( )

•带電防止床タイル

種類( )性能( )寸法細)( x )厚さ(mn)( )
・視覚障害者用床タイル

視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状•寸法及びその配列はJIS T 9251による。
種類( )形状( )

•耐動荷重性床シート

種類( )厚さ(mn)( )
0防滑性床シート 

種類(トイレ専用)厚さ(mn) ( 2.0 )
•防滑性床タイル

種類( )寸法細)(x ) ffさ細)( )

材質の種類・軟質・硬質•床シート巻上げ(端部の処理〔ま図示による)[6.8.2]
高さ細) ^60 - 75 0100
厚さ細)淤1.5以上 ・

種類 ・単眉品 •積眉品 [6.8.2]
色柄 ( )

厚さ(mm) -3.0 -4.5 - 6.0 -9.0
寸法細)( )x ( )

• l+L'»カルシウム板 
®化粧けい酸カルシウム板

厚さ細)、規格等

普捅ボード0.8FKタイプ2 (無石綿)-6-8
普通ボード0.8FKタイプ2 (無石綿)©6-8
表面への化粧張り等の加工・アクリル樹脂系焼付け

•「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板回 火山性ガラス質複層板

施工簡所 化粧板に使用する単板の樹穗主
厚さ 

(urn)
接着の程度 防虫処理の竜用

精 S 1 厦き6m况塡樁坪
火UJ饪刀N厶負 施工 

筒所

勝状/寸法 

(uni)
耐凍書性跡 

リ性
備考竜用画-1S 

•2顺
•羞用する

•竜用しない
様維板 11:皿加.g>し晒割:心特注 有 無

W 類

ハードボード(素地) 
スタンダードボード(無処理)

テンパードボード(処理)

•ミディアムデンシティ 

ファイバーボード(MDF)冏
・インシュレーションボード间

厚さ細)•規格尊

•素地A•卜・・ド(未研磨板(RN) •研(g板(RS))
•内装用化ffin-KK-K (DI)
厦さ• 2.5 • 3.5 -5 -7

•素地Aード話ード(未研磨板(RN) •研唐板(RS))
•外装用化ffin-KK-K ©E)
厦さ•2.5 -3.5 -5 -7
厚さ• 3 - 7 - 9 -12

嫌(•天井仕上げ ・内装仕上げ ・ )

-9 -12 -15 -18

-

•「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 画
標準的な曲がりの役物は一体成晴とする

内装タイル接着葡張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量F-A-A-A-A- -

塗厚(nn) ® 6～30 [6.17.2、3]

(2〇. 2.2)

施工箇所
厚さ
(irm) 接着の程度 単板の樹穗名 化粧加工の方法 防虫処理の蚤用

■1類 

•2贩
•竜用する 

•竜用しない

施工筒所 構法
寸法 

(mm)
冨さ 

(rm)
耐震性能 所定荷重 

CN)
表面仕上げ材 備考

0パーティクルボード回

a 蜻

•単板張りパーティクルボード

・化粧パーティクルボード

厦さ(mn).規格尋
・無研磨板(VN) •研磨板(VS)
-10 -12 -15 -18
•単板E ・レイ(DV)
•プラス刊ク・tE(D0)
・童装(DC)
•10 («tt) •12 (It燃)•

織り方 パイル形状
・置敷式

•支柱 
調整式

• 500x500 •1.0G
• 0.6G

• 3, 000
• 5, 000

•帯置昉止床タ“
•切械一へ・外•ウィルトンカーペット

•ダブルフェースカーペット 

•アキスミンスターカーペット

•カットパイル
・ループパイル
•カット/ループパイル

施工箇所
表裏面の状艇 

こよる区分

曲げ強さ 

による区分

耐水性 

による区分

建燃性 

による区分
厚さ 

(wn)
※倡タイプ ※?又はM ※尚 •置敷式

.支柱
調整式

• 500x500 •1.00
-0.6G

• 3, 000
• 5, 000

.帯電防止床』“
•而11卜色柄 ※模様のない無地

带電性 •箱用する •箱用しない
縁じゅうたんの接合方法 ※ヒートボンド工法 ・つづり縁い

下敷き材 ※反毛フェルト(JISL3204)の第2種2号 呼び!・さ8nn •
フリーアクセスフロアスフロアの試験方法 

※標準仕様書2〇. 2.2(2) (〇 (a)～ (d)による・ 
寸法精度

※標準仕様書2〇. 2.2(2) (t) (a)～ (c)による 
•以下による

パネルの長さの寸法精度( )
バネルの平面形状(角度)の寸法精度( )
フリーアクセスフロアの高さの寸法精度( )

帯置防止性能 

•評価值CU) W0.6以上 

•評価值CU) Z1.2以上 
感電防止性能 

漏えい嘏抗(R)之lx倍Q

パネル材料のホルムアルデヒド放出量58SF-A-A-A-A- ■ (20.2.3)

• JAS 0360に菱づく構道用パネル
吸音材料

» 類 庫さ(im)、規格等
施工価所 寸法(irm) • ロックウール化粧吸音板(DR) ・フラットタイプ 

(•9(不燃)•12(不燃) • )
•凹凸タイプ 

(•12(不螺)•15(不燃) • )

•タフTット刀ーヘツ *

パイル暗状 ハ・イJKさ(ran) 工法 帯・性 精者

•カットパイル •5~7 •
•全面接着工法 
・グ忡「•工法

•遗用する 
・遗用しない

・ループパイル ■ 4～6 ■ • ロックウール吸音話-ド1号 
•グラスウール!fi音習-ド32K

せっこうボード製品 

a s

• 25 •
• 25(ガラスクロス耗) •

曇さ如1)、規格等

• MDF 回 •カット・ループ併用

施工箇所
厦さ 
(irm)

表襄面の状艇 

による区分

曲げ強さに 

よる区分

接着剤に 
よる区分

離燔性に 

よる区分

下敷言材(グリッパー工法の場合)

※反暗フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ8mm • 
タフテッドカーペット用接着痢のホルムアルデヒド放散畳 灘女女女女 ・

・タイルカーペット

G>せっこうボード(GB-R) 
•不嫌積層せっこうボード(GB-NC)

@12.5 (不燃) ・15(不燃)

® 9.5 (不燃)•化粧無(下地張り用) 
・化好者(トラバーチン梢様)

パイル形状 種別 麻丄簡所 寸法 終厚さm 備考 〇シージングせっこうボード(GB-S) ©12.5 (※不蠅•準不蠅)

造作材の化粧面の旬打ち [6. 5. 3]
※隱し句打ち・句頭埋め木・つぶし頭旬打ち•句頭現し

諸金物
※かすがい、座金、籍金物、短冊金物

(改修標犖仕様・表6. 5.3～5に示す程度の市販品 表8.20.1のF疆程度)
• (膳状: 寸法: 材貫: )

※ループパイル ※第一種

•第二種
ほ500>< 500 米6. 5 ©強化せっこうボード(GB~F) 

•せっこうラスボード(GB~L) 
•化粧せっこうボード(GB-D)

•12.5 (不蛾)•15 (不蛾)021(不燃)
9.5
•木目12.5 (不螺)幅440mm程度
模様(•桩目・板目)専用下地材有り

•卜小-”棉様9.5 (舉不蟾)

構造形式
構成基材の 
種類 パネル表面仕上げ (db/ 

500HZ)
昉火性能

•カットパイル .第一種

•第二種

^500 x 500 ※队 パネル

•スタッド式(内蔵)

•スタッド式(露出)
•パネル式

•スタッドパネル式

・メラミン樹脂燒付又は 

アクリル樹脂燒付 
壁紙張り

・〇

•12
■20
■28
■36

•不燃

・加卜、R7.併用 .第一種

•第二種
※剛メ 500 ※& 5

合板回

タイルカーペットの敷言方 平場 ※市松敷言 •模様流し

階殴部分※模様流し •市松敷言

見切り、押え金物
材貫( )種類( )形状等(※図示・ )

[6.10.2、3]

楓 瑣 

0昔通合板
厦さ(mm).規格箏

表面の樹種

生地、透明童料塗り(※ラワン合板程度• )
不透明瑩料篁り(※しな合板程度・ )

板面の品貫・

厚さ(mm) ※図示による ■
肪虫処理 ・行う •行わない

•薬剤の加圧注入による防腐、M 
滴用部材

貝処理 [6.5.5]
保存処理悴熊区分 

-K2 -K3 -K4

パネル内に取付ける建具・あり(※図示 • ) •なし

パネル内に取付ける建具のドアクローザ、丁番、綻前、上げ藩しな標準仕様書16章 

8節の建具用金物に対応する材貫とする。
表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19軍による。

パネル材料のホルムアルデヒド放射量※E女«« • (20.2.4)種別 施工箇所 工法 仕上げの種類 •天然木化粧合板

•特殊加工化粧合板

化粧板の樹種名・

厚さ(mm) ※図示による ■
Eh虫処理 ・行う •行わない

化粧加工の方法 ・才-/V-レイ•7 'M •塗装
表面性能 • (タイプ)

厚さ細)※図示による ■

防虫処理 ・行う ・行わない_____________

構造形式 操作方法
圧接装置の 

操作方法

総厚さ 

(rm)
パネル表面材 遮音性 

CdB/500Hz)

二ae 刑 vノ笙 wfj. 

適用部材_

.XAi/ni^«AiA

处理の方法

※薬剤の製造所の仕様による

1 f- J-RkMALia

整割の糖孃

※皿$ K1571に遗合又は同等品

•厚膜型塗床材

(弾性ウレ0樹脂系塗床)

米平滑仕上げ

•防滑仕上げ•つや消し仕上げ 材質 仕上げ

•厚膜型塗床材 
心シ樹脂系塗床)

•鶯度流しのべ工法

•厚膜流しのぺ工法 

•樹脂邛排工法

•平滑仕上げ

•昉滑仕上げ

•平行方向移動式 

•二方向移動式

•手動式 

.電動式

.部分電動式

•ブッシュ式 

・ハンドル式

•鋼板 •焼付塗装

•壁紙張り
■ 36未満
■ 36以上

遗用部位( )

•合板等の加圧注入処理等の遗用

箱用部位( )

間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合) [6.5. 6]
※杼又は松 •

床組に用いる木材の樹編名(製材を用いる場含)

※杼又は松 •

窓、出入口その他に用いる木材の樹編名(製材を用いる場含) [6. 5. 7]
吊元棒、水掛りの下枠及び敷居※ひの言 

その他 ※松又は榜 ・

野縁等の種類 屋外(洪25潘•19K) 屋内(痢9潘•25K) [6.6.2～4]
屋外の形式及び寸法

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔・図示・
周辺部の端からの間隔・図示・

野禄の間隔 ・図示・

既存の埋込みインサート ・使用する 0使用しない
あと施工アンカーの施工後の確認試験

・行う

試験筒所數 ※屋内の場合、崙談隋において3简所 •()简所

弓1張試験にて確認する強度
※つyボルト愛け等の間隔が9001m程度以下かつ天井面積構成都材等の 

単位面積あたyの貫・が20kg/rrf以内の天井の場合は400晦度
• ( )N

0行わない

•吊りボルトの間隔が900mmを超える場合の補強方法 ※図示 ・

•天井のふところが3.0mを超える場合の補強方法 ※図示 ・
•天井下地材における耐震性を考盧した補強 補強箇所 ※図示 ・

補強方法 ※図示 ・

•薄膜型塗床材 

心シ樹脂系塗床)

※平滑仕上げ 化粧板

® メラSン樹屋化粧板 ;JIS K 6903 ICJ:& く※1.2 ® 6 )___
・ポリエステル樹脂化SHfi 1

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合 ※図示による

合板類の張付け -A9 .曜 ・
せっこうボードの目地工法等 

目地工法の種類 ※仕上表による

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

突付け工法のエッジの種類________ |・ベペルエッジ ・スクエアエッジ__________
目透かし工法のエッジの箱類 |・ベペルエッジ ・スクエアエッジ__________

化粧加工の方法(•オーバーレイ ・プリント •塗装 ・ )

壁紙のホルムアルデヒド故散量 58SF-A-A-A-A- ■ [6.14.2. 3]

パネル表面仕上げの壁紙張りの品貫、性能は、標寧仕様書19章による。
3K音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波數500Hzの音についての透過損失とする。 
ハンガーレールの取付け下地の補強

※取付け全直畳の5倍以上の荷直に対して、使用上支障のない耐力及び毫形量と 
な冬ように補強する。

■図示
パネルをランナーに取り付ける部品

※ランナーに加わる重・の5倍以上の荷重に耐えられるもの
ハンガーレール及びランナー

※バネル重・の5倍の荷重を、パネル1枚に使用するランナー数で除した値に 
対して、耐力及び毫形量が使用上支障のないもの

パネル材料のホルムアルデヒド放射■ 洪F-A-A-A-A- ■ (20.2.5)

•アクリル樹脂塗床 

(防塵塗料塗り)
※製造所の指定に 

よる

表面仕上げ※平滑

溶剤 ※水性

塗床材のホルムアルデヒド故散・ 濾女女女女 ・

フローリングのホルムアルデヒドの放散・等 [6.11.2-6]
※改修標寧仕様書6.11.2. (2)による・ 

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの故散童 ※•

単眉フローリング(フローリングボード1等)
工法 ・訂止め工法(•根太張り•直張り)•接着工法

樹種 ※なら ・
間伐材等の箱用・する •しない

単!!フローリング(フローリングブロック1等)
樹種 ・

厚さ(mm) ■
大きさ • •
間伐材等の箱用・する •しない

複合フローリング

工法 ・旬止め工法(•根太張り•亶張り)•接着工法

樹種 ※なら ・

種別 ・A種.B種.C種
間伐材等の箱用・する •しない

接着工法の場合の不陸緩和材※合成樹脂矣泡シート ・ 
•現場箜装仕上げ ※ウレタン樹脂ワニス箜り

・オイルスティンの上、ワックス塗り 
•生地のままワックス箜り

袁面材の精箱 脚部種類 ドアエッジの材曾 ドアエッジの潘也
@メラミン樹脂系化粧板 
・ポリエステル樹脂系化粧板

※幅木タイプ ※製造所の標寧仕様 

Oアルミニウム製 
•ステンレス製 
•表面材と同材

標寧 

)Rタイプ

施工简所
壁旭の建類

防火種別 備考
紙 続物 師質 千の他

•不燃・準不燃・難燃

材料の種類及び仕上げ (20.2.6)
■SUS304表面処理※也程度 •

•鋼製 表面処理 洎融亜鉛めつ言(※標寧仕様書表14.2.2による種別( 種))
・アルミニウム表面処理(※標寧仕様書表14.2.1による種別( 種))

色合等・標準色( ) •特注色( )
手すりの握り部分

•不燃・寧不燃・難燃

•不燃・寧不燃・難燃

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別 楽B種・郴 
コンクリート面の素地ごしらえの種別 ※日種・遍 

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別 楽B種・郴

材積 表面仕上げ H 径 Gun) IW6i 而! 備考

•集成材(材精:) • mti- • -3081¢ - 3581¢ -458«
•ビソ齣冲1-ル -3081¢ - 3581¢ -458«
项冒植叫イブ ■ 34 <6

春日部市 
学校教育部 
教青施設課

日付

武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事 A-04睛尺 図面名林
特記仕様書(改修その4)



35階段滑り止め

36黒板及び
ホワイトボード回

㉛表示

38タラップ

39ブラインド

40 ロールスクリーン

41カーテン

42カーテンレール

43ブラインドボックス 
及びカーテンボックス

魁天井点検口

發床点検口

46 くつふきマット

47流し台ユニット

48鋼製書架艮び物品棚

材種•ステンレス製 •黄絹製押出型材 (2〇. 2. 7)
・アルミニウム製押出型材・

形状 ※タイヤ型(タイヤの材貫:ゴム又は合成樹脂合等)•タイヤレス製
端部の形状フラットエンド・あり・なし

寸法(幅)•35顽程度 •40nmi程度 • 50顽程度
取付け工法※接着工法•埋め込み工法・

黒板区分 楽焼巻付け・

as •ほうろう •鋼製
色 ※緑

ホワイトボード(

(2〇. 2. 9)

(2〇. 2.11)

■ ) 
•塩ビシート)

................... ※消防法に箱合する市販品・
トグラフ、案内板等の彩状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、

新実防止表示

所※図示による 

形状・寸法(• 30¢ 
材貫 (•ステンレス製

•股價しない
誘導標議、非常用進入口等の表示 
室名札、ピク ・一 --------

取付け形式等(案内用図記号はJIS Z 8210による) 
※図示による

材貫我び仕上げ (2〇. 2.12)
•SUS304 (スリップ止め加工 ※あり •なし)

■M» 表面処理 濬融亜鉛めつ言
(楽標寧仕様・表14.2.2によるa別(※〇a 種))

(20.2.14)

形式 操作方法の種類 スラットの材種
スラ,ト幅 

(rm)
*・ ックス• 1/-* 
の材種

幅•高さ 

取付箇所

•横形 •手動 米ギヤ式 

•コード式 
•操作捧式

※アルミニウム
合金製回

澱5 ※銅製 •図示

•電動 一

•縦形 •手動 次2本操作:！ー卜・式 

•1本操作:！ー卜・式

•アルミスラット 

•クロススラット
• 80
•100

※ア応•)厶 
合金製

•図示

•電動 —

縦型ブラインドのスラットの材質

アルミスラット 焼付け塗装仕上げ
クロススラット 消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 「

ポリエステル繊雜又は柄物を原料とする合成繊雜を使用した型品を使用する場合回とする

操作方法 •スプリング式•コード式・電動式 (20.2.15)
幅、高さ、取付筒所 •図示・
材種 •ガラス繊維製•合成•天然為維製

品質等
その他の材料※ロールスクリーンの製造所の仕様による■
スクリーンの仕様

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

主リエステル繊維又は植物を原料とする合成緇»tを使用した製品を使用する場合は
冏とする

(20.2.16)
形式 開閉操作 ひだの種貌 生地のa別、

品貫、特殊加工等

取付け 
箇所

備考

•シングル 

•ダカレ

•片引き

•引分け

•手引き

•ひも引き

•霞動

•つまみひだ
•箱ひだ、片ひだ

• rレンひだ

•図示

(暗幕)

生地の仕様 消防法で定める防炎性能の表示があるもの
ポリエステル繊維又は柚物を原料とする合成!!維を使用する場合は、园とする

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり ※3〇〇1™以上 ・

材料による区分

強さによる区分 

仕上げ 

形状

※アルミニウム及びアルミニウ厶合金の押出し成型材

•ステンレス製

※伽〇 ・

※アルマイト ・
※角形

(2〇. 2.16)

溝幅 X 深さ細)-90x150 -120x80 -120x150 -150x80 •図示
材種 ・集成材(仕上げ: )

•アルミニウム製押出し型材(市販品)

種別(標準仕様書表14.2.1)• BC-1種• BC-2S
色合い・標準色( )•特注色( )

•鍋製(仕上げ: )

材種 寸法 形式 外枠 内枠

※アルミニウム製 ©450x450
■600x600

〇—般形 •屋内外用

。屋内用

〇額絶タイブ 

•目地タイブ

〇額每タイブ 

•目地タイブ

•気密形

材種 寸法 形式 備考

・アルミニウム襲 

〇ステンレス製
•鋼製

■450x450 
©600x600

• 一般形 

〇密閉形

•屋内外用 

〇屋内用

〇鍵付き

密囲型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

材種 受け枠 備考

•塩化ビニル又はゴム製 

•硬質アルミニウム合金製 

•ステンレス鋼(SUS304)製

•ステンレス製(SUS304) 
•硬質アルミニウム合金

品貫・性能 外気は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。 

構成材は、JISA 4420の8により試験を行ったと春、表1の規定による。
形状 ※図示

材種 寸法(m) 備考
W D H

•流し台 •1200
•1500
•1800

■550
■600
■650

• 800
• 850

市販品 
トラップ付き 

天板ステンレス製

•コンロ台 ■600 ■550
■600
■650

■620
■670

市販品

バックガード有り 
天板ステンレス製

•つリ戸楓 •1200
• 900

■450 ■500
■700

市販品

•水切り •1200
• 900
■600

— — 市販品 

ステンレス製 

•1段式・

～～[ 規格等

•・萼・架 JIS S_1039の規格による

・鋼曜物品tiB

Jisによる種類 

•1種• 2種• 3種 
• 4種•5g - 68

49屋内掲示板

50洗面カウンター

5I防煙室れ壁

52収納家具

①材料

③素地ごしらえ

④銷止め篁料瑩リ

⑤塗装回

枠の材質 ※アルミニウム製
表面の材質※塩ビ発泡シート張り •

材種 •メラミン樹脂化粧板張り(芯材:集成材)•人工大理石

奥行き細)•約450 •約600

降下機構 煙感知器連動及び手動開放装置(埋込型)

•固定式

材 質 厚さ細) 高さ(rrm) 備 考

米網入り磨板ガラス 

•線入り磨板ガラス
ほ6.8 5^500 アルミ製枠付き

•可動式

種 類 材 質 高さ(im) 備 考

•垂直降下式

(巻取り型)
※不燃布 
(不燃認定品)

※职

• 800
ガイドレール
※固定式(壁埋込型) 

•可動式(天井収納型)

•回転阵下式 個板製又はアルミ製 ※职

• 800
表面仕上げ 

米天井材張り

材質、形状、寸法 ※図示
材料のホルムアルデヒド故散畳
洪F☆亀☆☆ ■

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド故散量 ※ド☆☆☆女 ・ [7.1.3]
防火材料※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

•次の簡所を除言防火材料とする。(箇所: )

瑩替えRBaの場合の既存瑩膜の除去範囲 [7.2.1-7]
※劣化部分〔ま除去し、活膜部分は残す•図示・

下地爾整

下地面のa類
下地調整の種别 

篁醫え
ひび割れ部の補修

木部 ※不透明繼蚪绘リの埸合はRB需 —

鉄鋼面 •RA0注)湘啊 ・ —

帝鉛めつ点而 ■RAa(5t)溯3精・ —

亜鉛めつ巻面(倒萼建具) • RAH※旳 ・ —

W,せっこうプラ对・面 • RA種※冊種・ ・行う

•行わない

コンクリート面(DP以外)
A 1 Cパネル面

-RAa※煦 ・ ・行う
•行わない

押出成形セメント板面 ■RA種(注)

• RB着•RCW
・行う
•行わない

コンクリート面(DP) ■RAa (注)
• RB德•RCS

・行う

•行わない
せっこうボード面及び 

■Fの他ボード面

• RA種※冊種・
一

(注)DP以外からDPへ塗替える場合の下地調整は、既存塗膜の種類及び劣化状況に 

応じてRAa (戢存塗膜全除去)又はRB種(戢存塗膜一部除去)を還定すること。

[7.3.2～7]
下地面等 a別

木部 不透明塗料整リの場合 ※人覆 • BH
屏明繼蚪绘リの埸合 • A» ※听

鉄倒面御以外) • AW ※ca
鉄鋼面CDP) • A» ※听 • ca
晡鉛めつ声・面 • A» • Bfl
モルタル而及び廿つこうプラスター而 • A覆 ※日辑

コンクU—卜面 (DP以外)及びALCパネル面 • A» ※听

押出成形セメント板面及びコンクリート面(DP) • A» • Bfl
コンクU—卜面 (DPのみ) • A» ※听

せっこうボード面及び 1目地:継目処理工法 ※A覆 • BH
若の他ボード面 1目地:鎌目如理工法以外 ■ A3 ※听

[7.4.2、3]
素地面 の編婚 瑩料の础1 工程の祢別

鉄鋼面
SOP

(工程のa別は
『衰7.4.31)

繼善元 A» ※皿 •
新規見え掛り AH ※入颓・

就規見え曝れ AH ※日顽 ・

EP-G 
(工程のa剧技 

F3S7.4.31)

繼善元 -A»※日需 ※皿 •
新規見え掛り -A»兩 ※入颓・
新規見え疇れ -A»※日需 ※聊 •

DP
(工程のa別は
[«7.4.4])

塗替え 7. 4. 2 ⑴(イ)(b) 
による

• A種(下地調整RA種)

• Ba (下地 !H 整 RBa)

新規 7.4.2 ⑴(イ)(a) 
による

Aa

亜雄 

めっき
鋼面

SOP
(工程のa別〔ま 
陲 7.4.51)

塗替え ^A種•B種 ※〇種 ・
新規”建具等 ※A兩• ※入颓・
新規孑の他 ※彝 ・ ※听 ・

EP-G
(工程のa別〔ま

「表 7.4.51)

箏誉え cn • ※〇颓・

就規 H 建具等 CH • ※人顽 ・
新規孑の他 C» • ※听 ・

DP
(工程のa別は
[«7,4.6])

箜替え Ba • —

新規 B種・ —

[7.5.2-7.12.2]
IS

篁装のa類 笙装面 ~W
源A種・

緬遗・ 範遗・

'(鍋製建具以外)

・ア方リル帝脂系非; 型(NA必
•耐候性塗料塗り(DP)

紳甫!

•木材保護塗料塗り(呻)

•合成樹脂調合ペイント 

塗り(SOP) 
塗料の種别 

※〔種・

つや有合成樹脂エマルションペイント童リ(ユカリー卜面、モわ・面、せっこうプう对一面、 
せっこう南•・ド面、その他ド・ド面)の塗替えの場合のしみ止め

※瞄又はcaの場合は[:表7.9.1]の工程1の下箜リをしみ止めシーラーとする•

上塗り等級( )級

缨• 

紬稼・

雄種• A種源誕• A種 

•ピグメントスティン篁リ 

・オイルスティン塗り(OS) 
a<Ba • Aa 豚 b種• a種

•合成樹脂エマルシ3_ンペイン 

•ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 
•スティン篁リ

紬種・Aa_ 
〇S~• 
iiaza 
.B種※嫩

瀨電• 
基A養• 

紬稼• 

雄種•A幽 
紬種EM

雄種• AS 
OB~• 
曲・ 

雄種• AS 
紬種・Aa_

・クリャラッカー塗ーリ(CL)
------- 冰分岬篁料4

歯あき鋼面 一

上塗り等級(—x_a.
け列ー卜面及び押出成形わント板面

〇っや有合成樹脂エマルシ 

ョンペイント塗y CEP-G) _

屋・

炙B種・

鍋面

合成樹脂エマルシ3ンペイント篁リの篁替えの場合のしみ止め 

※曜又はC種の場合は[表7.10.1]の工程1の下童リをしみ止めシーラーとする

注)dp以外からdpへの箜替えは、下地爾整のa別に注意すること。

高日射反射篁料瑩リ回

下地調整[7.2.2] • RA種 ※RBa - RCa
章料その他

篁付けXkg/rri)Imrr日・圖”
塗料製造所の 
愤による

•1級・2®
• 3級

工程

塗料塗り JIS K 5675屋根用咼日射|
________  I反射率瑩料し

W

クリヤラッカー瑩y Aaの工程2の遗用
・箱用しない

・箱用する(着色剤:・洎剤系着色剤•油性染料着色剤)

ウレタン樹脂ワニス篁リの工程1の着色の遗用
•箱用する•箱用しない

オイルステン篁リの工程等

•製造所の仕様による

8耐震改修工事 特記仕様書(改修その7～8)による

①石綿粉じん溪度測定

2石綿含有吹付け材の 
除去(レベル1)

3石綿含有保温材等の 

除去(レベル2)

4石綿含有成務板の 
除去(レベル3)

⑤石綿含有建築用仕上 

塗材等の除去 

(レベル3)

6 PCB含有シーリング 
材処分

7外断熱改修工事叵]

[9.1.1]測定時期、場所及び彌定点

適用 測定 
名称

測定時期 測定場所
測定点 

(処理作業室ごと)レS»2 k 03

X X
測定1 
測定2 匹理作業前

也理作業室内 •各2又は3点•()点
•各2点•()点

測定3

匹理作業中

也理作業室内 •各2点•()点
X 測定4 也疗イーグーン入口 •各1点•()点

測定5
集じん•排気婪億の 

建置の排出口
(処理作業ま外の場合)

出口吹出し風速 

1m/s以下の位置 

•各1点•()点
測定6 )；;旭・g 規虞<日,應血む・ •4方向各1点•()点

X X 測定7
匹理作業後(隔艇 
k-卜撤去前)

処理作業室内
9各2点(尸 脳は各1点)
•()点

測定8 虛工区画周辺又は败地境界
•4方向各1点

測定9 処理作業後がー卜撤 

去後1週間以降)

処理作業室内 •()点

測定10 面工区画周辺又は败地境界 •()点

測定方法
•自動測定器による測定

測定4,5のみ※パ-H伽力ウン如、粉じん相対温度計(テ•シ•殊粉じん計)、繊維状粒子 
自動計測器(リア竹“〃イk-モオ-)等、排気の粉じん濃度を迅速に 
計測できる機器にて測定

• JIS K_3850-1に基づいた測定

測定4, 5 測定 測定

メンプレ刀小タの亶径(im) 25 47 47
試烬の吸引流S(L/min) 5 10 10
試料の吸引時間(min) 30 120 240

除去対象範囲 •図示 • [9.1.3]
除去工法 ※[9.1.3] (2) ¢7)による

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措｛t
※密封処理 ※湿涸化 •固形化

除去した石綿含有吹付け材等の処分
•埋立処分(管理型最終処分場)

•中間処理(溶融施設または無害化処理施設)

除去工法 [9.1.4]
京[9.1.4] (2)による(原形のまま、手ばらしが可能な場合)

除去対象範囲•図示

-[9.1.3] (2)による(損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合)
除去対象範囲•図示

除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置
※密封処理 ※湿涸化 •固形化

除去した石綿含有保温材等の処分
•埋立処分(管理型最終処分場)

•中間処理(落融施設または無害化処理施設)

除去対象範囲・図示 [9.1.5]
石綿含有けい酸カルシウム板第一aの場合の隔離養生(負圧不要)方法

•ビニールシート等による養生を行う ・

除去した石締含有成務板の処分

•石綿含有せっこうボード
※埋立処分(管理型最終処分場)

•石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

•埋立処分(安定型最終処分場)
•中間処理(濬融施股または無害化処理施股)

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一aの処分
•埋立処分(安定型最終処分場)

•中間処理(港融施設また〔ま無害化処理施設)

除去対象範囲・図示 [9.1.6]
着工前の試験施工・行う•行わない

除去工法( )

除去した石綿含有建築用仕上塗材等の飛散防止
※密封処理 ※湿涸化 •固形化

除去した石綿含有建築用仕上塗材等の処分
•埋立処分(安定型最終処分場)

•埋立処分(管理型最終処分場)
•中間処理(港融施設また〔ま無害化処理施設)

8-3鉄骨工事・鋼材による。 
・アルミニウム製笠木による。

•行う•行わない
・后う•行わない

•改修特記仕様・第4章外壁改修工事による

•断熱材の製造所の仕様による■

•外装材製造所の仕様による ■

■あy ( im) •なし
"図示 ・

鋼材改修特記仕様書第8章
笠木改修特記仕様書第3章
既存外壁の処置
既存外壁仕上げ材の撤去

下地面の清掃

欠損部の改修工法

工法

坦築基寧法に基づき定まる風圧力の(•1・1」5 -1.3)倍の風圧力に対応した工法 
不陸等の下地調整・
斷熱材の施工 ----------- -------- --..  一

外装材の施工

通気!！の有無
外装材の外壁への取付け ー.

笠木の施工 •改修特記仕様•第3章アルミニウム製笠木による

赫類 標取する部位•簡所致 備考

• PCB會有シーリング 
分析調査(第一次判定)

都位・図示・ 
箇所数: 箇所

•PCB含有シーリング 
分析調査(第二次判定)

邪位 •図示 ・ 
箇所数: 箇所

詳細〔ま監督Kとの協・による

断熱材

種類( )厚さ( im)施工箇所(•図示
ホルムアルデヒド故射童 ※F☆☆☆女 ・

外装材

[9.2.1-4]
)

a s ！访火性能I m者

8斷熱•防露改修工事叵 フェノールフォー厶断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量 

京衣衣 B
開口部等補修のための張付け用の接着痢のホルムアルデヒド故散量

京 ■
工法

•断熱材打込み工法

断熱材 JISA9521に基づく発泡プラスチック断熱材
種類

厚さ(mm) •
施工箇所・

■断熱材現場発泡工法

断熱材の種類※人種1-AS1H
厚さ伽) -25 -30 •
盅エ箇所 •図示・

•断熱材後張り工法

断魅材JIS A 9521に基づく矣泡プラスチック断魅材

a類・ 厚さ細)•
•せっこうボード等を張り付けたパネルを使用 

材貫・ 厚さ細)•

•張り付け工法
斷熱材の張り付け工法・ 

斷熱材へのボードの張付け工法・

[9. 3. 2～4]

9屋上緑化改修工事叵 植栽基盤及び材料 [9.4.2～4]
屋上緑化賤畳システム

芝及び地被類の樹a並びにa類等
見切り材、舖装材、水披き管、マルチング材等 

工法

建策基準法に基づき定まる風圧力の(•1-1.15
かん水装置 ・設置する(a類
既存保議眉の撤去・行う•行わない

•箱用する•箱用しない

※図示 ・

※図示 ・

■1.3)倍の風圧力に対応した工法
)

新柄した芝及び地被類の枯補價の期間 ※引き涙しの日から1年

10透水性アスファルト 
舖装改修工事

11舖装版切斷時に 
発生する濁水の処理

遭用範囲:歩道

既存舖装の撤去及び再利用※図示・
[9.5.2～5、9]

路床の材料

a別 材料 厚さGun)
・盛土 .A種 .B種 .C種 .D種

•律訝汚如から再牛した飢理十[G1
•図示

■凍上抑制層 •再生クラッシャラン回・クラッシャラン

•切込み砂利

・砂(改修標寧仕様書表9.5.1による)

・図示

・フィルター層 •改修標準仕様書9.5.3 (2)(ウ)による •図示

(凍上抑制眉に用いる材料に砂を用いる墙合の粒度試験)

•行う •行わない

•安定処理工法

皿

•囱示

•行わない

路盤
路盤の構成及び厚さ•図示・

路盤材料(改修標寧仕様書表9.7.3による種別)
•クラッシャラン

•路床安定処理 _____ .. 一・..
安定処理の方法 ・置き換え工法(•

路床安定処理用落加材料

as •普通ポノレトランドセメント

・フライアッシュセメントBa
•生石灰(•特号•1号)

添加童( )kg/m1(目標CBR
目標CBRを満足する落加畳の確認方法

・ジオテキスタイル

単位面積質・
厚さ細)

引張強さ

透水係數

舖装の構成
舖装の平たん性 ※著しく不陸がないもの・

關粒度アスファルト混合物等の抽出試験・行う

•箱用する •箱用しない

•クラッシャラン飲鋼スラグ回

•粒度調整飲鋼スラグ回 

・水硬性粒度|!整紙鋼スラグ回

•粒度"砕石
•再生クラッシャラ;

•再生粒度|!整砕石

-60g/rri以上 
■0.5-1.0
• 98N/5
•1.5x

•高炉セメントBa0

•消石灰(•特号•1号)
ほ3以上・ )
•安定処理土のCBD試験・

5cm)以上 
以上

路床土の支持力比(CBR)試験 ・行う •行わない

現場CBR試験 ■传う •行わない
路床締固め度の試験 ・有う •行わない

六価クロム濬出試験 ・行う •行わない

濁水の処理

1) 受注者〔ま、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。
a類及び処理童 •図示による
処理方法
•中間処理後、最修処分場に號入(処理に焼却含まず)

•中間処理後、最終処分墙又はセメント工場に城入(処理に焼却含む)

2) 受注者は、別の中間処理施設を選定する場合、事前に監督員と協議するものと 
する。

共通事項

1) 受注者〔ま、舖装版切断作巢を行いながら濁水を可能な限り回収し、作巢後速や 
かに回収した濁水を産集魇橐物の汚泥(油分を含む汚泥)として中間処理施設 

に連城及び処理するものとする。

2) 受注者〔ま、汚泥の中間処理巢の許可を受けている業者と産巢魇素物処分委託契 
約を締給しなければならないものとする。

3) 受注者は、自ら蓮搬を行う場合を除を、汚虎の収集蓮城業の許可を受けている 
巢者と産巢廳素物収集連搬委託契約を締倩しなければならないものとする。

4) 受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する 
法備において定める産集魇橐物管理累(以下「マニフェスト」という。)にょ 

り管理するものとする。
提出・類等

1) 受注者〔ま、施工計画書において、濁水の回収、連携及び処理に関する方法を定 
めなければならないものとする。また、中間処理業者我び収集連城集者と締給 

した委託契約書の写し我び許可証の写しを落付すること。

2) 受注者〔ま、工事完成後速やかにマニフェストの写しを監督貝に提出しなければ 
ならないものとする。

その他

1) 濁水処理・については、舖装版の切斷延長や切断厚が囊わった場合を除き、原 
則として設計套更の対象としないものとする。

2) 受注者〔ま、舖装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事 
前に監督員と協議するものとする。

3) 疑蒙等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

春日部 

学校教育 

教青施設

武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事

特記仕様書(改修その5)
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①

鉄
筋
工
事

①鉄筋

2溶接金網

(3)鉄筋の継手

④ 鉄筋の定着

⑤ 鉄筋のかぶり厚さ 
支,び間隔

(階接金網含む)

⑥ 各部配筋

7ガス圧接

8機械式継手

値)溶接継手

鉄筋の種貌 (5. 2.1) 施工完了後の濬接部の試験
•外気試験

試験対象 ※全數
ゆ項目

•評定等の評価内客による ・
ゆ方法

•評定等の評価内容による ・
•超音波測定試験

ゆ対象
•抜取り

ロット
•1組の作集班が1日に行った濬接簡所で、最大200箇所程度とする

試験の箇所數
•1ロットに対して( )箇所

•全数
試験項目 ※内部欠陥の検出
試験方法

Z 3063 (鉄筋コンクリート用異潘棒鋼港接部の超音波測定方法及び 
判定基準)による

不合格となった場合の情置

11塞中コンクリート

12暑中コンクリート

13マスコンクリート

14無筋コンクリート

15コンクリートの 
単位水宣測定

適用期間(月 日〜月 日) (6.11.1、2)
構造体強度補正値(S)を積算温度を基に定める場合

•図示による( )、$=()• ...... .
¢6.12. 2)

適用期間(月 日〜月 日)
構造体僉度補正値($)
京6N/wn2 •図示による( )、S= ( ) •

適用箇所 (6.13.1、2)
•図示による( ) •

セメントの種類
•普通・Fトラント・セメント•中庸熱・•ルトラント•セメント•低熱が时ランドセメント
•高炉セメントB種 • フライ乃シ】”ントB種 •シリカセメント

混和材料の適用
•あり(•標準仕様書6.13.2 ¢2) (7)による•標準仕様書6.13. 2 (2)(イ)による

■ )
スランプ
航 5cm •

構造体僉度補正値($)
※標準仕様書表6.13.1による

コンクリートの種類 (6.14.1)
※普通コンクリート・

セメントの種類
※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は 

フライアッシュセメントA種
•高炉セメントB種回
・フライアッシュセメントB種回

設計基準強度 ※18 CN/mm2) •
スランプ ※恃〇!!又は18cm •
適用箇所

※標準仕様書6.14.1(4)による箇所 •図示による( )

実施要傾
⑴単位水・の渊定は、150m'に1回以上及び荷下し時に品質の具常が認められた時に実施する。
(2) 単位水童の上限値は、標準仕様•6.3.2(イ)(c)による。
(3) 単位水量の管理目標值は次の通りとして、施工する。
1) 測定した単位水童が、計画觸合書の股計值(以下、「設計値」という。)±15kg/m3 

の範囲にある場合はそのまま施工する。
2) 測定した単位水量が、設計値±15を超え土20kg/maの範囲にある場合は、水量套 
動の原因を爾査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運撤車の生コン 
は打設する。その後、設計値土!5kg/ma以内で安定するまで、蓮搬車の3台卷に 
1回、単位水・の測定を行う。

3) 股計值±2Dkg/nPを超える場合〔ま、生コンを打込まずに持ち鼎らせ、水・蠹動の 
原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後 
の全運號車の渊定を行い股計值±20kg/m3以内であることを確認する。更に、股 
計ft±15kg以内で安定するまで、連城車の3台毎に1回、単位水畳の測定を行う。

4) 3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。
(4) 単位水童管理についての記錄を書面(計画爾合書、製造管理記録、打込み時の外気 
温、コンクリート温度等)と写J!により提出する。

(5) 単位水童の測定方法〔ま、高周波睛置加熱乾嫌法(電子レンジ法)、邛メT法又は聘置 
客畳測定法による。また、試験機関は酸当コンクリート製造所以外の機関とする。

糠婚の記导 呼び極(ran) 備者

QSD295 D16以下
-SD345 D19以卜

形状等 (5. 2.2)
種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の経(mm) 使用部位

鉄筋の継手方法等 ¢5. 3. 4)
部位 継手方法 呼び径(ran)

柱、梁の主筋 •ガス圧援•機械式襁手 
•溶接継手

洪D19以上

耐力壁の鉄筋 •重ね継手.
・當•耐圧スラブ、土圧疑 •重ね継手•ガス圧接
その祐の跚〔 ) •重ね継手〇ガス圧接

継手位置
•図示による(構造関係共通図(配筋標準図)5.1、6.1、7.1、7.3、8.1) 
基礎梁主筋の継手位置•図5. 2 •図5.3 •図5. 4

•図示による( )
柱及び梁の重ね継手の長さ

•図示による( )
耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ
※図示による(構造関係共通図(配筋標準図)3(1)(ウ))
•図示による( )

柱及び梁の主筋で隣り合う継手を同一箇所に設ける部分の位置及び施工方法等 
•図示による( )

鉄筋の定着長さ (5.3.4)
〇図示による( )

機械式定着工法
蓮用場所

•図示による( ) •
種類

•康據圧接接合 ・螺合グラウト固定
•飯合グラウト固定

工法
※第三者機関の評定等を取得している工法とする

必要定着長さ
※評定等の評価内客による

補強筋潘状
※評定等の評価内客による

かぶり厚さ
※評定等の評価内容による

品貫確認
※評定等の評価内容による

検査
※評定等の評価内客による

鉄筋の余長の長さ 
構造関係共通図(配筋標寧図)による。これによらない筒所は図示による。

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う) (5.3.5)
※図示による(構造関係共通図(配筋標準図)4(1)哀4.1) 
•図示による( ) •

柱及び梁の主筋にD29以上の使用
•あり適用箇所( )

主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する
耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)

•あり適用箇所( )
•最小かぶり厚さに加える厚さ ( )nn

※図示による (5.3. 7)

圧接完了後の圧接部の試験 (5.4.10)
外飆試験

※行う(全ての圧接部)
板取試験

※超音波探傷試験(試験方法 標準仕様書5.4.10(イ)(a)による)
•引張試験

試験方法 半標準仕様書5. 4.1〇(イ)(b)による

適用箇所 (5.5.3、5)
•図示による( )

H12建告第1463号に適合する性能
• A級

種類
・ねじ式鉄筋継手
充埴方式
•無機グラウト方式 •有機グラウト方式 ・

•端部ねじ加工縄手
•モルタル充埴式縄手

工法
※第三者機関の評定等を取得している工法

鉄筋相互のあ言
※評定等の評価内容による

品貫の確認
※評定等の評価内容による

検査
※評定等の評価内容による

施工充了後の継手部の試験
•外気試験

試験対象 ※全数
試験項目

•評定等の評価内容による ・
試験方法

•評定等の評価内容による ・
•超音波測定試験

試験対象
•抜取り

ロット
•1組の作巢班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

試験の箇所數
•1Oツトに対して( )簡所

•全數
試験項目 ※挿入長さ
試験方法

58SJIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定 
方法及び判定基準)による

不合格となった場合の楷置

適用箇所 (5.5.3、5)
〇図示による( ) •

H12建告第1463号に適合する性能
• A級

濬接継手の工法
•図示による( ) •

鉄筋相互のあき
•標寧仕様書5.3.5(4)による 
•評定等の評価内容による 
•図示による( )

也
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① コンクリート 

の種類等

② セメント

角)骨材

④混和材料

5打継ぎの位置、 
ひび割れ誘発目地、 
打継ぎ目地

⑥湿渭養生

7コンクリートの 
仕上リ

8打増し厚さ 
(打放し仕上げ部)

⑨型枠

10軽量コンクリート

類別 (6- 2.1)
米I類(JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート)

• I!類(JIS A 5308に適合したコンクリート)

普通コンクリート (6. 2.1～6. 2.4)
設計基準強度 

(N/nw り
気栽単位容植

曾・骨 Ct/ma) スランプ 適用箇所

024 2. 3稈度 •15又は18 018
■21 2. 3程度 •15又は18 -18

構造体僉度補正値($) (6 3.2)
※標準仕様書表6.3. 2による

補正値S = 3 (月 日～月 日、月 日〜月 日)
S = 6 (月 日〜月 日、月 日〜月 日)

種類 (6- 3.1)
※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は 

フライアッシュセメントA種
適用箇所(米下記以外全て ・ )
普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、水和 
熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする。

•高炉セメントB種回
適用箇所(・1FLより下部(立上り部含む) )

・フライアッシュセメントB種回 

適用箇所(• )

アルカリシリカ反応性による区分 (6. 3.1)
※人•B (コンクリート中のアルカリ終宣が3.0 kg/ma以下)

〇混和剤 (6- 3.1)
混和剤の種類
米標準仕様書6. 3.1(4) (a)による •

•混和材
混和材の種類
※標準仕様書6. 3.1¢4) (b)による

打継ぎの位置 (6 6.4)
梁及びスラブ

※スパンの中央又は端から1/4の付近
•図示による( ) •

柱及び壁
※スラブ、壁梁又は基礎の上端
•図示による( ) •

目地の寸法 (6. 6.4) ¢6. 8.1)(9. 7.3)
•標寧仕様• 9.7.3(1)(7)による ・
※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し部で処理する
•図示による( )

ひび割れ誘発目地の位置、形状、寸法 (6 8.1)
•図示による( )

湿!!養生の期間 (6 7.2)
・セメントの種類が普通工コセメントの場合 ( )日

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ (6.2. 5) (6. 8.2)
種别 滴用箇所

• A種 ※圖示による( )
• B種 ※圖示による( )
• c種 ※図示による( )

コンクリートの仕上りの平たんさ

種别 滴用筒所
• a種 ※圖示による( )
• b種 ※板!示による( )

• c種 ※圖示による( )

打増し厚さ ¢6. 8.1)
•打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

• 20imn
•打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

•1 Ohio • 20rrm
•外装タイル後張り面の打増し処理

-20nn •
打増し範囲

•図示による( )

せき板の材料及び厚さ (6. 8. 2)
〇合板(顒2顽• )回

コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用 
する場合は、強度、変形等について、事前に監督員と協議する。

•断熱材を兼用した型枠の使用
適用箇所 •図示による( )•

•MCR工法用シートの使用
適用箇所 •図示による( )•
打増し厚さ•20nm •
打増し範囲•図示による( )•

スリーブの材種•規格等
•図示による( )•

存置期間及び取外し (6. 8. 4)
米標準仕様書6. 8. 4による
•普通エコセメントの場合(※図示による( )• )

適用箇所 (6.10.1、2)
•図示による( )

種類
•1種 • 2種

気乾単位容積質宣
•標準仕様書表6.10.1による

スランプ
ほ21 cm •

春日部市 
学校教育部 
教青施設課

日付

武里小学校校舎トイレ改修工事改修工事
四面No.

A-06睛尺 図面名林
特記仕様書(改修その6)



高架水槽

学 校 教 育 部 縮尺

図面No.

図面名称

工事名称日付

武里小学校校舎トイレ改修工事

教 育 施 設 課

春　日　部　市

運動場

特別・普通教室棟

門

公
道

　
Ｗ

5
.
0
M

体育小屋

市
道

　
Ｗ

8
.
0
M

市道　Ｗ6.0ｍ

門

対象建築物を示す。

凡　例

配置図　　S=1:400

A1：1/400
A3：1/800

本工事場所：埼玉県春日部市備後西五丁目５番２号

案内図

案内図・配置図

体育小屋

屋内運動場

プール付属室

プール

25×15.3

管理・特別・普通教室棟

給食室

受水槽

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

学校開放
屋外便所

門

Ａ-07

凡　例

トイレ改修工事部分を示す。
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プール付属室

給食室

受水槽

学 校 教 育 部 縮尺

図面No.

図面名称

工事名称日付

武里小学校校舎トイレ改修工事

教 育 施 設 課

春　日　部　市

汚

汚

足洗い場

汚 汚 汚 汚 汚
汚

汚
雑

HH

汚

汚

汚

雑

汚

汚

管理・特別・普通教室棟

特別・普通教室棟渡り廊下

キュービクル

A1：1/200
A3：1/400

学校開放
屋外便所

体育小屋

仮設計画図　　S=1:200

鳥小屋
水槽

ｺﾝ基礎

通路

花壇

プラ敷板

1200×2440×22

301.22㎡

仮設現場事務所設置時及び撤去時

現場事務所

花壇

工事関係者ﾔｰﾄﾞ

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

W=6.0 m×H=1.8 m

仮設トイレ仮設トイレ

▲
●
／

凡　　　例

※仮設計画については、工事開始前に学校側と協議の上決定する。

　（工事車両は事前に搬出入台数について学校と打合せのこと。）

※工事車両は原則、資材等の搬出入時以外敷地内に進入出来ない。

　また、作業員が不用意に工事範囲外に出ることの無いよう十分管理を徹底すること。

　不用意に生徒が工事範囲内に侵入しないように十分管理を徹底すること。

　工事範囲内と範囲外との区別を徹底し、安全に十分配慮することは勿論、

※工事期間中も、工事範囲以外の他部屋及び校舎、校庭、グランド等を生徒が使用するので、

※敷地内の車両の走行は最徐行とし細心の注意を図ること。

▼

：今回工事建物を示す

：搬入路及び搬入経路を示す

：工事業者出入り口

：交通誘導員（５人）を示す。（仮設材等の大型車両搬入時のみ）

：仮囲い（ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ）　H=1.800

仮囲い:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ=1800×1800

L=16.20ｍ

仮囲い:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ=1800×1800 L=8.95ｍ

仮囲い:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ=1800×1800

常設

L=89.43ｍ

L=76.00ｍ

L=4.68ｍ

▼ ▼

▲
●
／

仮設計画図（参考図）

L=6.67ｍ

1F

1F-4F 1F-4F

1F-3F 2F

Ａ-08

仮囲い:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ=1800×1800

仮囲い:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ=1800×1800



I 〇

.J
冰管より

〇

電源供給:一 

既設コンセントよ

’開閉不可の場合は凍箱工法による

7

支柱:単管ポイプ© 8.6 @ 1,800

仮囲い：万1:鋼板H-2,000

仮囲い：万能鋼板H-2, 000 手掴天端:防護加、

ー膈縁:米
嗣縁:米柵45x45カエルVクランプ十

霭湿GI 一

U) t 12 貼 
7 2.5 H-900 
扣胸タクラソブ

〇

〇〇

C*J

〇 

g

〇

¢*5
co

—— 支缶単管/「イプけ48. 6 @1,800 
※必要に応じて、筋かいを取り付ける

屋根:硬質塩ビ波板葺t0.8 
垂木:*:IS 45x54 @ 600垂木止めクランプ 

梁:単管ハ’イブ。 48.6 @ 900
※必要Iニ応じて、プレスを取り付ける。

一手掴壁：ラル

件

凡例

壁：ラル合板(U) t12 見え掛り部分77^-7貼ア2.5H-L800

単管ポイブのシ•ヨイソト部•出隅部・端部(H1.800以下部分)は、防護加、'ーを取り付ける等の安全対策を行う事。 

兩天時の使用を考慮する事。

丨仮設トイレ断面図S=1/30 ]

ヽ|、'

X 七根太：米梱45x54 @ 450 
七大引：米:® 90x90 @ 900

3,650 1,500

〇 __

A-09
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1：1/30 •1/100

A3： 1/60 ■1/200
&面名林
仮設トイレ計画図(参考図)

村̂

!
汚水管:露出配管
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日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/100

A3 :1/200
&面名林
改修前・後特別•普通教室棟1階平面図

©

N

©

〇

UP

UP
3,800 4, 700

I I
8,500 ,500 8,500 8,500 8,500

UP ______________________________________________________63,990

(り ® ® ® (D ④ (D (D ①

®

改修後特別・普通教室棟1階平面図 s=i：100
改修範囲を示す。

市
部
課 

部
育
設 

教
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日
校
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春
学
教



A-11
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/100

A3 :1/200
&面名林

改修前・後特別•普通教室棟2階平面図

N

©

©

〇

®

® ® ® (D ④ (D (D ①

改修後 特別•普通教室棟2階平面図 S=1：100
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A-12
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/100

A3 :1/200
&面名林

改修前・後特別•普通教室棟3階平面図

N

® ® ④ ® ® ①
改修後 特別•普通教室棟3階平面図 S=1：100
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部
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部
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日
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春
学
教



特別•普通教室棟トイレ仕上表

階 室名 床 巾木 腰壁 壁 天井

廻り縁

天井高

備考

1 
(
3 
階

車椅子
対応トイレ

改修前 長尺塩ピシー卜張り(重歩行用)t=2I 〇 ［撤去】 100角磁器質タイル張り【一部既存のまま・撤去】
AEMP塗り【既存のまま・一部塗膜除去後撤去】 
(アスへ'スト含有レぐル3)

珪カル板7 5目スカシ張りVP塗り【撒去】 
LGS天井下地野緑19形@300【撤去】

塩ビ製【撤去】

2, 400
ライニソグ:天端网ミソ化粧合板貼り20x 150【撤去】 

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルルへ・リング材塗り7 0.6 
カチオン系下地調整剤塗布

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】

化粧けい酸姑シウム板7 6 (アルミシ’ヨイナー工法)【新設】 

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形 @ 450 

便器・洗面ライニング部分:抗ウィルスメラミン化粧板ア 3【新設】 

下地 耐水合板712+12 LGS壁下地65形 @ 450 

既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い 

廊下側

GB-R12. 5+12. 5ケイ酸姑シウム板7 6 EP-G壟り【新設】

化粧石膏ホ'ード張り7 9.5 (不燃)突付け張り工法

LGS天井下地野緑19形@300共【新設】

天井点検口:アルミ製450角【新設】

塩ビ製【新設】

2, 400

ピクトサイソ!50x 150 (JIS Z 8210)

ライニング天端:ホ’ストフォT メラミン化粧板ア 20【新設】

男子

改修前 長尺塩ピシー卜張り(重歩行用)t=2I 〇 ［撤去】 1〇〇角磁器質タイル張り【既存のまま・一部撤去】
AEMP塗り【撤去・既存のまま】

(刀S'スト含有レぐル3)

珪カル板7 5目スカシ張りVP塗り【撒去】

LGS天井下地野縁19形@300【撤去】

塩ビ製【撤去】 

2,400～3.000

木製建具(木枠共)、トイレフ'ース【撤去】 

ライニング:天螞メラミン化粧板ア 20【撤去】

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

1：・二ル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルルぐリソグ材塗り7 0.6
カチオソ系下地調整剤塗布

トイレ用防滑性ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

(男子トイレ内 小便器前尾垂部 色張替えL=600

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】

小便器前

H-85【新設】

化粧けい酸カルシウム板ア 6 (アルミシ’ヨイナー工法)【新設】

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形 @ 450

一部网ミソ不燃化粧板7 3 6張り【新設】モルタル面接着プライ十処理の上モルタル壟り

小便器•洗面•SKライニング部分:抗ウィルスメラミン化粧板ア 3【新設】

下地 耐水合板712+12 LGS壁下地65形 @ 450
既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い

化粧石膏ホ'ード張り7 9.5 (不燃)突付け張り工法

LGS天井下地野緑19形@300共【新設】

天井点検口：アルミ製450角【新設】

塩ビ製【新設】 

2,400～3.000

三方枠:スブルース30x 180 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

アルミサッシ領緑:スブルース7 30 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

ピクトサイソ!50x 150 (JIS Z 8210)、トイレフ七ス【新設】 

ライ二ソグ天端:ホ'スト万T メラミソ化粧板7 20【新設】 

雜巾かけ：SUS製16角L450、モップ掛けポネル【新設】 

床下点検口 : 600x600 (防水・防臭型)【新設】1階のみ 

天井点検口 ：450x450 (7JV5製)【新設】

各手括り、衛生器具取付は機械設備工事とする。

女子

改修前 長尺塩!:・シー卜張り(重歩行用)t=2.0 ［ffi去】 1〇〇角磁器質タイル張り【既存のまま・一部撒去】
AEMP塗り【撤去・既存のまま】

(アストスト含有レドル3)
珪カル板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】

LGS天井下地野緑19形@300【撤去】

塩ビ製【撤去】 

2,400

木製建具(木枠共)、トイレフ'ース【撤去】 

ライニソグ:天端网ミソ化粧板7 20【撤去】

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

1：・二ル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルフレぐリソグ材塗り7 0.6 

カチオン系下地調整剤塗布

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】

化粧けい酸カルシウム板ア 6 (アルミシ’ヨイナー工法)【新設】

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形 @ 450

一部网ミソ不燃化粧板7 3 6張り【新設】モルタル面接着プライ十処理の上モルタル壟り

小便器•洗面•SKライニング部分:抗ウィルスメラミン化粧板ア 3【新設】

下地 耐水合板712+12 LGS壁下地65形 @ 450
既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い

化粧石膏・'ード張りア 9.5 (不燃)突付け張り工法 

LGS天井下地野縁19形@300共【新設】 

天井点検口:アルミ製450角【新設】

塩ビ製【新設】 

2,400

三方枠：スプルース30x 180 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

アルミサッシ額縁：スプルース7 30 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

ピクトサイン!50x 150 (JIS Z 8210)、トイレフ•ース【新設】 

ライニング天端:ホ’ストフォT メラミン化粧板ア 20【新設】 

雜巾かけ：SUS製16角L450、モップ掛けポネル【新設】 

床下点検口 : 600x600 (防水・防臭型)【新設】1階のみ 

天井点検口 ：450x450 (7JV5製)【新設】

各手括り、衛生器具取付は機械設備工事とする。

1 
(

3 
膺

水飲み埸

改修前 50角磁器質モザイクタイル貼り【撒去】

AEMP塗り【壟膜除去】

H-100
(アスぐスト含有レヾル3)

AEMP塗り (アスへ'スト含有レドル3)
化粧石膏ホ'ード張り7 9.5【撤去】 

LGS天井下地野縁19形@300【撤去】 

天井点検口:アルミ製600角【撤去】

塩ビ製【撤去】

2, 600

流し:SUS製【撤去】1階男子のみ【撤去•再取付】

(L2. 280x W570x H900 - L750x W640x H900)

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルフレヾリング材塗り7 30-10【新設】 

カチオン系下地調整剤塗布

刀卜幅木

H-100【新設】

AEMP塗り【塗膜除去】

下地調整の上EP-G壟り【新設】

PS壁:GB-F 21+21ケイ酸i!ルシウム板6 EP-G塗り
LGS壁下地65形@ 450共【新設】

化粧石膏ホ'ード張り7 9.5【新設】 

LGS天井下地野緑19形@300共【新設】

塩ビ製【新設】

2, 600

流し：SUS製1階男子のみ【再取付】 
(L2. 280x W570x H900 - L750x W640x H900)

廊下

改修前 長尺塩ピシー卜張りクッショソ付t=2.5【一部撤去】 

下地RC •モルタル補修【既設のまま】

AEMP塗り【一部塗膜除去】

(刀S’スト含有レドル3)
AEMP塗り (アストスト含有レドル3) 化粧石膏ホ'ード張り7 9.5【一部撤去】

就製【一瞬去】

2, 600

改修後

1：・二ル床シー卜張り7 2.0【一部新設】

下地調整セルフレぐリソグ材塗り7 0.6【一部新設】 

カチオン系下地調整剤塗布

刀卜幅木

H-100【一部新設】

AEMP塗り【一部壟膜除去】 

下地調整の上EP-G壟り【一部新設】
化粧石膏ホ'ード張り7 9.5【一部新設】

就製【ー蜘】

2, 600

凡例

合成AEMP塗:乃リル系合成樹脂エマルジョン人言ソト SOP —合成樹脂調合ぐイソト壟り UC —ウレ”樹脂ワニス塗り 図示材料は下記防火認定品を使用すること。

刀S’スト含有レぐル3(クリソタイル含有•下地調整材に含有) CL —クリ門ッカー壟り 不燃网ミソ化粧板7 3 不燃 NM-218 3号 有孔石膏ホ'ード 7 9.5準不燃 QM-9 8 2 7号

DP —耐候性壟料壟り 不燃化粧石膏ホ•ー卜’ア9.5不 燃 NM-1 8 6 4号

EP-G 一つや有合成樹脂巩ルシ•ヨソヾイソト塗り 石W*'-K 7 12.5 不 燃 NM-8 6 1 9号

EP 一合成樹脂エヤルシ•ヨンヾイント塗り シーグング石膏ホ'ード712.5不 燃 NM-9 6 3 9号

春日部市 

学校教育部 

教育施設課

日

€

付 工事名称
武里小学校校舎トイレ改修工事

8I 面 No.

A-13
尺 四面名林

改修前・後特別•普通教室棟 トイレ仕上げ表



※人E！^塗膜除去(下地調整材に含む)面積

1階男子トイレ前、水飲み場:16.86m

1階女子トイレ前、水飲み場:21.12m

2階男子トイレ前、水飲み場+WC内PS :18.15m

2 - 3階女子トイレ前、水飲み場+WC内PS : 33. 84m

3階男子トイレ前:2. 40m

図面拾い数量合計 92.37m

設計数量:92.37mxl.3 倍=12〇. 08m

※トイレ:アスファルト防水、アスへ’スト含有建材の分析調査(定性分析•1検体)及び調査報告書を行うこと。

塗膜除去範囲 

(下地調整材共)

n
塗膜除去範囲 

(下地調整材共)

4,460 ___________埜)

塗膜除去範囲 

(下地調整材共)

里斗El ・一 I" ん 项 ヒ・丄—I H 「

| 4,460 丛 5, [ 60

⑤ ④ ® ⑤ ④ ⑤ ④

匚特別•普通教室棟1階女子トイレ平面図S=1：60 I ［特別・普通教室棟1階男子トイレ平面図S=1：60 ］ ［特別・普通教室棟2階男子•女子トイレ平面図S=1：60 | ［特別・普通教室棟3階男子•女子トイレ平面図S=1：60 |

工事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事

特別•普通教室棟アスベスト分析結果•レベル一覧

図面No.
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g

s

S

〇 
r-

〇

LO

出額緑:スブJV・ス30x95 £P・G塗り【新設】

9

1,355 450

©

1,660
3,465 

〇 

汚

尸気 

汚モップ八カ・ 

雑巾掛け：SUS L4!

【設備工事】

〇
汚

〇 〇

=/一麻し：SUS製【再取付】

壁：鍵膜除去•下擁調惬の上EP-G塗り「
コ・キング15x15【撇去】

°
流し:SUS製【撇去•再取付】

°

臺:ALC 7 コ・キング15x15【撇去】 壁直張り【新設】

三方枠:スプル・ス30xU壁 タイル貼り【撇去】 甲板：メラミン化粧寂”0【新設】

700 〇

〇
氷

甲板：メラミン化粧板

jb
也

甲板：メラミン化粧板 r 2)a

②

> :木製建具理りモル§ル金鐘一部【撤去】カ"・入り

100一部欠込み

SUS製【新設】 

防臭型600角

V

〇 
8

水飲み場

床：ド二ル床シT

セルフレぐリ刀

ライニング天端：メラミン化粧合板貼りア20 
下地CB積み(AM)共【撇去】

床:特殊長尺塩!:・シ・卜t=2.5【撤去】 

ヒ・クトサイン:アクリル!)0x150【撇去】

床下点検口 ー

SUS 600x600【撤去】 

(下部床下ピット)

:尺塩ビシー卜«)

7 2.0【撒去】

床下

°

Vx X X 協 
KXX_ Z :

男子トイレI 〇

〇
汚

僵リア2.0【新設】 

材鍵り7 30-10

Z
I:‘クトサイン:乃リル1

°

〇

LO

S

星直模り【新設】 

融!ロ 
防・

ァ:0
〇

u>

Aり 二

——流いSUS製【再恥付】

—Q
床:鶴昆

S

見切り:SUS. HL W-2邸ー【撤去】 

怯】

g

g

"g

木装建具【撤去】•

■J：SUS W40S共

g Ln

g

)0x150【新設】—

,II

躍购歧は交

メメ X k x 乂
XT

彩

んへ七
くん2へ
心

PS壁:CB 390x 1扣>:120 C種【撒去】 

H=3. 570

厂床：モサ・イク纠ル【

缺(7敏

〇 
*

1～～1 1
〇 〇

汚 汚

1,355 1,660 450
3,465

※和便器開口閉塞

コソ列ー卜打込み【新設】

7 150 24N/mm2 スラ刀’18cm 
鉄筋D13 @200 7l/7i§接接合

共通事項

撒去しない既存タイル張り(壁)は酸洗いを行う。

AW：建具調整・クレセソト調整・がラス清掃

三方枠迴りモル伽金鎧補修

モップ掛け(ABS製)•雑巾掛け(SUS製)【新設】 

洋便器、小便器、洗面器:樹脂製手摺【設備工事】

3,465 3,465

/フ:!7

642

男子トイレ

旨——

i
g----
〇〇1---

=965

I J > (”部床下ピッ

/ 

氤財

/ / / / / 
厂ノ/ノ’ / / ア/

；；/眼奶

/ゝ
----- 床：ドニル床シ・卜張りア2.0,
^=^4新設］

:O.0-6Q&

ピクトサイン:【新設】

ゝI

貝五

改修前 特別•晉通教室棟1階男子トイレ平面詳細図S=1：40

※和便器開口閉塞

便器部分スラブ【撤去】

900 x 600 7150カッター入り

仕上げ•押えコンクリート

アスファルト防水層・均しモルタル【撤去】

900x600 7 100 力"•入り

A-15
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林
改修前・後特別•普通教室棟1階男子トイレ平面祥細図

改修後 特別•晉通教室棟1階男子トイレ平面詳細図S=1：40
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2

〇

〇

［甲板：网ミソ化粧板7 20

甲板：メうミン化粧板7

!膜除去•下地調整の」•

〇

X X Xヽ

ピクトサイン:7W

牛: T
車いす執応卜

:塗膜除去•下址調整の上EP-G玺り

主

◎壁直張り【新設】

三方枠:;プル・ス30x180 EP-G鍵

1.000

n -

II S

1.200

\

ヽ,

ヽ,

女子トイレ］S

150x15し【新設】

臺:GB-R 12. 5-12.5
ケイ酸i!ルシウA版ア6 EP・G塗り【新設】

ピクトサイン:乃リル1150x 150【新設】

:•二ル床シ・トア2.0【新設 一,

〃グ材鍵りア 30~10J八ノ、ハ、

CM 

水飲み場床:I 
セルフレヾ

乂ヾ X X X X X >K 
Py x x x x x kQ： 
x yy x x x x x xpf\ 

x x_x_x b 
.x> zx x >< S

x x 
x糸

x

ー床:ビ二ル床シ・卜張り

韋錢補修EP-G塗り °

EP-G塗り

〇【新設】

【新設】

【新設】

は飲K・塌］

し

4. 700
 2,360 2,100 24C

N

a
r-

床下点検口:SUS製
防:K・防臭型600角

〇

CM

甲板：メうミン匕粉板7 20【新設】

堂®od 

r-

⑤ @
4, 700

2, 360 2,100 24(

床：特殊長尺塩ドシ・卜

580 1,6 20

t=2.5【撤去】 

欠み場床：モサ‘イクタイル貼り’【撤去】「 

つり:SUS. HL W・25 共 

50x150【撇去】一 

充し：SUS製【撇去】

)x120 C種【撇去】r-
H=3.570 ロ

350x 350共 

ン化粧合板貼り7 20 
-(AM)共【撒去】

—昼：t =100 ALC版【撤去】

950 150

人人人/ Uキヽ,X/ \/

〇

OJ

®

母尺塩ヒ・シ・卜t=2.0【撤去】

〇

【撇去】

Hライニング天端:メラミン化粧會板貼り7 20 
下地CB積み(A種)共

ライニング天端：メラミン化粧が板貼り 

下地CB積み(A種)共【撒去】

7 20

〇

〇
g

は飲み場］

g 9 
寸

、ハ/y人/ヽZ^

つ易障者用应Q|、

®
〇

水1 
見イ 

ピクトサイン:7列ル1

PS壁:CB 390xH 

点検口 SD

r*

ライ二ソグ天端：メラミ

下地CB積・

⑤

®o 

r- 
g

@ 〇汚

a :木製建具・ AWサッシ枠廻りモル"金！8 ・妇ル貼り一部【撒去】力的・入り

改修前 特別•普通教室棟1階女子トイレ平面詳細図S=1：40

〇汚

※和便器開口閉塞

便器部分スラブ【撤去】

900 x 600 7150カッター入り

仕上げ•押えコンクリート

アスファルト防水層・均しモルタル【撤去】

900x600 7100カッター入り

換気扇 【設備工事】

:XTjVrX |30x175 EP-G壟り【新設】 

風
4,460

4, 700

ーモップハ:Zがー

雑巾掛け：SUS L450

⑤

A

B

改修後 特別•普通教室棟1階女子トイレ平面詳細図S=1：40

〇汚

※和便器開口閉塞

コソ列ー卜打込み【新設】

7 150 24N/mm2 スラ刀’18cm 
鉄筋D13 @200 7l/7i§接接合

共通事項

撒去しない既存タイル張り(壁)は酸洗いを行う。

AW：建具調整・クレセソト調整・がラス清掃

三方枠迴りモル伽金鎧補修

モップ掛け(ABS製)•雑巾掛け(SUS製)【新設】

PS扉：新設下地訓整の上EP-G壟り

洋便器、小便器、洗面器:樹脂製手掴【設備工事】

°

月 _c*>

I
孚

〇0 〇!

SUS 600x600【撤去】
(下部床下ピット)〇

貯 丨女子トイレ丨〇 

床:特殊長尺塩ピシー卜 

气勿7 2.0【撒去】S

40 §
〇

［松去］二・ゝ_ 

业ps共床下点検口

A-16
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林
改修前・後特別•普通数室棟1階女子・車いす対応トイレ平面詳細図

(下部床下ピット) 

二ル床シ・卜張り7 2.0 
コー［新設］

X X
X
y ヽ

R
网 灵

村

k  

八
六

入

A
l
>

!! » 1
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壁:塗膜除去•下地調陸のよ 命ーG共リ

§ 度子トイレ］ !

1,100 了 甲板:［新設】—

:Kへ

床:ドニル床シ・卜張りア2.0【斷散］」

•木粗建具ヤ 

クッス・リ:susN 
W7 100 ［

XXXXXXXXXXXX <§' 
-y^r >■ y y y xr< ■< < >Op

y ・ メザッ"為型滑化戳價 

>>yy

ハZ\人人X人スノ Z 4 
、へK K K人爲I砌僉^

< K 映］ 
eg創

X>< 
■yl> 
yy 
:礬 
四>

3> 圈子卜

S '二.

i
A

s

B
スト也

CICT

K

g----
〇〇1---

= 1,130

1—
福

Jts' 
co

1,301)

s
［女子トイレ］L 

床:特殊長尺塩!:・シ・卜

-モップハン力・・ —手招リ：SUS製 to;

•雑巾掛け：SUS L450 【既存3ま

 4, 460 4(

〇

壁直張り【新設】

甲板:メラミソ化粧板T !〇丨新設】

〇

〇
--------〇Z

よ一額縁:スプけス30X95 EP-G塗り【新設】

:付【新設】

1 ： xiy'
1亦％i 
讦x-

;気扇【設備再事】

375
A

モップハン力・・

雜巾掛け：SUS L450
甲板:メラミン化粧板7 20【新設:

1,660
3,390

1,355
4, 700

7 2.0 [%去】§

© 二

5i

ー床:特殊長尺塩!:・シ・卜t=2.5【撤去

三方枠:XTJI-X 25x110 EP・G鍵・)

額縁:スフ’阮ス30x135 EP-G塗り【新設】ユ | 

換気扇【設備工事】…

水飲み埸床:モサイ外イル貼り 

日 見切り:SUS. HL W-25 【撇去】ー 

580

〇

流し:SUS —
-------- 【撇考レ产

PS壁:CB 390x 190x120 C種 

H=3. 570 
点検 口 SD 350x 350共

UP

う仁ング天端：メうミン化粧合板貼り7 20
下地CB積み(A種)共【撤去】

L水飲み場床:モヤイクタイル貼り【撇去】

L見切り:SU；HL W-25【撒去】

写

=Or 
Ln

壁けイル貼り【撤去】

350 700 500

〇男子トイレ

—&
〇

：!粧合板貼り7ミメ 20S

C

PS壁:CB 390x 190x 120 CM【撇去】

手掴り：SUS製¢30【註存のまま】

!4C 1,355 375

、ル、ハ/ 
トハ"7

ライニング天蜩:メラミン化 

下地お積み(A種)

ハハハ
> A A

X ； 
■XJ

s

1,660
3,390 

7 20
【撤去】

流し:SUS製【撒去】

°

粧伯板貼り 

共

長尺塩ヒ・シ・卜xg

S

ヽ">冽 
つ

4,460
4, 700

〇

Ln
ライニング天端:メラ

气下地お積み(A禪)共【撒去】

—Q 
床:羸

1^7 2.0

, 人>

侦感ぢ金/稔乂 乂 ～詩メ
レハ/、メ

④

女子トイレ:木製建具廻りモルタル金鐘・AWサッシ枠廻りタイル貼り一部【撒去】カッター入り 

男子トイレ:木製建具5aりモル物金鐘一部【撇去】カ旳・入り

〇

yyvwxxxxx

壁:塗膜除去•下地!！整の上EP-G塗り

°150【新設】

<x X

Eシ・卜7 2.0【新設】ー 

・リング材鍵り7 30-10

/ s \ w-wv x x y-*/- 
ヽ,\ v^^/v^vv 乂

%久/Xハス久人&x 
メス六スな乂なx.x.う:' 

夕 メ X «X X/X 乂仅义i

、ハハハハハ/ヽ/ヽ/e条‘、 
く海"ゾ"XX、狠次:； 

ふ>>>>>> XXや、>ぎぐ" 

yVV>P> ハf湖g / 販

〇

〇

〇

A :
> :

®o 

r- g

※和便器開口閉塞

コソ列ー卜打込み【新設】

7 150 24N/mm2 スラ刀’18cm 
鉄筋D13 @200 7l/7i§接接合

改修後 特別•普通教室棟2階トイレ平面詳細図S=1：40

共通事項

撒去しない既存タイル張り(壁)は酸洗いを行う。

AW：建具調整・クレセソト調整・がラス清掃

三方枠迴リモル伽金鎧補修

モップ掛け(ABS製)•雑巾掛け(SUS製)【新設】 

洋便器、小便器、洗面器:樹脂製手摺【設備工事】

改修前 特別•普通教室棟2階トイレ平面詳細図S=1：40

※和便器開口閉塞

便器部分スラブ【撤去】

900 x 600 7150カッター入り

仕上げ•押えコンクリート

アスファルト防水層・均しモルタル【撤去】

900x600 7 100 力"•入り

A-17
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林
改修前・後特別•普通教室棟2階トイレ平面詳細図
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見切り:SUS. HL W-25
150x 150【撇去】— 

ライニング:SUS
流し:SUS

° I
0x120 帰

H=3.760 
350x350共

【撒沽】丄

-------- 【撤歩レ户

UP

-----〇------
:妇ル貼り:撒去】

50～

S
〇

I

展

I女子トイレ］L 

床:特殊長尺塩!:・シ・卜 

争T 2.0【撇去】g 
© 二

建具ヤ挫去】 
リ：susNftos 共
100 ［

〇

〇

テ

〇

〇

d a a a

墮備里］

ライニング天端:メラミン化粧合板貼りア20」 

下地お積み(A種)共【撤去】

〇 
〇

〇 |43800 | 650 | 650 丄 6E

& 860 & 860 4D 890 40\ 830

|男子トイレ| °

床:特殊長尺塩!:・シー卜? 2.0【撤去】

〇 S

【撇去】一!

580

厂 床:特殊長尺塩ピシー卜t=2.5【撤去］ 

パッケージ型消化設備ー!冋600

壁:鍵膜除去・

®o 

r- g

厂壁:タイル貼り【撒去】
/—壁：ALC 7100【一部 撤去•欠込み】 

〃7501501ヒ•外サイン:7ケリル150x 150【撇去】

〇

oi

ビクトサイソ:7クリル

PS壁:CB 390x 190x 120 C種【撒去】

------- 5〇_ H=3. 760 >>> V 〇

g co

ー壁世張り

男子トイレ

°ほ・♦♦♦♦♦炒.十・企

XX/

〇
1.900 °

—甲板:メラミン什粧板7 20【新設】 

1,835

i 

1,510 
W

S

床：ドニル床シ・卜張り 

【新設】

500 丨 750 丨 750 丨 5004

L

! 甲板：【新設】ー

出子トイレ| !

床:ビニル床シー卜張り7 2.0【新劉」

圣xxxxxx /
・ 寸!y Y メ・ K kkk夷、ヾ w 
vwy y yザ粉S整・Q«母・銓り

X 、ヘ～ママママ、
X、、、、’シ»、んへ人 ’ 'ノ

• 'y\ X人人入
,\ < KX A >
可 K 乂 X
心紹#

»ス/yl□幻
> > X

1,100

⑤
4, 700

n
区飲み車I

)［1新設】I

7 20【新設】

モルタル金鲤補修•下地調整の上EP-G壟リ

三方枠:スプ阮ス30x180 EP-G塗り【新設】g

t:・クトサイソ:7W150x 150【新設】

甲板：メラミン化魅板

水飲み場床：ヒ・二ル床シ・卜7 2.b U新設】| 

セルフ！Zヘ•リング材塗り7 30410

三方枠:;

至直張出卩【新設】

,粧板7 20【新設】

④

24C

N

ピクトサイン:7クリル

PS壁:CB 390x

点検口 SD

!4(

〇 ④ 〇 ④

> :女子トイレ：木製建具5aりモル伽金鎧・AWサッシ枠迴り,イル貼り一部【撇去】カ旳・入り

> :男子トイレ:木製建具廻りモル"金鲤一部【撒去】力时・入り

※和便器開口閉塞

コソクリー卜打込み【新設】

7 150 24N/mm2 スランプ18Gm 

鉄筋D13 @200ルア溶接接合

うイニング天端：メラ 

下地

額縁:XTW 30x155 EP-G壟り【新設】ノ |

換気扇【設備工事】…

-モップハン力・・

•雑巾掛け：SUS L450 

4,460 

 4, 700

4,460

4, 700

’飲み埸床:モザイク钉ル貼E

改修後 特別•普通教室棟3階トイレ平面詳細図S=1：40

共通事項

撤去しない既存タイル張り(壁)は酸洗いを行う。

AW：建具調整・クレ”卜調整・ヵ•ラス清掃

三方枠理りモル伽金鐘補修

モップ掛け(ABS製)•雜巾掛け(SUS製)【新設】 

洋便器、小便器、洗面器:樹脂製手摺【設備工事】

改修前 特別•普通教室棟3階トイレ平面詳細図S=1：40

※和便器開口閉塞

便器部分スラブ【撤去】

900 x 600 7150カッター入り

仕上げ•押えコンクリート

アスファルト防水層・均しモルタル【撤去】

900x600 7 100 力"•入り

A-18
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林
改修前・後 特別•普通教室棟3階トイレ平面詳細図
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ドア:木製【撒去】

メラミン樹脂合板フラッシュ750x 1900

矛 ,為I七 次1

彳

1SL

GL

2SL

〇

〇

ヾ
〇

〇 g 
〇〇

ま

S

a 300【棉去】

鏡:350x450【撤去】日・か

〇

厦薩 タイル艮

払

撤去】

I女子トイレI 區壬卜 イレI I男子トイレI

共【撤去】ー「H网)

【撤去】設備エい 床:特殊長尺塩ビシート貼t = 2.
【撤去

到沙

便器【撤去】設備工事
300

〇!----

ク

〇____

木40x20共

g
< >

卜-i\l>

區子卜 イレ]

=2.0【撇去】
【撇去】床:特殊長尺塩ビシート貼りt= 2.0

切

18( 250

3,465

4 A

〇 6

S

S

、イレブース

・ラミン樹脂合板フラッシュ 

アルミ笠木40x20共【撤去】
天井：珪カル板7 5

し貼り叩鍵り【

軽・釘骨天井下;2
19型 ー

ライニングトップ:メラkン化粧合板貼り150x25 

腰壁：100角タイル張り 

下地CB積み(AM)共

,ーライニング

【撇去】—額奴:アルミ製50x25恆:子トイレI
！ 【既設のまま】------------ 1

肇:モルタル金鈕AEMP鎧り

！ 【既設のまま】Aw®y-部撒去

航云

リ「【就】-
床:為殊・

軽・鉄骨天井『地 

19型@

0(清
青嵐:酸を3 

女学 卜瓦

天井:珪カル板7 5
,・ 目辺かし貼りVP塗り【撇五 

トイレブース
メラミン樹脂合栈フラッシュ【撤去】

a

〇

床下配管ピット

アルS笠

梁型:AEMP塗り【既存のまま】

隗壁:1〇〇角タイル張り 

【既設のまま】

y t= 2.0【撇去】

久お 矛 〃

便器 :撤去】設備工事

° 床下配管ピット

〇

床下配管ピット

※和便器開口閉塞

便器部分ス刃•【撤去】

900x600 7150カッター入り

仕上げ•押えコンクリート

アスファルト防水層・均しモルタル【撤去!]

4,460 240
900x600 7 30 ■ 50 ■ 20 力"•入り 丨

3,390 1,7704,700

改修前特別•普通教室棟矩計図S=1：30

括

V

.V

2_V

A1:1/30 
A3 :1/60 改修前特別•普通教室棟矩計図

工事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事市
部
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F

Li
’招縁：アルえ製50x25【既設のまま】 

ル ん縁:スプ阮ス30x175 EP-G塗り【新設】 

国子トイレ］

L臨壁:100角タイル張り----------

藥品清掃:酸洗い

改修後特別•普通教室棟矩計図s=1：30

日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/30

A3 :1/60
&面名林
改修後特別•普通教室棟矩計図
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A-21
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林
改修前・後特別•普通教室棟1階男子トイレ天井伏図

天井仕上表

珪!!!ル板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】 化粧石膏ホヘド張り7 9.5【一部撒去】

S 廻緑:塩ビ製【撒去】 E 殂縁:塩ビ製【一部撤去】

軽・鉄骨天井下地 野縁19形@300【撤去】 軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部撤去】

備考 備考

ア マママ y

ヽ V V \/ V '
’ヽXゝ/ X ヽ/ 撇去範囲をホす〇

②

②

改修前 特別•普通教室棟1階男子トイレ天井伏図S=1：40

天井仕上表

S
化粧石膏芥ード張り7 9.5不燃 突付け張り工法【新設】

E
化粧石膏芥ード張り7 9.5【一部新設】

殂縁:塩ビ製【新設】 殂縁:塩ビ製【一部新設】

軽・鉄骨天井下地野縁19形@300【新設】 軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部新設】

備考
天井点検口:7ルミ製緑付450角【新設】

備考
点検口設置位置は打合せによる。

/ 一部改修範囲を示す。

②

改修後 特別•普通教室棟1階男子トイレ天井伏図S=1：40
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2,100 24C

厂セキュリティー【撒去•再取付ナ・設備工事】

〇

〇

氏幷点検口【新設】廊下【新設・設備工由】照哄

1回/'

ん

无井点検口【(新 77
四掛けハオ

打合せ)

/照明電・【帰設 /設備エ!!】
恤いす対而卜

・設け工事】•再史付け

天井点検口 新設】
天弁点枚口/

W/

く 女子トイし/

く、く

ヽ/'泠 /\ハ A
へ Z\/、ヘ CH=3.000

④ ③ ®

A Xハハ

\ X

へ A

/ヽ|/

A X

新股】/

〇
CM

厂也リ亍イー【再取付け・設(®工事】

く X /;

"00*18忡［毋咬臾ナ】

く x
学萩再地付け】 

鶴饗打噌せ)
,< X
噸言異」、亠J 

［破卖・缸備玉・・『 
ヽ/ヽ/ゝ〇ゝ・ 
/ヽメ、

~L

山

再取付け】

ヽ A ノ A
CH =2. 400

®
〇

4, 700 8,500

④

/ノ昏通云ノ
自火報"【再取付け"

/ ,
設備工事】

⑤
4, 700

2,360

n

£

X

X

て

く

/

®

y-| ' 
‘ヽ/

x /
X >

>
X >
>

X ヽ
< >「x义

K A
x >

X X
X >

X >
>

0
參

、く

、ヌ 

ハ<

匚画下

菱亨商垓

4, 460 3,390
1,240 丨

5,110
4, 700 __ _ 8, 500

A1:1/40 
A3 :1/80

工事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事

図面名称

改修前・後特別•普通教室棟1階女子•車いす対応トイレ天井伏図

改修後 特別•普通教室棟1階女子トイレ天井伏図S=1：40

撤去範囲を示す。

改修前 特別•普通教室棟1階女子トイレ天井伏図S=1：40

天井仕上表

S
珪!!!ル板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】

E
化粧石膏ホヘド張り7 9.5【一部撒去】

廻緑:塩ビ製【撒去】 殂縁:塩ビ製【一部撤去】

軽・鉄骨天井下地 野縁19形@300【撤去】 軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部撤去】

備考
天井点検口:アルミ製450角【撒去】

備考
天井点検口:アルミ製450角【撒去】

天井仕上表

S
化粧石膏芥ード張りア9.5不燃 突付け張り工法【新設】

E
化粧石膏芥ード張りア9.5不燃 突付け張り工法【一部新設】

殂縁:塩ビ製【新設】 殂縁:塩ビ製【一部新設】

軽・鉄骨天井下地野縁19形@300【新設】 軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部新設】

備考
天井点検口:アルミ製緑付450角【新設】

備考
天井点検口:アルミ製緑付450角【新設】

点検口設置位置は打合せによる。 点検口設置位置は打合せによる。
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A-23
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林
改修前・後特別•普通教室棟2階トイレ天井伏図

⑤
4. 700

④

天井仕上表

珪!!!ル板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】 化粧石膏ホヘド張り7 9.5【一部撒去】

S 廻緑:塩ビ製【撒去】 E 殂縁:塩ビ製【一部撤去】

軽・鉄骨天井下地 野縁19形@300【撤去】 軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部撤去】

備考
梁型:AEMP塗り【既存のまま】

備考
天井点検口:アルミ製 450角【撒去】

化粧石膏話ード張り7 9.5【撤去】

0 殂縁:塩ビ製【撤去】
y

V V V V '
撤去範囲を示す。

軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【撤去】
'V V V V \z
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天井仕上表

S
化粧石膏芥ード張り7 9.5不燃 突付け張り工法【新設】 E 化粧石膏芥ード張り7 9.5不燃 突付け張り工法【一部新設】

梁型:メラミソ不燃化粧板7 3【新設】 殂縁:塩ビ製【一部新設】

殂縁:塩ビ製【新設】

備考

軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部新設】

軽量鉄骨天井下地野緑19形S>300【新設】 天井点検口:7ルミ製緑付450角【新設】

備考
天井点検口:7ルミ製緑付450角【新設】 点検口設置位置は打合せによる。

点検口設置位置は打合せによる。

0
化粧石膏ホ’ード張り7 9.5不燃 突付け張り工法【新設】

殂縁:塩ビ製【新設】

一部改修範囲を示す。
軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【新設】

備考

® @

寸ー—

® ® @ ® ® ®

改修前 特別•普通教室棟2階トイレ天井伏図S=1：40 改修後 特別•普通教室棟2階トイレ天井伏図S=1：40
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換気扇【撇去】

天井点検口【撤去】
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〇
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〇

CH：：2.400

!4(4,460
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〇 
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®
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:< ；
マ
Kぐ
、ユ、ノ.

土

4, 700

一部改修範囲を示す。

®

⑤
4, 700

n

/ヽ/ヽ /ヽ/ヽZ

A1:1/40 
A3 :1/80

工事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
図面名称

改修前・後 特別•普通教室棟3階トイレ天井伏図
A-24

改修後 特別•普通教室棟3階トイレ平面詳細図S=1：40

撤去範囲を示す。

改修前 特別•普通教室棟3階トイレ平面詳細図S=1：40

CH =2.400

天井仕上表

珪!!!ル板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】 化粧石膏ホヘド張り7 9.5【一部撒去】S 廻緑:塩ビ製【撒去】 E 殂縁:塩ビ製【一部撤去】

軽・鉄骨天井下地 野縁19形@300【撤去】 軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部撤去】

備考 備考
天井点検口:7ルミ製450角【撒去】

天井仕上表

S 化粧石膏芥ード張り7 9.5不燃 突付け張り工法【新設】 E 化粧石膏芥ード張り7 9.5不燃 突付け張り工法【一部新設】

殂縁:塩ビ製【新設】 殂縁:塩ビ製【一部新設】

軽・鉄骨天井下地野縁19形@300【新設】 軽量鉄骨天井下地野縁19形@300【一部新設】

備考
天井点検口:7ルミ製緑付450角【新設】

備考
天井点検口:7ルミ製緑付450角【新設】

点検口設置位置は打合せによる。 点検口設置位置は打合せによる。
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AEMP塗り 

膜除去】

流し:SUS製【撤去・

71〇〇 ［一部撒去及び欠込み】カ时L入り 天井:化粧石膏ホ・.卜・アi.5【一部撒去】L天井:化粧对膏ホ・.ドア9.5【一部撒去】
］................L

改修後1階男子トイレ前廊下 展開図

AEMP塗り H100

天井：化粧石膏ホ・•卜•張り7 9.5【新設】

A-25
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事

を尺 A1:1/50
A3 :1/100

&面名林
改修前・後 特別•普通教室棟1階男子トイレ展開図

市オ

【新設】

燃化粧板7

床材巻上げ

3【新設】

【新設】

/

I I
, 1-床:モサ［仞イル【撤去】

| 3,900 |

N_____________ B /

6.214ma

 3,465

r I
1-床:特殊長尺塩ピシー卜7 2.5【一部撒去】

3,900 |

N D/

甲板:メラミン化粧;

改修後1階男子トイレ展開図
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— 天井：化粧石膏ホ・・ド7 9丿5【撒去】 

厂臺:モルタル金鲤AEMP鍵0【撒去】

改修後1階女子トイレ展開図

A

強イhr以41111 (学校用)

【新設】
、酸i!ルシ外板7 6【か触】

枠:スフ・ル・スEP・G鍵り【新設】
設】 /!g

°寻

,床シ・卜張り7 2.0.［新設】

4, 460 4, 460 570 5,100 2,460

L k L LDA

當ラ
誓「

臺:巧ミン不燃化!

«板:メラミン化粧板

tf

N /

ュコ 
牛啊けj 

〃・'峠［
//樹脂被暈(没備エ菱)r

~tw
-S. 〇--9

L三方

! 〇

OJ

メラミン不備化時板7 :

20【新設I

盧気扇【設備工事】

天井:化粧も膏ホ七卜•張り7 9.5

•ス【新設丨 壁:

/ 
/

燃化粧板7 3【

げ

板7 3【新設】・ d
B /I

改修前1階車いす対応トイレ展開図 改修前1階女子トイレ前廊下展開図

d撤去】

:h 〇〇角タイル張り

(酸洗い)

4

’地ALC壁7100【撒丰】

く、、y
•: メラミン化粧合板貼り 

地CB積み共【撇去】

ー 天井I珪姑板7 5目ス刼噓りVP壟り【撤去】 

厂壁：モル网金鲤AEMP堂!!|！【既存のまま】「7 I〇〇【撒去】

〇 SUS製【撒去】

4漁AEMP塗り 

【塗膜除去】

Na/

I I I
1-床:特件長尺塩ピシー卜7 2.0【撤去】 

2,100 | 2,100

K b /I N c K

I 2,100 |

N D / N B /I

床:特殊長尺塩ピシー卜7 2.5【一部撒去】 
4, 460 |

| 1-床:モサ・イクタイル【撤去】

Nd/

日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/50

A3 :1/100
&面名林
改修前"後特別•普通教室棟1階女子・事いす対応トイレ農關図
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髯7100【一部撇去及び欠込み】

昌言

天井:化粧 膏ホ・・ド7 9.5【一部撒去】

A-27
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/50

A3 :1/100
&面名林
改修前・後 特別•普通教室棟2階男子トイレ展開図

AEMP塗り H100モル引金鎧目地別れ

・金鎧AEMP塗y
【塗膜除去】

杉爲會 

勿,兌: 

”修 

://///"//// <

I I
, 1-床:モサ[仞イル【撤去】

| 3,900 |

_____________ B________________Z

L I
1-床:特殊長尺塩ピシー卜7 2.5【一部撒去】

3,900 |

_______________ D______________Z

一入り
天井：化粧石膏ホ・・ド7 §.5【一部撒去】

N A 』 N B 』 し C Z

改修前2階男子トイレ展開図

L A

改修前2階男子トイレ前廊下 展開図

AEMP 塗 y t
【塗膜除去】 [

流いSUS製I
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【撇去

5

天井:化粧石膏ホ・•卜」 7 9.5【撒去】

引し:SUS製【撒去】

ル策鏗AEMP鍵り 

【塗膜除去】IB し,匕ノ// 

y り////

クク 
クク 
/ク 
クク, 
ククZ Zク;

臺:モルタル金鲤AEMP鍵り 
I【塗膜除去】

°

A-28
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/50

A3 :1/100
&面名林
改修前・後特別"普通教室棵2階•3階女子トイレ展開図

壁:由

K B

、特殊缺kiu卜一部撤去】

床:モサ・イ％イル【撤去】

A N D /I

改修前2階•3階女子トイレ前廊下 展開図
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A-29
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事

を尺 A1:1/50
A3 :1/100

&面名林
改修前・後 特別•普通教室棟3階男子トイレ展開図

改修後2階男子トイレ展開図

I r N
1-床:特殊長尺塩ピシー卜? 2. 5【撤去】

| 5,160 収

N C /I

| 3,650 J

Rd』

II

C Z ____________ B______________ Z1

T
7100【一部撇去及び欠込み】

/ /
【加去:/

4

』粧合板貼り 

朴共【撇去】

天井:珪姑板7 5目スカシ張VP塗り【撤去】 

壁:モルタル金鏗AEMP壟リ【既存のまま】

腰臺:1〇〇角タイル張り【曲序のまま】(酸洗い)

改修前3階男子トイレ展關図
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A-30
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林

改修前・後特別•普通教室棟1階男子トイレキープラン図

②

②

改修前 特別•普通教室棟1階男子トイレキープラン図S=1：40 改修後 特別•普通教室棟1階男子トイレキープラン図S=1：40
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A-31
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/40

A3 :1/80
&面名林
改修前・後普通教室棟1階女子•事いす対応トイレキープラン図

⑤ ®
4, 700

⑤ ®

改修前 特別•普通教室棟1階女子•車いす対応トイレキープラン図S=1：40 

N

⑤
4, 700

2,360 2,100 24(

は飲K・塌］

100 2,000

ぜ
車いす対応トイレ

/

女子トイレ

⑤

4, 460
4, 700

H!

卅,-------------

改修後 特別•普通教室棟1階女子•車いす対応トイレ キープラン図S=1：40
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④ ⑤
3,390 4, 700

24C

は飲み場］ は飲み埸I

4

女子トイレI

©

④ ⑤

〇

oi

〇

®o 
r- g

ら し

4, 460
4, 700

4,460
4, 700

勿 

球飲み場］

©

4, 700

UPUP

〇

⑤

®o 
r- g

は飲み場］

/

A1:1/40 
A3 :1/80

工事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
図面名称

改修前・後特別•普通教室棟2トイレキープラン図

改修後 特別•普通教室棟2階トイレキープラン図S=1：40改修前 特別•普通教室棟2階トイレキープラン図S=1：40
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4, 700
④

24C

®o

④

®o

N

④
4, 700

侏飲み場］

せ子トイレ」

1,835 3,565

可
「 準福室］

©

||

男子トイレ

1
TB

⑤⑤

A1:1/40 
A3 :1/80

工事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
図面名称

改修前・後特別•普通教室棟3階トイレキープラン図

改修後 特別•普通教室棟3階トイレキープラン図S=1：40改修前 特別•普通教室棟3階トイレキープラン図S=1：40 
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日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事

を尺 A1:1/50
A3 :1/100

&面名林
改修前・後特別•普通教室棟建具表1

場 所 1・3階特別•普通教室棟トイレ(女子) 

形 式 ラ次カ・列、引違い窓4枚建 
見一匹 70
材貫・仕上

硝一子

7ルミ製アルマ仆仕上 

網入型板力•ラスPW 6.8
金 蜘 ルめ1* •四方”グル・"ミ額縁•戸車
筮 初 その他付属金物一式

備 _考_______膜気扇取付部"ミプレ•トア4 ______
記号・數量

1階特別•普通教室棟トイレ(男子) 

引違い窓2枚建
70
アルミ製アルマ仆仕上

網入型板力・ラスPW6.8
クレセソト•四方アソグル・アルミ額縁•戸車 

その他付属金物一式

換気扇取付部アルミプレ•トア4 

2階特別•普通教室楝トイレ(男子) 

引違い窓2枚建
70
アルミ製アルマ仆仕上

網入型板扩ラスPW6.8
クレセソト•四方アソグル・アルミ額縁•戸車 

その他付属金物一式

換気扇取付部アルミプレ•トア4 

形 状
改修後

換気扇取付部アルミプレ・トア4【撇去•新設】 

飛散防止フィルム(目隠し効果)【撒去•新設】 

建具調整•クレセント調整・力•ラス清掃

換気扇取付部アルミプレ・トア4【撒去•新設】 

飛散防止フィルム(目隠し効果)【撤去・新設】 

建具調整•クレセント調整・がラス清掃

換気扇取付部アルミプレ・トア4【撇去•新設】 

飛散防止フィルム(目隠し効果)【撒去・新設】 

建具訓整・クレセソト訓整・がラス清掃

2階男子トイレに窓開閉ストッハヘ取付

塡 所 ,

延 式 ,

見 込 .

材質・仕上____________________________

硝 子

金 物 ----------------------

備 考一

記号・数量 勇® x 3ヶ所

員匚以

団

塡 所

延 式

見 込

材質・仕上

硝 子

金 物

1・3階特別•普通教室棟トイレ(水飲み埸) 

片開き

枠見込30
スチル製op塗y

丁番・点検口締り•その他付属一式

備 考 

記号・数量 3ヶ所

状 
修後

| 600 |

x 6ヶ所

1・3階特別•普通教室棟トイレ(男・女子) 

片開きフ”シ:1卜・ア(鹽F4 •力•列付)

メうミン樹脂合板

額型板がラス厚4
丁番・押棒・ドアわ旳 その他付属一式

ドア見込36
レス蹴板t=1.0 H.L付き_______________________

麻© X 2ヶ所____________________________________密© X 4ヶ所

匚強化力・ラス4mm (学校用) 厂強化カ•ラス4mm (学校用)
g
培

〇

oi

孚

I g

〇 
〇

〇—

—r
\ /
\ /
毗

/ \
/ \

\ /
\ /
砌

/ \
/ \

—
850 850

缰 所

形ー式

1・3階特別•音通教室棟トイレ(水飲み埸) 

片開巻

見 込 枠見込100
材質・仕上 スチル製t=1.6 EP・G鍵り

硝 子

金 物
丁番・点検口締り•その他付属一式

備 考 卜・アストッハヘ取付

1-2階特別•普通教室棟トイレ(男子) 

三方枠

1・3階特別•音通教室棟トイレ(男・女子) 

三方枠

スプル・ス30x 180 EP-G塗り(見込み25) 
強化力・ラス4mm (学校用)

スプル・ス30x 180 EP-G塗り(見込み25) 
強化力・ラス4mm (学校用)

© :建具新設箇所を示す

® :建具撤去箇所を示す

© :建具塗装箇所を示す

値)：建具改修を示す

® :建具訓整、清掃を示す

市

部

課
 

部

育

設
 

教

施 

日

校

育 

春

学

教

所 ケ 
X©

 
融f



A-35
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事

を尺 A1:1/50
A3 :1/100

&面名林

改修前・後特別•普通教室棟建具表2

記号・数・

形 状

改修前

X1ヶ所 @® x 1ヶ所

〇

oi

莒

850 11313

 1,880

メラミン樹脂合板フラッ”

硝 子

ラハ・トリYンシ.•表示器付”チ・戸当り付帽子掛け
金 物

付属金物一式

n

1协 800

1,940 4||)1,300

握

延

見

所 

式

1階特別•普通教室楝トイレ(男子) 

トイレブース片開きフラッシ丄ドア ー

〇© X 1" 

a

690
1,390 

備 考 

記号・数量

込 

材貫・仕上

〇

形 
改

K© x1ヶ所

| 800 |

CM /

/

/

L§

\

\

890

1階特別•普通教室楝トイレ(車いす対応トイレ) 

の扩ーレール・片引き卜•ア

175
メラミン樹脂合板フラッシュ

型板扩ラス厚4
取手ステルス鏡面心ドル

金物一式

スかレス蹴板t=1.0 H.L付き

命© *1ヶ所___________________________

場 所 1階特別•普通教室楝トイレ(男子)

形ー式_______f7 •片引き卜•ア___________

見一込________40
表面材:高圧巧ミン樹脂化粧板 心材:ハ。•チクルボ・ド

硝一子

4 蜘 ステンレス鏡面ハンドル¢25 L=450
物 Rエッシ‘:アルミ型材 巾木・笠木:ステルス

備 考 非常時開靛付サムターソ、指挟み防止、戸当たり

記号・数量 金® x1ヶ所 ^^® x1ヶ所

1階特別•普通教室棟トイレ(男子)

片開き卜•ア

40
表面材:高圧メラミンW脂化粧板 心材:n°-fW-K

R以シ・：アルミ型材ー巾木・笠木：ステルス

指挟み防止、戸当たり

形 状

改修前

118360〇｝40 600 15001 600 15001 600 | 995 | 6〇〇" A 890 I
| 5,480 J I 930 I

1階特別•普通教室楝トイレ(車いす対応トイレ) 

力ームト・ア・片引きドア(外付け枠タイプ) 

265
亜鉛メッキ鋼板(扉芯材:ヾードーコア)

型板強化がラス厚4
取手ステルス鏡面心ドル¢25 L=450 
金物一式

非常時開靛付サムター人 わトクロT’卜•アストッぐー付

場 所 1階特別•普通教室楝トイレ(女子)

形 式 トイレフ"ス片開巻フラッシュト・ア 

見 込

材質・仕上

硝 子

金 物

備 考一

記号・数量

メうミン樹脂合板フ”シ:L

ラハ・トリYンシ.•表示器付列チ・戸当り付帽子掛け 

付属金物一式

丄:ア見込40
(^)@ 乂1ヶ所

1階特別•普通教室棟トイレ(女子) 

トイレフへス片開き”ッシ:し卜・ア ー

メラミン樹脂合板フラッシュ

ラハ・トリYンシ.•表示器付”チ・戸当り付帽子掛け 

付属金物一式

卜•ア見込40________ _____________
 1^)© x ［ヶ所

状 

修後

乂1ヶ所

缰 所

延 式

見 込

材質・仕上

硝 子

金 物

1階特別•音通教室棟トイレ(女子)

片開き卜.ア

40_________________________________________
表面材：高圧メラミンffi脂化粧板 心材:ハ.•チクルボ・ド

R5シ.：アルミ型材ー巾木・笠木：ステルス

備 考 一E常時開綻付サ“・ン、指挟み防止、戸当たり

1階特別•音通教室棟トイレ(女子)

片開き卜•ア

40
表面材:高圧メラミン¥脂化粧板 心材:ヾ・チクルホ・・卜 ’

1階特別’普通教室棟トイレ(女子)

力ームト•ア・片引き卜.ア

40
表面材:高圧メラミンffi脂化粧板 心材:n°-fW-K

R以シ.：アルミ型材 巾木・笠木：ステルス

指挟み防止、戸当たり

ステルス鏡面ハント.ル¢25 L=450
Rエッシ・:アルミ型材 巾木・笠木:ステルス 

非常時開錠付サムタ・ン、指挟み防止、戸当たり

© :建具新設筒所を示す

® :建具撤去箇所を示す

® :建具塗装箇所を示す

⑥：建具改修を示す

® :建具謂整、清掃を示す

市

部
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部

育

設
 

教

施
 

日

校

育
 

春

学

教



A-36
日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/50

A3 :1/100
&面名林
改修前・後特別•普通教室棟建具表3

記号・数・

形 状

改修前

X1ヶ所

場 所 2階特別•普通教室楝トイレ(男子)

形 ー式_______ トイレブ・ス片開きフラッシ丄ドア _______

見 込

材直・仕上

硝 子

金 物

備 考-

記号・数量

メラミン樹脂合板フラッ”

ラハ・トリYンシ.•表示器付”チ・戸当り付帽子掛け 

付属金物一式

(®)© X1ヶ所

a
〇

1协 800

1,940 

〇© x IE

11510600114 ［〇 11513600114b

| 890 1 | 800 | 「 890 |

場 所 2階特別•普通教室楝トイレ(男子)

形ー式_______f7 •片引き卜•ア___________

見一込________40
表面材:高圧巧ミン樹脂化粧板 心材:ハ。•チクルボ・ド

硝 子________________________________________________________________

蜘 ステ汕ス鏡面八ソドル¢25 L=450
物 Rエッシ‘:アルミ型材 巾木・笠木:ステルス

備 考 非常時開靛付サムターソ、指挟み防止、戸当たり

記号・数量 釜® x 2ヶ所 x 2ヶ所

2階特別•普通教室棟Hレ(男子)

片開き卜•ア

40
表面材:高圧メラミンW脂化粧板 心材:n°-fW-K

R以シ・：アルミ型材ー巾木・笠木：ステンレス

指挟み防止、戸当たり

状 

修前

場 所 2 • 3階特別•普通教室楝トイレ(女子)

形 式 トイレフ"ス片開巻フラッシュト・ア 

見 込

材質・仕上

硝 子

金 物

備 考一

記号・数量

メうミン樹脂合板フ”シ:L

ラハ・トリYンシ.•表示器付列チ・戸当り付帽子掛け 

付属金物一式

丄:ア見込40
題© X 2"

2-3階特別•普通教室棟トイレ(女子) 

トイレフへス片開き”ッシ:し卜・ア 

メラミン樹脂合板フラッシュ

ラハ・トリYンシ.•表示器付ラッチ・戸当り付帽子掛け 

付属金物一式

卜•ア見込40________ _____________
 1^)© x zヶ所

形 状

改修後

〇© x 2ヶ所

11310 850 外

2/000 I
缰 所

延 式

見 込

材質・仕上

硝 子

金 物

2-3階特別•普通教室棟トイレ(女子) 

片開き卜.ア 

40
表面材：高圧メラミン樹脂化粧板 心材:ハ.•チクルボ・ド

R5シ.：アルミ型材ー巾木・笠木：ステンレス

備 考 一E常時開綻付サ“・ン、指挟み防止、戸当たり

2・3階特別•音通教室棟トイレ(女子)

片開き卜•ア

40
表面材:高圧メラミン樹脂化粧板 心材:ヾ・チクルホ・・卜 ’

2・3階特別•音通教室棟トイレ(女子)

力ームト•ア・片引き卜.ア 

40
表面材:高圧メラミン樹脂化粧板 心材:n°-fW-K

R以シ.：アルミ型材 巾木・笠木：ステンレス

指挟み防止、戸当たり

ステンレス鏡面ハント.ル¢25 L=450
Rエッシ・:アルミ型材 巾木・笠木:ステンレス

非常時開錠付サムタ・ン、指挟み防止、戸当たり

© :建具新設筒所を示す

® :建具撤去箇所を示す

® :建具塗装箇所を示す

⑥：建具改修を示す

® :建具謂整、清掃を示す

市
部
課 

部
育
設 

教
施 

日
校
育 

春
学
教



日付 匸事名称

武里小学校校舎トイレ改修工事
を尺 A1:1/50

A3 :1/100
&面名林
改修前・後特別•普通教室棟建具表4

A-37

記号・数・

修前

X1ヶ所

場 所 3階特別•普通教室楝トイレ(男子)

形 ー式_______ トイレブ・ス片開きフラッシ丄ドア _______

見 込

材直・仕上

硝 子

金 物

備 考-

記号・数量

修後

メラミン樹脂合板フラッ”

ラハ・トリYンシ.•表示器付”チ・戸当り付帽子掛け 

付属金物一式

〇© X 1"

a

場 所 3階特別•普通教室楝トイレ(男子)

形ー式_______fr•片引き卜•ア___________

見一込________40
表面材:高圧巧ミン樹脂化粧板 心材:ハ。•チクルボ・ド

硝一子

・ 蜘 ステンレス鏡面ハンドル¢25 L=450
物 Rエッシ‘:アルミ型材 巾木・笠木:ステルス

備 考 非常時開綻付サ“•人指挟み防止、戸当たり 

記号・数・

〇@ x IE

/ 217 5| 600 177.5
'' — | 995 |

217151 600 | 1177.5

| 995 1 | 800 |

3階特別•普通教室棟トイレ(男子)
片開きトコ

40
表面材:高圧メラミンW脂化粧板 心材:n°-fW-K

R以シ・ ：アルミ型材ー巾木・笠木：ステンレス

指挟み防止、戸当たり

状 

修前

場 所

形 式

見 込

材質 仕上

硝 子

金 物

備 考

記号 数・

缰 所

延 式

見 込

材質・仕上

硝 子

金 物

! 吾

© :建具新設筒所を示す

® :建具撤去箇所を示す

® :建具塗装箇所を示す

⑥：建具改修を示す

® :建具謂整、清掃を示す

市

部

課
 

部

育

設
 

教

施
 

日

校

育
 

春

学

教



川I (H2600天井まMl

職員 e UP

3, 500 _____________________ 5,500 ______________ 2, 000 ______________________7, 000 4,500

足洗場

l-X°l| 

七y

4,500 6,000 3,000 3,000 6,000 3,000 3,000 6,000

工事电仮設間仕切り(A種)
石膏ホー卜'' 7 9.5 LGS W65両面張

配膳室

您 @) N

ランチルーム 

(わかたけホール) 玄関

醇^^^^^^^^匚・ £

改修前管理・特別•普通教室棟1階平面図 S二1：100

〇

〇

CM

咬:: 養生範囲を示す。

5心"均(床養生シ-卜貼り程度)

◄:工事出入り口を示す。

A階段

校長室 職員室

印刷室

嘉沸室

A

足洗場
改修範囲を示す。

9, 000 9,000 9, 000 9, 000 4,500

© ©

B

ランチルー厶 
(わかた将ホール)

〇
〇

ぺ

3, 000

61,500

相談室

9,000

改修啓:管理・特別•普通教室棟1階平面国 S二1：100
1

__1
I

9,000

I
I_______

図面名称

改修前・後 管理・特別•普通教室棟1階平面図

武里小学校校舎トイレ改修工事
A - 38

高架水槽工事用出入

1__ .1ヽ
1

m UP

1

1

L J_ 
口書庫

u

市
部
課 

部
育
設 

咅
教
施 

日
校
育 

春
学

教



寤尺 A1:1/100
A3 :1/200

図面名称

改修前・後管理・特別•普通教室棟2階平面図

武里小学校校舎トイレ改修工事

A-39

©

(H2600天井ま‘で)

技D蜷:-

E3
____ b 〇 〇 〇 〇 

oooo'oo
0 0 0 0 〇_ _
。心 ——Il t—=
oooo I--------b 0000000

廊下

了二。ド佬

室外機用基礎
〇 〇

コンピューター室児童会室 普通特支 普通(特支) 図書室

屋上

放送室

バルコニー

4
UP

附 室

、ー
DNEE3

由 水飲み場

廊下
廊下

-匚コ
倉庫

室外機用基礎

コンピューター室児童会室 普通(特支) 普通(特支) 図書室

屋上

放送室

9, 000 9,000 9,000 3,000 9,000 4,500
61,500

© ©

N

〇

〇

ぺ

工事电仮設間仕切り(A種) 
石膏ホ:ー卜'、 ア9.5 LGS W65両面張

改修前管理・特別•普通教室棟2階平面図 S二1：100

|〇 〇 〇 〇 cO 0000 
0000 0000

0 〇 〇 〇 oK 〇 〇 
〇 〇 济〇 〇 〇^° °

〇。。。ぎ 
OOOOOO
OOOO Or-e

1

A階段高架水槽工事用

バルコニー

61,500
4,500 4,500 6,000 3,000 3,000 6,000 3,000 3,000 6,000 3,500 5,500 2,000 7,000 4,5001 1 1 1 1 1 I 丨 丨丨 丨 ! 1 1

〇

___  _______  _ _T

〇

ぺ

〇

co
CM

〇
〇

9,000

改修後:管理・特別•普通教室棟2階平面国 S二1：1001
__1

1
9,000

I
I_______
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&

教材室

く A

|〇 〇 〇 〇 cO 0000 
0000 0000

バルコニー

普通教室 

6-2
普通教室 

6-2
普通教室 会議室 普通教室 文化財 

収蔵室

工事电仮設間仕切り(A種)
石膏ホ-卜'' 7 9.5 LGS W65両面張

A階段高架水槽工事用

,〇〇〇〇 oo3nnUfC|；|；：::: 
〇 "Bo ooodq<|<||> L Xp k> 0 0 0 0 0 〇 
〇。。、功 444 4 い 浊卜 〇 〇 ° ° ° 1° 
〇〇〇〇 ぐ 8 a d d d 6 b Io 000000 
ooooaoaq<|<||>|>p pNo 000000 
〇 〇 〇 〇 oi 〇 dddllbbb» 〇 〇 〇〇〇〇

W5 -r

図工室

準備室

り(H2600天井まで)

4,500 ___________  4,500 ________________ 6,000 _____________3,000 _____  3,000 _____________6,000 ___________  3,000 ______ 3,000 _____________6,000 ____________ 3,500 _____________5,500 ________  2,000 _____________7,000

e
b

丞 リフト

教材室
配膳室七ー咔、

E3
曲 水飲み場 w

廊下

W5 -1

図工室

準備室会議室

十 MM

普通教室 

5-2
普通教室 

6-2
普通教室 

6-2
文化財 

収蔵室

NA57, 000

〇

co

〇

___  _______  _ _T

〇

ぺ

〇

co
CM

〇
〇

バルコニー

’厂^------------ 1

普通教室 

5-1

~I~H——I 〇 ・ II-

改修後:管理・特別•普通教室棟3階平面国 S二1：100

© © ©
寤尺 A1:1/100

A3 :1/200
図面名称

改修前・後管理・特別•普通教室棟3階平面図

武里小学校校舎トイレ改修工事
A-40

9,000 9,000 9, 000 3, 000 9,000 9,000 9,000
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配膳室

改修前管理・特別•普通教室棟3階平面図 S二1：100
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配膳室

普通教室 

4-1

工事电仮設間仕切り(A種) | 
石膏ホ-卜'' 7 9.5 LGS W65両面張り (H2600天井まで)
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改修前管理・特別•普通教室棟4階平面図 S二1：100
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改修後管理•特別•普通教室棟4階平面囱 S二1：100
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図面名称

改修前・後管理・特別•普通教室棟4階平面図

武里小学校校舎トイレ改修工事
A-41
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学 校 教 育 部 縮尺

図面No.

図面名称

工事名称日付

A3：1/200
A1：1/100

教 育 施 設 課

春　日　部　市 武里小学校校舎トイレ改修工事
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管理・特別・普通教室棟 Ｒ階平面図　　S=1:100

改修前・後 管理・特別・普通教室棟 R階・PHR平面図

高架水槽
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Ａ-42

　 管理・特別・普通教室棟 ＰＨＲ階平面図　S=1:100



管理・特別•普通教室棟トイレ仕上表

階 室名 床 巾木 腰壁 壁 天井

廻り縁

備考

天井高

1
1
4 
階

廊下

改修前 長尺塩ビシー卜張りクッション付t=2.5【一部撤去】 

下地RC •モルタル補修【既設のまま】
木製0P塗装H-100 AEMP塗り (7スへ''スト含有レへ''ル3) 化粧石膏ホヽ'ー卜'' 張り7 9.5【既存のまま】

塩ビ製

2,600
木製掲示板3. 390 x 1.090 xD55【撤去・再取付け】 

7ルミ製掲示板【一時撤去•再取付】

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【一部新設】

下地調整セルフレへ、、リング、 材塗りア0.6【一部新設】 

カチオン系下地調整剤塗布

下地調整の上EP-G塗り
AEMP塗り【一部塗膜除去】

下地調整の上EP-G塗り【一部新設】
化粧石膏ホヽ'ー卜'' 張り7 9.5【既存のまま】

塩ビ製

2,600

木製掲示板3.390 x 1.090 xD55【撤去・再取付け】 

7ルミ製掲示板【一時撤去•再取付】

1 
階

職員用 

男子

改修前 長尺塩ビシー卜張り(重歩行用)t=2.0【撤去】 1〇〇角磁器質タイル張り【既存のまま・ 一部撤去】
AEMP塗り【一部撤去•既存のまま】

(7スへ''スト含有レへ''ル3)
珪加レ板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】

LGS天井下地野縁19形@300【撤去】

塩匕'、製【撤去】

2,600

木製建具(木枠共)、トイレフ''ース【撤去】 

ライニカ'':天端メラミン化粧板7 20【撤去】

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルフい''リング' 材塗り7 〇. 6
カチオン系下地調整剤塗布

トイレ用防滑性ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

(男子トイレ内小便器前尾垂部色張替えL=600

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】 

小便器前 

H-85【新設】

化粧けい酸加レシウム板7 6 (7ルミシ\'ヨイナー工法)【新設】

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形 @ 450
一部メラミン不燃化粧板7 3直張り【新設】モルタル面接着プライマー処理の上モルタル塗り

小便器・洗面• SKライニング' 部分:抗ウィルスメラミン化粧板7 3【新設】

下地耐水合板712+12
既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い

PS壁:GB-F 21+2Iケイ酸加レシウム板6 EP-G塗り

LGS壁下地65形@ 450共【新設】

化粧石膏ホヽ'ー卜'' 張り7 9.5 (不燃)突付け張り工法

LGS天井下地野縁19形@300共【新設】

天井点検口(7ルミ製450角)

塩匕''製【新設】 

2,600

三方枠:スプルース30 x 200 (見込み=25) EP - G塗り【新設】 

7ルミサッシ額縁:スフ。ルース7 30 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

ピクトサイン!50x150 (JIS Z 8210)、トイレフ''ース【新設】 

ライニング' 天端:メラミン化粧板7 20【新設】

雑巾かけ:SUS製16角L450、モップ掛け八。ネル【新設】 

床下点検口:600 x 600 (防水・防臭型)【新設】 

天井点検口:450x 450 (7ルミ製)【新設】

各手摺り、衛生器具取付は機械設備工事とする。

職員用 

女子

改修前 長尺塩ビシー卜張り(重歩行用)t=2.0【撤去】 1〇〇角磁器質タイル張り【既存のまま・ 一部撤去】
AEMP塗り【一部撤去•既存のまま】

(7スへ''スト含有レへ''ル3)
珪加レ板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】

LGS天井下地野縁19形@300【撤去】

塩匕'、製【撤去】

2,600

木製建具(木枠共)、トイレフ''ース【撤去】 

ライニカ'':天端メラミン化粧板7 20【撤去】

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルフレへ'' リング' 材塗り7 0. 6
カチオン系下地調整剤塗布

トイレ用防滑性ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

(男子トイレ内小便器前尾垂部色張替えL=600

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】 

小便器前 

H-85【新設】

化粧けい酸加レシウム板7 6 (7ルミシ\'ヨイナー工法)【新設】

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形 @ 450
一部メラミン不燃化粧板7 3直張り【新設】モルタル面接着プライマー処理の上モルタル塗り

小便器・洗面• SKライニング' 部分:抗ウィルスメラミン化粧板7 3【新設】

下地耐水合板712+12
既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い

化粧石膏ホヽ'ー卜'' 張り7 9.5 (不燃)突付け張り工法

LGS天井下地野縁19形@300共【新設】

天井点検口(7ルミ製450角)

塩匕''製【新設】 

2,600

三方枠:スプルース30 x 200 (見込み=25) EP - G塗り【新設】 

7ルミサッシ額縁:スフ。ルース7 30 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

ピクトサイン!50x 150 (JIS Z 8210)、トイレフ''ース【新設】 

ライニング' 天端:メラミン化粧板7 20【新設】

雑巾かけ:SUS製16角L450、モップ掛け八。ネル【新設】

床下点検口:600 x 600 (防水・防臭型)【新設】

天井点検口:450x 450 (7ルミ製)【新設】

各手摺り、衛生器具取付は機械設備工事とする。

車椅子 

対応トイレ

改修前 長尺塩ビシー卜張り(重歩行用)t=2.0【撤去】 1〇〇角磁器質タイル張り【一部既存のまま・撤去】’理笑?上譬2鷲•-部塗膜除去後撤去】

(アスへスト含有レヘル3)
珪加レ板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】 

LGS天井下地野縁19形@300【撤去】

塩匕'、製【撤去】

2,600
ライニカ'':天端メラミン化粧合板貼り20 x 150【撤去】 

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルフレへ''リング' 材塗り7 〇. 6 
カチオン系下地調整剤塗布

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】

化粧けい酸加レシウム板7 6 (7ルミシ\'ヨイナー工法)【新設】 

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形 @ 450 
既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い

化粧石膏ホヽ'ー卜'' 張り7 9.5 (不燃)突付け張り工法

LGS天井下地野縁19形@300共【新設】

天井点検口:7ルミ製600角【撤去】

塩匕''製【新設】

2,600

ピクトサイン!50x150 (JIS Z 8210) 
ライニング' 天端:メラミン化粧板7 20【新設】

2
1
4 
階

男子

改修前 長尺塩ビシー卜張り(重歩行用)t=2.0【撤去】 1〇〇角磁器質タイル張り【既存のまま・ 一部撤去】
AEMP塗り【撤去・既存のまま】

(7スへ''スト含有レへ''ル3)
珪加レ板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】

LGS天井下地野縁19形@300【撤去】

塩匕'、製【撤去】

2,600

木製建具(木枠共)、トイレフ''ース【撤去】 

ライニカ'':天端メラミン化粧板7 20【撤去】

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルフレへ''リング' 材塗り7 〇. 6
カチオン系下地調整剤塗布

トイレ用防滑性ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

(男子トイレ内小便器前尾垂部色張替えL=600

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】 

小便器前 

H-85【新設】

化粧けい酸加レシウム板7 6 (7ルミシ\'ヨイナー工法)【新設】

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形@ 450
一部メラミン不燃化粧板7 3直張り【新設】モルタル面接着プライマー処理の上モルタル塗り

小便器・洗面• SKライニング' 部分:抗ウィルスメラミン化粧板7 3【新設】

下地耐水合板712+12
既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い

PS壁:GB-F 21+2Iケイ酸加レシウム板6 EP-G塗り

LGS壁下地65形@ 450共【新設】

化粧石膏ホヽ'ー卜'' 張り7 9.5 (不燃)突付け張り工法

LGS天井下地野縁19形@300共【新設】

天井点検口(7ルミ製450角)

塩匕''製【新設】 

2,600

三方枠:スプルース30 x 200 (見込み=25) EP - G塗り【新設】 

7ルミサッシ額縁:スフ。ルース7 30 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

ピクトサイン!50x150 (JIS Z 8210)、トイレフ''ース【新設】 

ライニング' 天端:メラミン化粧板7 20【新設】

雑巾かけ：SUS製16角L450、モップ掛け八。ネル【新設】 

天井点検口 :450x 450 (7ルミ製)【新設】

各手摺り、衛生器具取付は機械設備工事とする。

女子

改修前 長尺塩ビシー卜張り(重歩行用)t=2.0【撤去】 1〇〇角磁器質タイル張り【既存のまま・ 一部撤去】
AEMP塗り【撤去・既存のまま】

(7スへ''スト含有レへ''ル3)
珪加レ板7 5目スカシ張りVP塗り【撤去】

LGS天井下地野縁19形@300【撤去】

塩匕'、製【撤去】

2,600

木製建具(木枠共)、トイレフ''ース【撤去】 

ライニカ'':天端メラミン化粧板7 20【撤去】

衛生器具撤去【設備工事】

改修後

ビニル床シー卜張り7 2.0【新設】

下地調整セルフレへ''リング' 材塗り7 〇. 6 
カチオン系下地調整剤塗布

ビニル床シー卜巻上げ

H-100【新設】

化粧けい酸加レシウム板7 6 (7ルミシ\'ヨイナー工法)【新設】

下地GB-S 712.5 (不燃)LGS壁下地65形 @ 450
一部メラミン不燃化粧板7 3直張り【新設】モルタル面接着プライマー処理の上モルタル塗り

小便器・洗面• SKライニング' 部分:抗ウィルスメラミン化粧板7 3【新設】

下地耐水合板712+12
既設腰壁1〇〇角タイル酸洗い

化粧石膏ホヽ'ー卜'' 張り7 9.5 (不燃)突付け張り工法

LGS天井下地野縁19形@300共【新設】

天井点検口(7ルミ製450角)

塩匕''製【新設】

2,600

三方枠:スプルース30 x 200 (見込み=25) EP - G塗り【新設】 

7ルミサッシ額縁:スフ。ルース7 30 (見込み=25) EP-G塗り【新設】 

ピクトサイン!50x150 (JIS Z 8210)、トイレフ''ース【新設】 

ライニング' 天端:メラミン化粧板7 20【新設】

雑巾かけ：SUS製16角L450、モップ掛け八。ネル【新設】 

天井点検口 :450x 450 (7ルミ製)【新設】

各手摺り、衛生器具取付は機械設備工事とする。

凡例

SOP —合成樹脂調合へ。イント塗り EP-G —つや有合成樹脂［マルシ'' ヨンへ。イント塗り 図示材料は下記防火認定品を使用すること。 石膏ホード ?12.5不燃 N M — 8 619号

CL —クリ7ラッカー塗り EP —合成樹脂［マルシ''ヨンへ。イント塗り 不燃メラミン化粧板7 3 不燃 NM- 218 3号 シーシ''ング' 石膏ホ''ー卜'' 712.5不 燃 NM- 9 6 3 9号

DP —耐候性塗料塗り uc —ウレタン樹脂ワニス塗り 不燃化粧石膏ホ''ー卜'' 7 9.5不 燃 NM-18 6 4号 有孔石膏ホ''ー卜'' 7 9.5準不燃 QM- 9 8 2 7号

春日部市 

学校教育部 

教育施設課

武里小学校校舎トイレ改修工事
図面No.

A-43縮尺 図面名称

管理・特別•普通教室棟 トイレ仕上げ表



6,000

/
塗膜除去範囲

(下地調整材共)

邛レ(女子)

去範囲

整材共)

〇

匚管理•特別•普通教室棟1階職員トイレ平面図S二1：60 I ［管理・特別•普通教室棟2-4階トイレ平面図S二1：60 I
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(下地調整材共)
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(下地調整材共)

アスベスト分析試料レベル一覧

件名:武里小学校校舎トイレ改修工事設計業務委託

レベルにおいて「ー」は、アスベスト不検出であることを表す

ほ2仕上塗材や下地調整材はレベル3建材に相当しますが、

吹付け工法による施工(バーミキュライトやパーライト等)の場合はレベル1に該当します。

分析結果報告書

依 頼 者 春日部市長岩谷一弘様

住 所 埼玉県春F！部市備後西五丁目5番2号

試料採取日 令和6年8月5 0

件 名 武里小学校校舎トイレ改修工事設計業務委託

採取区分 八木設計八木将憲

分析実施期間 令和6年8月8 日 〜 令和6年8月23 ロ

分析の結果は、下記のとおりであることを報告いたします。

分析方法:JIS A 1481-1:2016

検体名 偏光顕微鏡定性結果(室温:25.0°〇

ケイカル板 不検出

定性分析結果 推定質量分率 試料情報

石綿を含有しない -

採取部位 天井
試料概要 成形板
施工年 一

建物名称 武里小学校 管理•特別•普通教室棟

検体名 偏光顕微鏡定性結果(室温:25.0〇〇

AEMP クリソタイル検出

定性分析結果 推定質量分率 試料情報

クリソタイル含有 
(下地調整材に含有)

0.1-5%

採取部位 内壁
試料概要 吹付材
施工年 一

建物名称 试里小字校 舎理•特別•昔曲理三棟

検体名 偏光顕微鏡定性結果(室温:25.0〇〇

長尺塩ビシート 不検出

定性分析結果 推定質量分率 試料情報

石綿を含有しない -

採取部位 床
試料概要 成形板
施工年 一

建物名称 武里小学校 管理•特別•普通教室棟

検体名 偏光顕微鏡定性結果(室温:25.0°〇

吹付材 不検出

定性分析結果 推定質量分率 試料情報

石綿を含有しない -

採取部位 外壁
試料概要 吹付材
施工年 一

建物名称 试里小学技管理•特別•普通教室棟

備考提供試料について分析をしたものです。
使用機器:オリンパス(株)製 実体顕微鏡SZ61、偏光・分散顕微鏡BX53
分析調査実施者:東邦化研株式会社小出篤史
講習実施機関:(公社)日本作業環境測定協会

※人E！^塗膜除去(下地調整材に含む)面積

1階職員トイレ、車いす対応トイレ:44. 97m

2-4階トイレ:27.32ポx 3 = 81.96ポ

図面拾い数量合計 126. 93m

設計数量：126.93mx1.3倍= 165.0nf

※トイレ:アスファルト防水、アスへ'、スト含有建材の分析調査(定性分析•1検体)及び調査報告書を行うこと。

武里小学校校舎トイレ改修工事
図面君称

管理・特別•普通教室棟アスベスト分析結果•レベル一覧
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